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第一章







　異世界ヨルゴスに来て、何度目の朝だろうか。

　安い町民税と所得税を払はらって住んでる、レンガと木で造られたボロくて狭せまい賃ちん貸たい小屋。

　それでも一戸建てという身に余る環かん境きようで目覚める、優ゆう雅がな朝。

　あぁ、もうちょっと柔やわらかいベッドでも買おうかな。




　ドンドンドンッ！




　人生ナメるが勝ちだった。

　ある意味、貴族と言ってもいいだろう。

　テキトーにクエストをこなしてお金をもらい、飲んで遊んで昼まで寝ねる。

　なんだったら、夕方まで寝る。




　ドンドンドンッ、ドンッ！




　最近ワイバーンのスパチョなんとかを倒たおしたおかげで、ファンみたいな感じの人？

　そういうのにまとわりつかれて、ちょっと迷めい惑わくしているけど。

　有名税という税金なら、誰だれが払うかっての。




「いるなら返事をしろ、マコウ・エルフィラリ！」




　今日はまた、ずいぶんと荒あら々あらしいファンだ。

　誰だよ、朝から玄げん関かん叩たたいてフルネームを何度も叫さけぶヤツは。

「――なッ!?」

　ズレたパンツを直しながら起き上がろうとした瞬しゆん間かん、狭い平屋の中に玄関のドアが吹ふっ飛とんできた。

「マコウ・エルフィラリだな！」

　ベッドを囲まれ、ライフルの銃じゆう口こうを突つきつけられた。

　頭からつま先まで黒い防具一式でそろえて、ピオナが好きそうな特とく殊しゆ部隊っぽい装備に身を包つつんだ野や郎ろうどもだ。

「なんだよ、いきなり……」

　税金なら今月は払ったぞ？

　ズレたパンツを直そうとしたら、向けられたライフルが一いつ斉せいに金属音をたてた。

「撃うつぞ！　抵てい抗こうするなら、犬をけしかけるからな！」

「……は？」

「両手を頭の後ろで組め！」

　なぜこんな「密着アメリカ警察24時」みたいになっているのか、理解はできないが。

　わりと真しん剣けんに撃たれそうなので、言われるがまままに頭の後ろで両手を組んだ。

　ピオナの乱射で知っているが、このタイプの武器は遠くから当たっても非常に痛い。

　それをこの至近距きよ離りで、この人数から撃たれるのは激しくイヤだ。

「で、誰なの？」

　ずいっと進み出た黒い目め抜ぬき帽ぼうに黒いヘルメットのひとりが、手帳のようなものを目の前に突き出だす。

　というか、ぐりぐりと目に張り付けてくれた。

「我々はＧＳＧ―Ｒ、レンゾ国境警備群ぐんだ。今からキサマを、マナール新町長のもとに連行する」

「ちょ、近い近い！　むしろ見えないって！」

「動くな！　騒さわぐな！　抵抗するなら働け！」

「なんの罪で――っていうか、新町長って誰よ！」

「その前に手を貸してもらおう」

「……どうすんだよ、オレの手なんて」

「手伝えと言っているのだ！」

「それは人に物を頼たのむ態度じゃないね！」

　真剣に話が通じそうにないので、ゲンナリしていると。

　黒ずくめの人たちの背後から、聞き覚えのある声が響ひびいた。

「ちょっと、マコーッ！　あんた、なにやったわけ!?」

「ネデルカも捕つかまってたのか!?」

「ちょ、放してって！　淫いん行こうしてるのはマコーだけだって！」

「してないし！」

　ネデルカは羽は交がい締じめにされながらもツーサイドアップ？　ビッグテール？　だかの髪かみを振ふり乱みだして、いつ見てもエロいボンデージ防具で大暴れしている。

　首から胸きよう腰よう部ぶまで一体形成の超ちよう強きよう化か革がわ。

　脚きやく部ぶは編み上げのサイハイ・ブーツが、そのままガーターベルトに固定されているやつだけど、テカりから小こ股またのキレ上がり具合まで最高としか言いようがない。

　これで双そう剣けんをぶんぶん振り回まわすのだから、マニアにはたまらないだろう。

「キサマら、いいから黙だまって手伝え！」

「痛たた、縛しばるなって！　おいネデルカ、大だい丈じよう夫ぶか！」

「あたしは、もういいでしょ!?　風営法違い反はんはマコーだけなんでしょ!?」

「してないし！」

　ブーたれるネデルカと一いつ緒しよに連れて来られたのは、別の賃貸エリア。

　立ち並ぶ平屋の一角が、物々しく取り囲まれていた。

「あれ、このあたりって……」

　黒服の別部隊が、激しい銃じゆう弾だんの嵐あらしに立ち往生している。

　取り囲むというより、一歩も近づけないといったところか。

　映画だとこのあと大だい爆ばく発はつでも起こりそうな感じを漂ただよわせていると、一軒けんの平屋から聞き覚えのある叫び声ごえが上がった。

「徹てつ底てい抗こう戦せんですけやァ！」

　そして乱れ飛ぶ銃弾。

　あっ、やっぱりなんか爆ばく発はつしたぞ。

「これ、ピオナか……」

　こんなにワンオフの銃弾をバラまいてると、また金欠になるというのに。

　シュコン――

　くすんだ音と共に放物線を描えがき、なにかが黒服集団をめがけて飛んでいった。

　そして煙けむりが立ち込め、始まったのは盆ぼん踊おどり大会。

　みなさんライフルを放ほうり投なげて、苦痛に顔を歪ゆがめながら踊おどり狂くるっている。

　出たくもない町内会のお祭り以上に、悲ひ惨さんな光景だ。

「マリエラ姐ねえさんも一緒なのか……」

　さっきはあれほど威い勢せいが良かった黒服部隊のリーダーらしき人は、隣となりで頭を抱かかえて溜ため息いきを漏もらしている。

「おまえ……なんとかしろ」

「なにを？」

「一斉同時検挙のはずが、ボンデージ女は双剣を乱らん舞ぶして負傷者多数。ミリオタ女とゴスロリ女はこのありさまで手に負えず。おまえ、このパーティーのリーダーなんだろ？　おとなしく投降するよう、呼びかけてくれ」

「いや、リーダーはネデルカだけど」

「え？」

「そうよ！　この防具を見て、気づかなかったわけ!?」

「ただのＳＭ趣しゆ味みじゃ――」

「バカなの!?　腐くさってんの!?　どう見ても、あたしがリーダーでしょうよ！」

「じゃあ、おまえが説得を」

「はぁ!?　いまさら冗じよう談だんでしょ。ピオナ！　マリエラ！　そんなヤツら、バンバンやっちゃいなよ！」

　あーあ、ヘソ曲げたよ。

　持ち上げておけば、言うこと聞いてくれたのに。

　かといって、このまま大暴れが続いてもなぁ。

　なんにせよ、早く終わらせて帰りたいし。

「おーい、ピオナぁ！」

　ぴたっと銃じゆう声せいが止やむのを見て、黒服集団がざわざわと動どう揺ようした。

　別に、すごいことはしてないんだけど。

「マコりんですけや!?」

「あー、オレオレ」

「詐さ欺ぎじゃなく!?」

「オレだよ、オレ」

　言えば言うだけ、詐欺っぽいけど。

「マコりんも、政府の犬に捕まったですけや!?」

「違ちがうんじゃない？　マリエラ姐さんも、そこにいるんだろ？」

　しゅぽぽんっ、と窓からなにか撃ち出された。

　返事代わりに妖あやしいキノコ・パウダーをまき散らすのは、ヤメなさいって。

　ほら、また盆踊りが始まったじゃないか。

「出て来なよ。なんか話があるんだって」

「拘こう束そくされて拷ごう問もんされた挙げ句にハダカで橋に吊つるされるとか、冗談じゃねすけや！」

　そんな酷ひどい状じよう況きようにはならないと思うけど、ちょっと確かく認にんだけしとくかな。

　縛られた腕うでも、けっこう痛いし。

「あのさー、隊長さん。みんなは説得するけど、縛るのだけはヤメてくれる？」

「いやしかし、危険だから拘束して連行しろと新町長が……」

「大丈夫、大丈夫。町長には言っとくから」

「おまえ、町長の知り合いなのか!?」

「経験上、わりと知らない仲じゃないことが多いね」

「そうなのか!?　じ、じゃあ……」

「はい、ＯＫいただきました。おーい！　縛ったりしないから、安心して出て来いよー」

　沈ちん黙もくの後。

　平屋の賃貸ボロ住宅から、ピオナとマリエラ姐さんが出て来た。

　茶ちや髪ぱつのサイドテールに、くりくりオメメの小こ柄がらなピオナ。

　その迷めい彩さいミニスカポリス姿を見た黒服部隊たちが、どよめくのもムリはないだろう。

　弾だん倉そうポーチを付けまくった腰こし回まわりの装備が充じゆう実じつのミリタリーすぎるし、太ももからの生足まではいいのに、その先はなぜか砂さ漠ばく色のコンバットブーツ。

　挙げ句にできる人っぽく黒鉄色のライフルをタイトに構え、いつでもオマエを撃てるように腰こしを落としてるぜというスタイルだ。

　この前までは青っぽい迷めい彩さい柄がらだったが、いつの間にやら緑っぽいのに替かえたらしい。

「マコりん、そいつらホントに大丈夫ですけか？」

「大丈夫だよ、話せばわかる人たちだ。ほらほら、姐さんもキノコを捨てて」

　相変わらずマリエラ姐さんは化け粧しよう品ひんのＣＭに出られるほどの美人だが、クールを通とおり越こした無表情がお近づきのハードルを一気に跳はね上あげている。

　しかし体のクビレを要所で縛って強調している膝ひざ上うえ丈たけの黒いフレアドレスは、いつ見ても最高だ。

「マコウ……ひどいことされた？」

「ぜんぜん大丈夫。それよりそのキノコ、捨てようよ。ね、たぶん危ないヤツだよね？」

　なんとか危険そうなキノコを捨てさせようとしていると、拘束を解かれたネデルカが慌あわてて駆かけ寄よってきた。

「ちょっと、マリエラ！　大丈夫だった!?　ケガはない!?」

「ありがと……大丈夫」

「ピオナは!?　撃たれなかった!?」

「撃った弾たま数かずは、ピオナの方が多いですっけ」

「パーティーの大事なメンバーにひどいことしたら、リーダーのあたしが許さないから！　双剣界のリーダーでもある、このあたしがね！」

　ゲフン――と。

　申し訳なさそうに、黒服部隊の隊長が咳せき払ばらいをした。

「それで、その……連行というか、ついて来てもらえるのか」

　あー、忘れるとこだった。

　なんだっけ、新町長のトコに行けばいいんだっけ？

「夕方までには帰れる？」

「それは、町長次し第だいだと思うが……」

「オレ今日、ダンジョン歓かん楽らく街がいのキャバクラで同どう伴はんの約束をしてるんだよね」




　相変わらずの冷たい視線の中。

　出向いた町役場の町長室で、めんどくさいことになってしまった。







▽　▽　▽







　レンゾの町役場で町長室に入るのは初めてだが。

　まさかメガネにタイトスーツの女性が、仁に王おう立ちして待っているとは思わなかった。

　長い黒くろ髪かみをゆるふわに巻いて、キリッとしたメイクのセクシー女町長さん。

　少しテカリのあるグレーのスーツ上下は、パンツではなく膝上のタイトスカート。

　ぱんぱんに張り出した胸の上で、襟えり元もとのひらひらフレアが波打つ。

　ばーんと高いヒールを履はいているせいもあって、ウェストからヒップのラインが貼はりついて下着が浮うき出でている。

「南なん部ぶ真ま晃こうさんですね――」

　レンゾの町長というよりは、大好きだった痴ち女じよＯＬモノのＡＶだろうか。

　こっちではＡＶを観みられないので忘れたが、どうにも見覚えのある顔だ。

　しかし、なぜ旧きゆう姓せいを知っているのだろうか。

「――ヨルゴスの禁きん忌き破りの罪で、アナタたち一味を拘束するのです」

　なにその悪党っぽい括くくりは。

　だいたい、禁忌破りってなんだ。

「あのさぁ、謎なぞの町長さん」

「マナールです！　全然、謎じゃないのですから！」

「だって急に見たこともない町長が来て……なんだっけ、禁忌祭り？」

「ヨルゴスの禁忌破りです！　南部さん、このまえ税金も払わずに境界裂孔ハイエイタスから戻もどってきたのは覚えてますよね!?」
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「あー、アレね。あれは、アレだよ？　ダンジョン歓楽街の人らのご厚こう意いに甘あまえた感じだし、何度も残さず言うけど、脱だつ税ぜいじゃなくて滞たい納のうしてたカタチであって」

「ほらっ、そういうテキトーなとこ！　あなたのそういう態度のせいで、あれから税金を払わなくなった住民が増えたのですから！」

「ホントかなぁ。だってあれ、ドリアード族の編む『神秘のアミ網あみキャッチャー』がないと、ヨルゴスの世界線に引っかからないんだよ？」

「だから住民が激減してるのですよ！」

　えっ、それって消えていったってこと？

　みんなバカなの？

　月に３万８０００クロナぐらい、払ってからクエストに出ろよ。

「けどさぁ、『ヨルゴスの禁忌』ってほど大おお袈げ裟さなものじゃないと思うんだけど」

　もの凄すごい溜め息をつかれた。

　なぜそんな、ダメ人間を見るような目を向けられるのかわからない。

「死んでも税金を払っていればピックアップされるというのは、ヨルゴスの世界を構成する理ことわりなのですよ？　それを打ち破ったことが『禁忌の呼び水』となり、この世界には存在しないはずの『チート』や『ハーレム』が現れたのです」

「なんかそれ、かっこいいな。オレが世界線を変えた感じなの？」

「ちっとも、かっこよくないのです！　とりわけ『魔ま法ほう使つかい』は、ヨルゴスの社会秩ちつ序じよを根底から覆くつがえす大変危険な存在なのですよ!?」

「えっ……チートや魔法って、ヨルゴスの世界にはないんだっけ？」

「はぁっ!?　私が何度も境界裂孔ハイエイタスの転生面接で確認したのに!?」

　知らんがな。

　別にチートも魔法もハーレムも、なきゃないで困ってないし。

「って、あれ？　えっ!?　町長さんって、もしかして」

「やっと思い出したのですか……誰が内定を出したと思っているのやら」

「どうも、その節はお世話になりました」

「忘れてたクセに！」

　どこかで見た記き憶おくがあると思ったよ、あのセクシー面接官ね。

　けど、プライベートはこんな口調だったんだ。

　仕事場の印象とは、ずいぶ違うモンだね。

「で？　ここで、なにしてんですか？」

「……チートや魔法を生む原因になった男を面接で採用したダメ女として、転生面接官をクビになったのですよ」

「するとこの町に来たのはオレのせい、ってことなのかな？」

「好きでこの世界の町長なんかに転職したと思ってたのですか？」

　ワンミスで仕事をクビになったと思えば可哀かわいそうだけど、元々その職場ってブラックだったんじゃないの？

「ちょっと、マコー。あんた、ホント顔が広いっていうかさー」

　飽あき飽きしたネデルカが、なにか食べながら話しかけて来た。

　いや、飽き飽きしてるのはネデルカだけではなさそうだ。

「みんな、後ろでなに食べんの？」

「だーって、話が長いんだもん」

「てか、なにそれ旨うまそう」

「マリエラが作った干しキノコ。甘くて美味おいしいよ？」

「え、いいなぁ」

　いきなりゴスロリのスカートをめくって、干しキノコを取り出すマリエラ姐さん。

　ほんと、いつもギリでパンツ見えないよね。

　でもそれが、１００デニールのハイサイ黒タイツとガーターベルトを際きわ立だたせるよね。

「これ、ペカキノコ」

「ペカ？　また珍ちん妙みようなキノコ……だけど、この形は」

「チ○コじゃないよ」

「姐さん、それ言っちゃダメなやつ」

　うわーダメだ、もう食えない。

　もう、それにしか見えないじゃないか。

「マコりん、食べないですけや？　低血糖は、冷静な判断力を鈍にぶらせるですけよ？」

　それをモグモグ食ってるキミらは、エロくていいかもしれないけど。

　あー、ムリムリムリ。

　姐さんの太ももで温められて、なんかちょっとヌルいのがさらにダメだ。

「ちゃんと人の話は聞くので――――――すッ！」

　あ、町長がブチ切れた。

　低血糖かな。

「町長、これ食います？」

「誰がそんな干しチ○コ食べますか――――――ッ！」

　めんどくさいなぁ。

　ヒステリー起こさなきゃセクシー路線でそこそこイケるのに、まったく残念な人だよ。

　だいたい、町長職になんの不満があるの。

　任期の間そこのイスに座すわってるだけの、不労所得なんでしょ？

　夜の世界ではモテると思うし、そんなにイヤだったらオレが代わるけど。

「ともかく！　南部さんたち一味には、禁忌破りの罪を償つぐなってもらうのです！」

　誰よりも先に食ってかかったのは、ネデルカだった。

「ハァ!?　なによそれ！　脱税したのはマコーだけで、あたしら関係ないじゃん!?」

　えっ、切り捨てるの？

　いろいろなピンチを乗のり越えてきた、仲間的なアレは？

「リーダーの犯罪を抑よく止しできなかったのは、パーティー全体の罪でもあるのです」

「ねぇ、バカなの？　そのメガネってファッションなの？　あたしがリーダーだって、この防具を見てもわかんない？」

「ＳＭ趣味にしか見えませんから！」

　真っ向勝負のネデルカに対して、ピオナと姐さんは冷めたものだ。

「ピオナたちはモグモグ、もう帰ってモグモグいいモグか？」

「……飽きた」

「帰れるワケないですよね!?　そろってなんのコスプレかわかんない防具を着て、キノコくわえて寝ぼけたことを言わないで欲ほしいのです！」

「感じ悪いですけなァ、撃っちまいそうだなや」

「腐れろ」

　ピオナ、銃じゆうから手を放しなさい。

　あっ、マリエラ姐さん！

　メカニカル・キノコ・スティックに、なに詰つめたの!?

「まぁまぁ、みんな。もっとイージーにさ」

「もういいよ、マコー。バカバカしいから帰らない？」

「ですけな。気分転てん換かんに、クエストにでも出るすけよ」

「……賛成」

　ばーんと机を叩たたく音に振り返かえると、女町長さんがハァハァと肩かたで息をしていた。

　怒いかりの沸ふつ点てんが限界突とつ破ぱして、感情がすべて蒸気になってしまった感じだろうか。

「現時点をもって、世の中をナメきったアナタたちの町営ギルドへの登録を抹まつ消しようします！」

　それを受けて、わりと真剣にネデルカがキレた。

「あんた、なんの権限があってそんなこと――」

　確かに登録を抹消されたら、どうやってメシを食えばいいんだって話だけど。

　待て待て、抜ばつ刀とうするなよ？

　ここは町役場だからな？

　なんだったらほとぼりが冷めるまでブタっぽいやつでも狩かって、ギルドの厨ちゆう房ぼうで調理してもらえばいいわけだし。

「さらに明日の朝をもって、アナタたちの私財家屋も没ぼつ収しゆうするのですよッ！」

「なんですと!?　あの家にはピオナの大事な、ライフル・コレクションが」

　待て待て、銃を抜ぬくなよ？

　相手は腐っても町長だからな？

「まずは『魔法使い』を逮たい捕ほしてここへ連れてくるのです！　それまでテキトー生活なんて、ぜったい許さないのですから！」

「腐れろ」

　アッ――一番キレちゃヤバい姐さんが！

　腐ってもっていうのは、菌きん糸しがタンパク質を分解する的な意味じゃないからね!?

　あぁもうっ、めんどくさいなぁ！

「待ってください町長、わかりましたから」

「ちょ、マコー!?」

「マコりん、わかってるですけや？　いるはずのない魔法使いですぞ？」

「……ファンタジー」

　世の中、なにも面と向かって正論を吐はくばかりが最善とは限らない。

　一番大事なのは、この場をやんわり収めることだ。

「えーっと――町長様のお怒りやお考えは、ごもっともだと思います。こちらは４人体制ということもあり、どうしても対応に不備が出てしまいました」

　いきなりの低姿勢に、さすがのみんなも戸と惑まどってるな。

　けど、いいから黙っててね。

　これがオトナの対応だから、覚えておいてね。

「……ほんとにわかってくれたのですか？」

「すぐに対応できなくて申し訳ないのですが、少しお時間をいただけますでしょうか？」

　そしてペコリと頭を下げて、相手がなにか言うまでこのまま。

　だったかな？

　前の世界でムリヤリ覚えさせられたクレーム対応のテンプレを、こんなタイミングで思い出すとはね。

　デキるなぁ、オレ。

　こっちの世界に来てから、キレッキレだわ。

「私だって、こんな風にはしたくなかったのですよ。ただそうしないと、アナタたちはすぐテキトーにごまかそうとするじゃないですか……」

「おっしゃる通りで」

「それじゃあ、この世界でもやっていけないと思うわけですよ」

「確かに」

「これって、アナタたちのためでもあると思うのですよ」

「お気き遣づかい、ありがとうございます」

　ここで相手の目を見て、しっかりとうなずく。

　目を見るのがイヤだったら、にっこり笑うフリして目を閉じる。

　で、よかったよな。

　あれ、順番が逆だったかな？

　まぁいいや、怒りは収まってきたみたいだし。

「わかればいいのです、わかれば。なるべく早く連れて来るのですよ？　これは重要案件なのですからね？」

「それではこれで、我々は失礼させていただきます」

　唖あ然ぜんとしたままの３人を押おし出すように、それでいて慌てず町長室を出た。

　ドアを閉めながら、ペコリと一礼。

　とりあえず外に出るまで、誰も口を開かなかったのはラッキーだった。

「ねぇ、マコー……あんた、なんのつもりなの？　本気で魔法使いなんか捜さがす気なの？」

「いや、全然」

「ハァ!?　だってさっき――」

「オレは『あなたの言ってることはわかりました』と丁てい寧ねいに返事しただけで、連れてくるなんて言ってないだろうよ」

「マコりん軍ぐん曹そうに、敬礼ィ！」

「かっこいい……」

　ネデルカ、口が開いたままだぞ。

　ピオナとマリエラ姐さんみたいに、素す直なおに喜んでくれてもいいんだぞ。

「このマコウ・エルフィラリ。身内以外の相談には決してのらないことで有名な男だ」

「ひゅーひゅー、ですっけ！」

「ふふ、身内……家族」

「どうせ魔法使いなんて、いるわけないだろうしさぁ。付き合ってらんないっしょ」

　そこでネデルカが、はっと我に返った。

「いやいやいや、みんな待ってよ？　そんなことして、明日からどうすんのよ！　町営ギルドの登録を抹消されて、どうやって生活する気よ！　家財道具から住むところまで、ぜんぶ没収されるんだよ!?」




「引ひっ越すか」




　またネデルカが口を開けて硬こう直ちよくした。

「ハァ!?　なにその斜ななめ45度に捻ねじれた解決方法は!?」

「この世界に、レンゾしか町がないわけでもあるまいし。ダメなワンマン経営者からは逃にげるが勝ちだと思うけど、ネデルカはこの町に深い愛情でもあるの？」

「いや、別にないけど……でもさ？　ピオナは、それでいいわけ？」

「妥だ当とうなアイデアですっけの」

「でもだよ？　家にあるコレクションのライフルとか、ぜんぶ没収だよ？」

「今あるもので戦うのには、慣れてるですけや」

　ふんっ、とピオナは胸を張った。

　さすが元特殊部隊という噂うわさだ、頼もしいぞロリ巨乳。

「マ、マリエラ……は？」

「キノコがあれば、マコウと共に」

　ふんっ、と競きそって胸を張る姐さん。

　ありがとう、なんだかんだで最後はキノコ頼だのみだからね。

「ということらしいんだけど、ネデルカはどうすんの？」

「え、ぅぁ……あたし!?」

「問題を起こしたっぽい張本人のオレとしては、あまりムリは言えないけど」

「リーダーは、あんなヤツの仕切る町に残る気ですけや？」

「……寂さびしい」

　さぁ、決められないネデルカさん。

　ここは、勇気あるご決断を。

「いや、ムリって言ってるワケじゃなくてね……うん、なんていうの？　その、みんなが引っ越すなら……あたしも、ほら……リーダーだしさ」

　いいぞネデルカ、ナイス判断。

　お金で解決できることは、後からなんとでもなるって。

「いよーっし。じゃあ、決まりね」

「てか、マコーさぁ……あたしたち、本気で引っ越す感じなの？　みんなで力を合わせて、町長の無理難題を解決する的な発想はないわけ？」

「全然ない」

　なんで異世界に来てまで、イヤなことをムリヤリやらなきゃならんのよ。

　それって、モンスターを狩る狩らない以前の問題だから。

「で、マコりん。引っ越し先は、どこに？」

「ぜんぜん決めてない。できればキンシ平原のダンジョン歓楽街に、馬車で行けるぐらいの距離がいいなぁ」

「あきれるほどキャバクラが生活の中心ですてな。じゃあ、この町はどうですけや？」

　ピオナが豊満な胸むな元もとから取り出した地図では。

　ダンジョン歓楽街を真ん中に考えると、レンゾの町はその東側にあるらしかった。

　しかしその正反対の西側にも、ぽつりと町が記されている。

　ここなら今までの馬車と同じぐらいの運賃で、飲みに行けそうな距離だ。

「あれ、ネデルカ？　なんか心配そうだな」

「山さん岳がく地帯の町、ラティリかぁ……最近、けっこう寂れてるって噂だけど」

「じゃあ、空き家が多くて引っ越しやすいんじゃないか？」

「……あたしも、そうやってテキトーに生きて行きたいわ」

「ネデルカが心しん配ぱい性しようなんだよ。考えてみ？　どうせこの町にいたって、明日の朝には私財没収なんだぞ？　町が寂れてるぐらい大丈夫だ、問題ない」

「そうだけど……引っ越しって、もうちょっと考えてから――」

　むーん、やはり決められない人だなぁ。

　人生もっとこう、勢いで決めちゃうみたいなやつも大事だと思うけど。

「いいだろ？　みんな、ネデルカと離はなれたくないって言ってるんだし。なぁ？」

「ですっけよ。とんでもなくガチな人がパーティーにいても、困るすけもん」

「……行こう、ネデルカ」

「みんな、ありがと……あたし、これからはもっとリーダーとして」

「はいはーい。じゃあ、引っ越し決定ということでいいね？　集合は明日の朝、そのなんとかって町の前ぐらいでいいか？」

「なッ――なんでマコーだけ現地集合なわけ!?」

「だってオレ今日、アリーヌちゃんと同どう伴はんの約束してるし」




　一度失った信用は、取とり戻すのが大変なの。

　だから夜の世界での約束は、破っちゃダメ絶対。







▽　▽　▽







　日の暮れた、キンシ平原のダンジョン歓楽街。

　その地上入口にある広場のカフェっぽいところで、パーンのキャバ嬢じようアリーヌちゃんと待ち合わせをしていた。

　しかし不思議なもので。

　キャバクラに慣れてくると、逆にこの「キャバ嬢」という表現が使いづらくて仕方ない。

　例えばお店の娘こに向かって「けどキャバ嬢ってさー」とは言いづらいもので。

　そこで覚えた単語――キャスト。

　とても良い響きで「けどキャストの娘ってさー」と言うと、非常にスマートなのだ。

　まぁ正直「業界用語を知ってるオレって最高」だから使ってるのだが。

　などと考えていると、聞き慣れた可愛い声が駆け寄ってきた。

「マコーさーん、待ったでしょお!?　ごめんねーっ！」

「あー、そんなに走らなくていいから」

　真っ白いふわふわヘアーに、角がちょこん。

　ほっぺも腕も胸も、相変わらず全部ぷにぷに。

　黒いフレアミニのメイド服から伸のびる生足が、白のニーハイでは隠かくしきれていない。

　バックリ開いた胸元が揺ゆれて揺れていま心が、やり場のない視線に困ってしまう。

「ねぇ今日、どこ食べに行く？」

「そうやって聞く時って、どっか行きたい所があるんじゃない？」

　へへーっ、と照れくさそうなアリーヌちゃん。

　本気で家に持ち帰って、飾かざっておきたい衝しよう動どうに駆られる。

「うち今日はねー、ペカＢＡＲバーに行ってみたい」

「なにそれ」

「あのね、あのね」

　アリーヌちゃんが言うには、なんか不思議な輝かがやく木の生き物「ペカの木」で遊びながら、軽く飲んだり食べたりできる楽しいＢＡＲらしい。

　なんだその、生き物で遊ぶって感覚。

　猫ねこカフェみたいな感じだろうか。

　けど「ペカの木」って、どこかで聞いた記憶があるような。

　説明を聞きながら、ダンジョン歓楽街の地下１階に降りると。

　暗くら闇やみに光ひかり輝かがやく蓄ちく光こう虫で照らされる、シックでアダルトな黒を基調とした看板の「ペカＢＡＲ」に着いた。

「ここの３階なんだけどさー」

「……ここの上？」

　いかにも妖しい雑居ビルでよく見かけるような、奥おくまったところにある狭せまい階段を上がっていくらしい。

「なんかさー。うちら女子だけじゃ、入りにくいじゃん？」

　もちろん女子にはハードルが高いだろうが、男子にもちょっとアレな感じが否いなめない。

　ホントにここ、楽しく飲み食いできるＢＡＲなのだろうか。

「まぁ、なにごとも飛び込む勇気が必要ということで」

「やったぁ！　今日、カタリンに自じ慢まんしよーっと！」

　ふにっ、と腕を組まれて入らないワケにもいかず。

　階段を昇のぼってドアを開けてみると、薄うす暗ぐらい店内は比ひ較かく的てき広かった。

　まず目に入ったのは、飲食物を提供する大きなカウンター。

　注文した料理をそこで受け取って、店内のテーブル席へ持って行くスタイルらしい。

　それ以外はともかく、四方の壁かべに沿ってずらりと並んだ光輝く木が圧あつ倒とう的てきだった。

「あー、アレかな。なんか前の世界でいうところの、ダーツＢＡＲのもっと広いバージョンって雰ふん囲い気きだね。行ったことないけど」

「ねぇっ、マコーさん！　うちアメリカン・ドッグが食べたい！」

「……なに、ヨルゴスのアメリカンって」

　料理を出だしてくれるカウンターへ目をキラキラさせて駆け寄ったアリーヌちゃんは、めっちゃハイテンションのまま店員さんからメニューを見せてもらっている。

「あぁっ！　マコーさん、アヒージョもあるよ!?　クラーケンにする!?　シー・サーペントにする!?」

　アヒージョがどんな食べ物かは知らないが、名前の挙がった物ぶつ騒そうなヤツらが食用かどうかが気になって仕方ない。

「あとね、あとね、ウロボロスのフリットも超ちようおいしいんだって！」

　アリーヌちゃん、それ絶対食えないと思うよ。

　食えたとしても多分、養よう殖しよくモノだと思う。

　とりあえずドリンクをふたつ頼たのもうとしてポケットに手を突っ込むと、折りたたまれたクロナ紙し幣へいが数枚しかなかった。

「うっそ……」

　恐おそる恐る取り出してみると、１万６０００クロナと小こ銭ぜにが少し。

　慌てて防具のポーチを探さぐるも、手に触ふれる紙幣はない。

　ちなみにサイフは落とすから持たない主義だ。

「……そうだったよ。寝ねてたらいきなり叩き起おこされて、そのまま町長室に連れて行かれたんだったわ」

　家にも、ほとんど貯金がないとはいえ。

　これはいけません、わりと真しん剣けんにヤバいです。

　これではとても、今日の同伴が乗り切れそうにありません。

「マコーさんは、なに食べる!?」

「アリーヌちゃんが好きな物、注文していいよ」

　だって、そう言うしかないじゃない！

　ここで退ひくわけには、いかないじゃない！

　なかなか「同どう伴はん」というシステムは、よくできているもので。

　この幻げん想そう的てきな時間には「同伴料金」が発生している。

　だいたい、そのお店の１ワンセット分ぐらいの料金を考えておくと安心だろう。

　もちろんこのあとは必ずお店に行って同伴した娘と一いつ緒しよに飲むのが大前提なので、遊んでバイバイは言語道断。

　つまり同伴は、どれだけ長くてもお店がスタートするまでとなる。

　お店にとっては客入りが少ない夜の早い時間帯の大事な収入源でもあり、同伴で入店したら１.5セットの滞たい在ざいが確定するという独自ルールのお店もある。

　そして当たり前のことながら、同伴する時の食事代などは全額こちら負担。

　これを避さけようとして「同伴でキャッチボールをした」という猛も者さもいるらしいが、その後の行方ゆくえはわかっていない。

　つまりどう考えても、手持ち１万６０００クロナで足りるワケがないのだ。

「うち、テーブルに運んでくるね」

「よろしくぅ」

　ニコニコ顔で料理の小皿を運んで行くアリーヌちゃんを見ながら、手て汗あせダクダクでお会計をしたら軽く６０００クロナが消し飛んでいった。

　残り１万クロナでは、キャバクラの１ワンセット料金にも届かない。

　ガッデム、神は死んだというのか。

　所ところ狭せましと料理の並んだ小さな円いテーブルに行ってみると、アリーヌちゃんは壁かべ際ぎわの光輝く木をうっとりと眺ながめている。

　この雰囲気で言えるはずがない。

　金が足りないとか、死んでも言えない。

「キレイだよねー、これだけペカの木が並ぶと」

「なんかカリフラワーっぽく無数についてるガラス玉が、ワサワサ動いてる気がしないでもないけど」

「あれね、生きてるんだよ？」

「そりゃあ、木だからね」

「違ちがうの、そうじゃなくて。近くで見ればわかるって」

「えぁっ!?」

　待って待って、こんな短い距きよ離りなのに手を繋つないで行くの!?

　金が足りないとか、体がちぎれ飛んでも言えなくなったじゃん！

「ほらほら、マコーさん！　見てこれ！」

　近くで見たペカの木は、枝に無数の光る小さなガラス粒つぶをつけていた。

　確かにその実はワサワサと動き、時にはシュッと引っ込んで、また水すい滴てきのようにガラス玉を瞬しゆん時じに実らせている。

　正直、イソギンチャクのイメージが近いかもしれない。

「……なにこれ、木じゃなくない？」

「植物じゃないらしいんだけど、形が木に似てるから『ペカの木』って言うらしいよ」

　しかし、これだけ幻想的でキレイだというのに。

　並んだ木を眺めているのは、駅前で酒を飲みながらたむろしているのが似合いそうな半はん獣じゆう人じんのオッサンばかり。

　場外馬券場でやさぐれていた頃ころのアコスタさんにピッタリの雰囲気、と言えばいいか。

　隣となりで妙みように真剣な顔をして光るガラス粒を眺めている、このケットシーだって――

「あれ？　大将じゃん」

　ダンジョン地下２階にある、よく行く居酒屋「ゼン」のケットシー大将だ。

　ということはもしかして、これはギャンブルではなかろうか。

「あれ？　マコウさんって、ペカるんでしたっけ」

　大将が「ペカる」と動詞で言うからには、間ま違ちがいなくギャンブルだろう。

　そりゃあ、集まっている半獣人たちの目も血走ってくるワケだ。

「いや、今日はアリーヌちゃんと同伴で」

「あー、いつものお姉さんじゃないスか」

「どうもー」

「じゃあマコウさんも、一発どうスか。このあとの軍資金にでも」

「いやいや、大将。オレ、この木を見るのも初めてなのに」

　どの世界でも不思議なことに、ギャンブルが好きな人はやたら丁寧に解説してくれる。

　どうやらこの無数になっているガラス粒のようなペカの実には、ひとつだけペカの木の神経に繋がっている「当たり」があるらしい。

　その「当たり」は無数になっている実の１／３００～１／４００ぐらいの確率で摘つむことができるため、１０００クロナで30個ほど摘ませてくれるのが主なゲーム性だという。

　ちなみに「ペカの木」という名前の由来は、神経に繋がっているペカの実を摘むと、全体の実が「ペカッ」と光ってすべて落ちてしまうからだとか。

　神経を抜かれて落ちたペカの実は光輝いたまま固まり、ジュエリーとして女子には人気があるらしい。

　もちろん半獣人のやさぐれたオッサンたちが目をギラギラさせているのは、ジュエリー集めの趣しゆ味みがあるわけではない。

　当たりを摘んでペカの実を全部を落とすと、３万クロナぐらいで引き取ってくれるのが目的だという。

「どうスか、マコウさん。おもしろそうっしょ」

　ただのクジ引きというかガチャじゃなかろうかと渋しぶっていると、なぜか隣でアリーヌちゃんが目をキラキラさせていた。

「え？　アリーヌちゃん、興味あるの？」

「だってね、だってね！　ペカガラスって、超ちよう流行はやってるんだよ!?」

　そういうことね、だから誘さそったのね。

　確かにこの雰囲気、女子だけで来るにはちょっとアレだよね。

　でもなー、今日に限って金を持ってないんだよなぁ。

　でもなー、わりと１／３００ぐらいの確率って引けるんじゃないかなぁ。

　そしたら一気に、３万だろ？

　アリーヌちゃんにあのガラス粒をあげられて、うまくいけば今そこにある金欠からも脱出できるわけだし。

「やれる気がしてきた」

「やったーっ！　マコーさん、がんばってーっ！」

　近くにいた店員さんに１０００クロナを払はらおうとしたら、どの木にしますかと尋たずねられた。

　木によって実の数が違うので、なるべく少ない木を選んだ方が当たりやすいらしい。

　それで半獣人のオッサンたちが、目をギラギラさせて木を眺めていたわけだ。

　とはいえ無数に実があるうえに、ワサワサ動くので数えられたものではない。

　しかし、ペカの木ねぇ。

　ペカって、どこかで聞いた気が――

「……あれ、このキノコ」

　並んだペカの木のひとつに、根元で小さなキノコが顔を出しているのに気づいた。

　マリエラ姐ねえさんが作ってきた干しキノコって、確かこれのデカいヤツじゃなかろうか。

　木の養分を吸って甘くなるとか言ってた――ってことはこのキノコが生えてる木なら、他より養分が吸われて実の数も少ないんじゃなかろうか。

「マコーさん、どの木にする!?　それにする!?」

　アリーヌちゃん、そのキラキラした瞳ひとみはヤメて。

　ほんと、後に退けなくなってきてるから。

「この木でいってみるわ」

　１０００クロナを払って１粒つぶ摘つんでみると、シュワッとそのまま蒸発してしまった。

　次の粒も、シュワッと蒸発。

　そのあとに摘んだ、30粒すべてが蒸発してしまった。

「あーん。マコーさーん、ざんねーん」

「いやいや、大将？　これって摘んでも、ジュエリーにならなくない？」

「だから、神経を引っこ抜いてからでないと固まんないですって」

「えっ、そうだっけ!?」

　ヤバいって、残り９０００クロナだぞ!?

　慎しん重ちようにならざるを得ないけど、どうしよう――木を替かえるか？

　そう思ってざっと回遊してみたが、あのキノコが生えているものは見当たらなかった。

「クッ……じゃあ同じ木で、もう１回だ」

　摘んでも摘んでも、シュワシュワ。

　残り８０００クロナ。

　ちょまっ――お金の溶とけるスピードが速くない!?

「も、もう１回……」

　摘んでも摘んでも――あれ？

　１粒だけ、手の中で赤く光って固まったぞ。

「あっ！　それカワイイ！　ちょうだい、ちょうだい！」

「惜しいっスね。時々そのサクランボみたいに固まるヤツに、神経が入ってるんスけど」

「くっそ、これ違うのかよ……」

「がんばれーっ！」

　摘んでも摘んでも、その後はなにごともなくシュワシュワ。

　残り７０００クロナ。

　さらに追い銭ゼニ、摘んでも摘んでもシュワシュワするばかり。

　また１０００クロナ溶けて、残り６０００クロナになった。

　って、これマジでヤバいって！

　お金が溶けてくスピードが、ハンパないって！

「た、大将？　摘んでも摘んでも、実の数が変わらない気がするんだけど……？」

「えっ？　そりゃあ摘んでも、実はすぐ生えますから」

「うっそ、分母が減らないじゃん!?」

「だから、なるべく元の実が少ない木を選ぶんスよ」

「クッ――それなら、木のいろんな場所から摘むしか」

「それもムリっスね。１個でも実を摘むと、神経の繋がりが変わりますから」

　完かん璧ぺきな包ほう囲い網もう！

　なにその完全なる確率の支配！

　今日の同どう伴はんを可能にするには、３万クロナの実を当てるしかないのかよ！

「だーっ、もう！　イケるとこまで、イクしかない！」

　と追い銭して摘んだ、次の瞬しゆん間かん。

　ほんとにペカッと、木になってる実がすべて瞬またたいた。

「なっ!?」

「マコーさん、マコーさんっ!?」

　続いてバサーッと床ゆかに落ちた無数の輝くガラス粒は、ひとつも蒸発せずにシャリンシャリン音を立てて床で跳はね回まわっている。

「いよ――――――ッし！」

「きゃーっ！　やったよ、マコーさぁーんっ！」

　パッパラパーンッ、と店内に響ひびき渡わたるファンファーレと共に。

　飛びついてきたふんわり豊満ボディを受け止めながら、思わず天を仰あおぐ。

　やったよ、オレ。

　これで今日の飲み代、安心して使えるよ。

「さぁ、アリーヌちゃん！　好きなだけペカガラスを持って帰ってくれ！」

「え、待って……でもだよ？　持って帰るより、１個でも多く換かん金きんした方が良くない？」

「いいから、いいから。カタリンちゃんやお店の娘たちにも、持って行こうぜ」

「えーっ、えーっ！　じゃあ……５個ぐらい、いい!?」

　おいおい可愛かわいいな、何百個も落ちてんのに。

　大将もそんなにキラキラした目で見なくても、何個か持って帰っていいからさ。

「凄すごい引きっスね！」

「最後の方は、魂たましいのヒリつきがハンパなかったけど」

「なんであの木にしたんスか!?　あの木が当たるって、わかってたんスか!?」

「そんなの、わかるワケないじゃん……あえて言うなら、キノコかもしれないけど」

　例のキノコの話をすると、ケットシーの大将はネコ目をさらに輝かせた。

　ぜったい大将、今からチャレンジするだろうな。
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「マコーさん、どうするぅ？」

「え、なにが？」

「お店の人がさー。ペカガラスの粒を５０００個集めたら、クレービング・ストーン渇望の石と交こう換かんしてくれるって言うんだけど」

「５０００個!?」

　ムリムリ、ムリ！

　何本の木で当てなきゃなんないのよ！

　とりあえずこの３万クロナだけは、溶かしたくないんです！

「だよねー……」

　もー、なんでそんな顔するのよ。

　今度がんばってみるけど、さすがに今日はカンベンしてよ。

「ていうか、そのクレービング・ストーン渇望の石ってなんなの？」

「あのね！　願いが叶かなうレアストーンの『ドラゴンの涙なみだ』とか『カーバンクルの宝玉』のことでね！　それ今、うちらのなかで流行はやっててね！」

　女子って、そういうの大好きだよね。

　けどそんな超レアストーンを、このペカガラス５０００個と交換してくれるの？

　それっていわゆる、ニセモノっぽくないか？

「まぁ、それは次回ということで……それより、ごはん食べなくていいの？」

「あ、やばっ！　そろそろお店に出なきゃ！」

　ちょっと冷めてしまった料理を急いで食べてから。

　換金してもらった３万クロナを握にぎって、なんとか同伴には成功したけれど。

　お店に着いてもずっとクレービング・ストーンの話を続けていた、アリーヌちゃん。

　大だい丈じよう夫ぶか、ちょっと心配になってきたぞ。




　その前に大丈夫か、オレ。

　明日、引っ越こすんだったよな。
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　アリーヌちゃんと同伴した、次の朝。

　終馬車のなくなったダンジョン歓かん楽らく街がいで仮か眠みんした安宿から、約束通りに山岳地帯の町ラティリまで出向いたにもかかわらず。

　閑かん散さんとした町役場の町民課からたらい回しにされた挙げ句、なぜか町長室に呼ばれた。

　髭ひげ面づらハゲ頭で小太りの町長さんは、応接テーブルを挟はさんで渋い顔をするばかり。

　それをソファーへ一列に座すわらされた４人で、なんとか説得する形になっている。

「……なんでオレら、この町に転入できないんですか？」

　なにを悩なやむことがあるのか不思議でならない。

　この町は入口から中央広場まで、砂すな埃ぼこりと丸く転がる枯かれ草くさぐらいしかない過か疎そっぷり。

　道ばたには生活に疲つかれたような女性がチラホラ程度で、なぜか野や郎ろうの姿はない。

　もちろん商店の入口は閉められ、ついでに覗のぞいた町営ギルドも閑散としたものだった。

　ここはどう考えても、逆に転入を歓かん迎げいするべきではないだろうか。

「マコウ・エルフィラリくん、だよね？」

「ですけど」

「あの、脱だつ税ぜいしたのに帰って来ちゃったっていう」

　またそれが受け入れ拒きよ否ひの理由？

　こんなに過疎ってるのに拒こばまれると、けっこうショックなんだけど。

「いやぁ……けど、町長さん。あれはレンゾでのことであって」

「悪い前例、作っちゃったよね。うちの町でも税金払わずにクエストで死んで、境界裂孔ハイエイタスから帰って来ない人が続出してね」

「それでこんなに寂れてるんですか？」

　隣に座っていたネデルカが、慌あわてたように顔色を変えた。

「さ、寂れてるんじゃなくて……そう、閑かん静せいなたたずまい!?　だよね？　マリエラ」

「……そう？」

　正直だな、姐さんは。

　ネデルカだってここに来るまで、さんざん寂れてるって心配してたくせに。

「けど、マコりん。このハゲが言うこと、なんかヘンじゃないですけや？　税金払わずに死んで帰って来ないヤツが２～３人も出れば、誰だれでも気づくと思うですがの」

　ピオナのその意見には賛成だけど、こちらからお願い事をしている初対面の相手に対していきなりハゲはダメだと思う。

「マコウくん。ヨルゴスに来る前、境界裂孔ハイエイタスで転生面接を受けたでしょ？」

「えっ、あ、はい……」

「あの時、レンゾに『配属』されたの覚えてる？　引っ越すってのはいわば『配置換がえ』だから、住民の一存ではなんともできないんだよ」

「えーっ!?　会社じゃあるまいし！」

「レンゾに転出届けは受理されてる？」

「いや、たぶん……アレかなぁ」

　夜よ逃にげ同然なのだ、とても出せる状じよう況きようではない。

「ピッカーの管かん轄かつ区分も曖あい昧まいになるし、レンゾに戻もどって出してくるのは？」

「いやぁ……それも、ちょっと」

「まさか新任の町長と、なにかモメたの？」

　なんだ？

　いまこのハゲ、ニヤッとしなかったか？

　もしかして、ぜんぶ知った上でマウント・ポジションを取りに来てないだろうか。

　ネデルカもそれに気づいたのか、急に声を荒あららげて立ち上がった。

「ちょっと、あんた！　マコーのことバカにしてない!?」

　所構わず双そう剣けんを抜ばつ刀とうしたネデルカに、町長の顔色がスーッと消えた。

　刃は物ものって、モンスター以外には向けちゃダメだと思う。

「マコりんにケンカを売ったということは？　このピオナデルテ・ボオハヒラナ様への宣戦布告、と考えていいですけかの」

　なんで銃じゆうを抜ぬいてテーブルに置いたんだよ。

「……骨まで菌きん糸しに侵しん食しよくされるべき」

　姐さん、怖こわいこと言っちゃダメ。

　あとさっきからキノコ・パラソルに詰つめてるその粉、なんなの。

「ごご、誤解されては困りますな！　私はただ、ご提案をしているのであって」

「あれの、どのあたりが提案だったのよ！　ステキなアイデアがあるんなら、言ってみなさいよ！　リーダーであるこのあたしが、聞いてあげようじゃないの！」

「ピオナもぜひ、聞かせてもらいたいですっけなァ」

「……腐くされろ」

　ネデルカは切れ味の良さそうな双剣を構え、ピオナは銃を手にしてマフィアもびっくりするほどソファーにふんぞり返り、マリエラ姐さんは呪じゆ文もんのようにナニかをぶつぶつと。

　これは、脅おどしているようにしか見えないだろう。

　町長は身の危険を感じたのか、冷ひや汗をだくだく流している。

「実はひとつ、クエストでも受けていただけないかと……」

「ヤだよ」

「えっ!?　まだなにも」

　ほら、やっぱりそういうことだ。

　とりあえずマウントを取りに来るのは、前の世界でも嫌きらわれていた方法だ。

　もちろん、そんなオトナの取引に応じるつもりはない。

「弱りましたな……町営ギルドに発注しても、生せい還かん者しやがいなくてですね」

「ますますヤだよ！」

「近きん隣りんの山岳地帯キロンボに造られたと噂される『ハーレム』なのですが」

「なるほど、話を聞きましょう」

　おいおい、ハーレムって酒池肉林系のことだろ!?

　こんな近くにあったのかよ、灯台もと暗しだな！

「ちょっと、ちょっと！　断るんじゃなかったの!?」

「いやいや、ネデルカさん。聞き捨てならない単語が飛び出してきましたよ、これ」

「やめなさいって、そのキモい話し方」

「このヨルゴスには存在しないはずのハーレムによって、ひとつの町が壊かい滅めつの危機に陥おちいっているのですよ？」

「なんでハーレムのせいで町がひとつ滅ほろびるのよ」

「知らんがな、そんな細かいこと」

　なんだよ、異世界ヨルゴスぅ。

　ちゃんと用意してくれてるんなら、もっと早く言ってくれよなぁ。

「マコーさぁ……もうすでに引き受ける気まんまんみたいだけど、そんっっっなにハーレムって憧あこがれるモン？」

「そりゃ、そうだろうよ。もしオレが石油王なら、間違いなく砂さ漠ばくのプールサイドに水着の美女をはべらせてマティーニ飲むもの」

「うぇー、なにその成金シュミ」

「それはともかく、町長さん。オレがそのハーレムをなんかこうアレしたら、この町への転入を許可してくれるんですよね？」

「もちろんですが、再びこの町の近くに造られないようにしてもらわないと……」

「ＯＫ、ＯＫ。みんなの町営ギルドへの登録も、許可してもらえますよね？」

「当然です。それで人口流出が止まるのなら」

　いよーっし、これでまたテキトーな生活に戻れるぞ。

　それに、ハーレムってやつにも興味あるしね。

　まぁ実際は全ぜん裸らの女子に囲まれたら、どうしていいかわかんないけど。

　全裸タイマンですらムリだってのに、いきなりハードルが天てん井じよう知しらずだもの！

　それより、何人以上の美女がそろったらハーレムの定義を満たすのかな。

　なんの話をすればいいのかな。

　そのおっぱい、いいね的な？

　おいおい、どこまでがセクハラになるんだろうかね。

「マコー、ちょっとマコー」

「なんだよ」

　なぜかネデルカは鼻にしわを寄せて、もの凄く胡う散さん臭くさそうな顔をしている。

　わりと可愛い人なんだから、そういう顔はヤメなさいって。

「やっぱ、あやしいよ。この話」

「なんで？　シンプルでしょ」

「よく考えなって。マナールから命令されたのが『魔ま法ほう使つかい』の連行だよ？　そしたら次の町では『ハーレム』とかって、なんか流れがおかしくない？」

「魔法使いって？」

「ねぇ、バカなの？　昨日の話だよ？　それに出かけた人たちが帰って来ない『ハーレム』って、チョウチンアンコウの光に引き寄せられた小魚が食われる感じじゃないの？」

「いや、竜りゆう宮ぐう城じように違いない」

「……もう、いい。あたしがバカでした」

　まったく、ネデルカは心しん配ぱい性しようだなぁ。

　もっとこう肩かたの力を抜いて、勢いで生きた方がいい時もあるよ？

「さぁ。そうと決まったら、早さつ速そくハーレム討とう伐ばつに出発しようぜ」

「えーっ！　ホントにこのクエスト受けるの!?　討伐対象ってなんなの!?」

「そういうのはいいから。ホラ、例のネデルカが好きな号令を景気づけに」

「じゃあ、引ひっ越しクエストの……って、だから結局ハーレムをどうすればいいわけ？」

「なんかこう、いい感じに解決すればいいんだよ」

「ハイハイ……じゃあ、それに出発で」

「ＯＫ！　みんな、気を引き締しめていこうぜ！」




　クエストの内容？

　だめだめ、そんな細かいことを気にしちゃ。

　あれだよ、エビでタイを釣つる感じに近いんじゃない？

　エビの方が好きだけど、そういうことは口にしちゃダメなやつだから。
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　ラティリの町を出て北へ向かい。

　たどり着いた山さん岳がく地帯の斜しや面めんには、貼はりつくように村が広がっていた。

「……町長の言ってた場所って、ここだよな」

「ほらマコー、どうすんのよー。すでにスタートの雰囲気からヤバいじゃないのよー」

　ネデルカがブーたれるのも仕方ない。

　この中にためらいなく入って行けるのは、宝箱に目のくらんだ勇者様ぐらいだろう。

　レンゾのボロいレンガと木造の賃ちん貸たい平屋の居住区が、別べつ荘そうに思えるほど廃すたれている。

　土を固めて造られた２階建て集合住宅というか、ブロック状に積み上げられて窓だけくり抜かれた歪いびつな構造物の群れというか。

　それが雑多に所狭しと並び、その間が網あみ目めのように道となっている。

　ゴミ袋ぶくろがそこら中に積み上げられ、村の外観や美化という概がい念ねんはまったくない。

　ひとことで言えば、世紀末の無法地帯だ。

「これはさすがに、オレでも『ハーレム』じゃないってわかるわ」

「ほっほー、これはこれは」

　隣のピオナは興きよう味み津しん々しんに双そう眼がん鏡きようを覗いて偵てい察さつしているが、そういうアイテムだけはムダにタクティカルだ。

「なるほど、ブラジルのファベーラスラム街もビックリなレベルですけの」

「なにそれ」

「山の斜面に追いやられた、貧しい人らが住む街のことですっけ。ニューヨークのハーレムスラム街も昔はかなりヤバかったですけど、ここまでじゃなかったですてよ」

「へー、そうな――ん？」

　ちょ、えっ？

　聞きき間違いか？

「ごめん。いま、なんて言った？」

「ファベーラ。ブラジルのスラム街で」

「違う違う、そのあとニューヨークの」

「ハーレムスラム街のことですけか？」

　そこで一同、ハッとなる。

　誰もが同じことを思いながら、口にできないでいた。

「……もしかして『ハーレム』って、スラム街そういうことなの？」

　誰だよ、小こ粋いきなアメリカンっぽくここをハーレムって呼んだヤツは！

　オレの純情を返せ！

「ほらほら、ほらぁーっ！　だから、あやしいって言ったじゃないのーっ！　どーすんのよ、これ！　このスラム街を、あたしたちだけで一いつ掃そうするわけ!?」

「さすがにこれは申し訳ないっ！」

「これってモンスターを狩かるとかキノコを拾うとか、そういうレベルのクエストじゃないよね!?　ていうか、すでにクエストじゃなくて行政だよね!?」

「でもほら。問題解決型としてはなんとかしないと、オレらは住むとこもないワケだし」

「なんとかする気があるなら、まともな武器を持ってきなさいよ！　前に買ったメイスと大おお楯たてはどうしたの!?　なんでまた骨のハンマーと、初期のペラ防具に戻ってんのよ！」

「金がなくてな」

　ネデルカの怒いかりは収まらないが、意外に他のふたりは冷静だ。

「ですけども、リーダー。ここって、戻って来られないほど危険ですてか？」

「……あ、レピオタ・キノコ」

　その時。

　シュッ、と頬ほおをかすめ飛んで来るものがあった。

「うぉっ!?」

「危ない！」

　続けざまに飛んで来たのは、槍やりと手て斧おの。

　さすがは双剣界のボンデージ女王、ネデルカ。

　サッと身を翻ひるがえすと、すべて地面に叩たたき落おとしてくれた。

「……なんだ、こいつら」

　周囲の建物や路地から、次々に人ひと影かげが現れてきた。

　その俗ぞく悪あくな姿とは裏腹に、まっすぐ歩けずふらついている。

　生気がないのに、血走った眼め。

　薄うす汚よごれた服でジリジリと距離を詰めてくるその姿は、まるで――

「ちょっと、なにこれ!?　ゾンビの群れじゃないの!?」

「ないない、ない！　ヨルゴスには魔ま法ほうなんて存在しないんだぞ!?」

「だって最近じゃ、ゾンビの原因は謎なぞのウィルスって説が有力なんでしょ!?」

　ヘンな知識ばかりあるなぁ。

　ゾンビは死者の蘇よみがえりであり、そこには必ず魔法が存在するはずなの。

「生気がないだけで、死んでるようには見えないだろ!?　血も出てないだろ!?　この世界にはＴとかＧとかのウィルスもなけりゃ、蘇そ生せい魔ま法ほうもないの！」

「ハーレムがあるんだから、魔法だってあるんだよ！　きっとレンゾの女町長が言ってた例の魔法使いが、町の死者を蘇らせたんだって！」

「絶対ここはハーレムなんかじゃない！　そんな風に考えるやつがいるから、アチコチにフェイク・ニュースが流れるんだ！」




「ごずぶれざいごォォォォッ！」




　こちらの動どう揺ようはお構いなしに、襲おそいかかってくるゾンビ風の俗悪なオヤジ。

　卑ひ怯きようにも、最初に狙ねらいを定めたのは非力なマリエラ姐さんだった。

「ひゃ……」

「なッ――待てコラぁ！」

　マリエラ姐さんに飛びかかるというか抱だきつく寸前で、骨ハンマーのひと振ふりがオヤジの腰こしにクリティカル・ヒットした。

「痛いつだあぁぁっ！」

　このペラ防具唯ゆい一いつのスキル【投とう擲てき】を生かすため、ダーッと距離を詰めてハンマーを投げつける気持ちはあるけど握ったハンマーのグリップは離はなさない――防具すら騙だまされる、投擲するつもりだったけどしなかったスイングは健在らしいのだが。

　こいつ今、なんて言った？

　普ふ通つうにオッサンの叫さけび声ごえじゃない？

　絶対ゾンビじゃなくない？

「うごォォ――ッずろりぎょにゅゥゥゥ！」

　そんな戸と惑まどいなど、お構いなしに。

　枯れたオヤジたちは、奇き声せいを上げながら次々と姐さんに飛びかかってくる。

「あっち行け、コラ！」

「痛いだだだだァ――ッ！」

　そしてこの、フツーすぎる悲鳴。

　安やつすい骨のハンマーとはいえ、フルスイングで殴なぐるのは気が引けてくる。

　ケツバットならぬケツハンマーの前に、力なく尻しりを押おさえてくずおれるオヤジ。

　けっこう簡単に折れるこの骨ハンマーが、無敵の武器に思えてくるほど弱い。

　けど今、姐さんのこと「ゴスロリ巨乳」って叫んでなかったか？

「マコー、マリエラ、大丈夫!?」

「ぜんぜん大丈夫」

「……平気」

「危ない、マコーッ！」

「あっ！　待て待て、切るな切るな！」

「なん――ッ!?」

　さすがは、アコスタさんの道場で鍛きたえられたネデルカだ。

　すでに双剣で迎むかえ撃うつモーションに入ってたのに、反射的に体を捻ひねって刃やいばをはずした。

　その倒たおれ込みでオヤジの側頭部に回し蹴げりを入れてしまったのは、仕方ないとしよう。

「ちょ、どういうこと!?」

「なんかその辺に落ちてる、棒きれに持もち替えてくれ！」

「なんでよ!?　あたしの双剣に問題でもあんの!?」

「いいから、はやく！　あと、狙うのは足か腰な！」

「ハァ!?」

「オッサンは足あし腰こしが弱いんだよ！」

　なんで、よりによって鉄パイプを拾うかなぁ。

　それでも十分、危険なんだけど。

　あっ、また姐さんが狙われてる！

　姐さんもこんな時にしゃがみ込んで、なにやってんのよ！

「どごのおみぜでずがァァァァッ！」

　横振ふりケツバット１発。

「あいったァァァッ！」

「ぎょうじめいばいっでまずがァァァァッ！」

　次は、振り上あげ腰バット１発。

「はぐぅ――ッ！」

　ただでさえハンマーは重くて、２発目の振りが遅おくれるというのに。

　手加減しながらだと、次々に襲い来るゾンビ風オヤジに間に合わない。

　それより、こいつらって「お店」とか「指名」とかって叫んでないか？

「びゃぐにじゅっぶんいぐらでずがァァァァッ！」

　１２０分いくらですか？

　なんだ、そりゃ。

　３発目は間に合わないので、ハンマーを捨ててマリエラ姐さんに覆おおいかぶさった。

「あん……」

「ちょまっ――姐さん、なにするの待って！　来るなこのクソオヤジィッ！」

　きゅっ、とマリエラ姐さんに抱きつかれて動きづらい中。

　パワー補正のかかった防具で、渾こん身しんのエア地じ団だん駄だを百ひやく裂れつ蹴げり。

　飛びかかってきたオヤジは朝の歯は磨みがきでオェッとなるように、地面にうずくまった。

「姐さん！　ここは危ないから隠かくれてなって！」

　もの凄い近くにある姐さんの瞳に、じーっと見つめられた。

　挙げ句になぜか、胸に顔を埋うめてきつく抱きしめてくる始末。

「ぎゅっ」

「ぎゅ、じゃなくて！　ピオナは!?」

「スナイプ」

「背後から狙ってくれるのか!?」

　とはいうものの。

　これぐらいでは、とてもオヤジの群れが枯れる様子はない。

　双剣ならぬ双そう鉄てつパイプを振り回していたネデルカも、さすがに疲れて駆かけ戻ってきた。

「もーっ！　こんなんじゃ、キリがないんですけど！」

「ダメダメっ、ネデルカを人殺しにしたくないんだから」

「えーっ？　ホントにこいつら、人間なの？」

「たぶん、意味のある言葉もしゃべってる」

「すごいね、あんな叫び声が聞き分けられるんだ」

「ともかく。こいつらどうせ税金も払ってないんだろうから、死なせたら境界裂孔ハイエイタスから戻って来られないだろ？」

「……あー、そうかぁ」

「半はん獣じゆう人じんでも後味悪いってのに……人間のオヤジを切りつけて、夢見が悪くなるようなことしなくていいよ」

「あ、ありがと……」

「ピオナーッ！　ピオナも撃ち殺すなよーッ！」

　返事を待っていると。

　しゃがみ込んでいたマリエラ姐さんが、不意に立ち上がった。

　そしてぱんつがギリで見えないぐらいにゴスロリのフレアスカートをめくり上げ、黒いガスマスクを取り出だしている。

　もちろん１００デニールの黒いニーハイも気になるのだが、それ以上に物理的にどうやって収納されていたのか気になって仕方ない。

「マコウ、これ。ネデルカも、つけて」

　わっ、いい匂においがする！

　姐ねえさんの太ももの匂いだ！

　やっべ、温かいし！

　まるで顔が、姐さんの太ももに挟まれてるみたいだ！

「わたしが……やる」

「えっ、やるってなにを？」

　ゴスロリに黒いガスマスク姿になった姐さんは、両手を広げて天を仰いだ。




「ベラド――ンナッ、アルカロ――イドッ、アマトォ――キシィ――ンヌッ！」




　たぶん詠えい唱しようっぽくやりたかっただけで、あまり意味はないのだろう。

　キノコ粉らしきものを、あたり一面がガスるぐらいまき散らすと。

「ソイヤッ、ソイヤッ、ソイヤッソーッ！　ソーランッ、ソーランッ！」

　ゾンビ風のオヤジたちが、もの凄いアップビートなソーラン節っぽいのを踊おどり始めた。

　しかもどういうわけか、全員が見事にシンクロしている。

　確かに、これはガスマスクが必要なレベル。

　あとはネデルカと手分けして、キノコ粉を吸っていないヤツらを倒していくだけだ。

　パァ――ンッ！

　と響く銃じゆう声せいは、離れた場所に隠れているオッサンをピオナが狙そ撃げきしているのだろう。

　そしてソーラン・ダンスの中を悠ゆう然ぜんと歩く、ゴスロリにガスマスクのマリエラ姐さんが神こう々ごうしすぎて。

　やはりキノコ最狂説は揺ゆるぎなく、ものの５分で片付いてしまった。

「これで、だいたい倒したかな」

「なんか、不毛な感じがしてならないんだけど……」

　もうガスマスクはいらないだろう。

　名残なごり惜おしいが、新しん鮮せんな空気を胸むね一いつ杯ぱいに吸い込んだ。

「姐さん、これサンキューね。また助かったよ」

「……」

　モジモジしながら、袖そでをくいくい引っぱってきた。

　褒ほめ足りなかっただろうか。

「サイコーのキノコ使いだね」

「……呪文は？」

「魔ま術じゆつ師しもびっくりなレベル」

「ふふっ……キノコ師」

　姐さんが満足そうに笑えみを浮うかべると、どこからともなくピオナが駆け戻ってきた。

「どうでしたっけや!?　ピオナの狙撃スナイピングは!?」

「ピオナもサンキューな。あまりハァハァしてないみたいだし、また一段と腕うでを上げたんじゃないか？」

「低速で殺傷能力のない弾たまを使う狙撃は、ひと苦労でしたっけよ」

　キノコ使いが危険な粉を調合する間、前衛のアタッカーふたりが骨のハンマーと鉄パイプでそれを守り、後衛のスナイパーが全体を見み渡わたしてその穴を埋める。

　準備ができたら、最後はアップビートなソーラン節で一いち網もう打だ尽じん。

　言葉にすると全然ファンタジー感はないが、これは立派なパーティー戦ではないか。

「けど、マコー。ホントにこいつら、ゾンビじゃないの？」

「あぁ。たぶんあの町から出て行った、元住民のオッサンたちだろう――」

　確かめなければならないのは、それだけではない。

　あの叫び声と、あのキーワード。

　踊り疲れて仰あお向むけに呻うめいていたオヤジに近づき、揺すってみた。

「あんた、ラティリの住民だろ？」

「うぅ……つ、連れ帰る、つもりか……」

「いや、頼たのまれたのは『ハーレム』をなんとかすることだけど」

　カッ、と目を見開いて動揺するオヤジ。

　わなわなと震ふるえだし、その瞳ひとみには涙が浮かんでいた。

「そんな、ヒドいことを……しないで」

「いきなり襲ってきた、そっちの方がヒドいだろうよ」

「遊ぶ金が、欲ほしかった……」

　一番、言っちゃダメなセリフだな。

　なんとなく気持ちはわかるけど。

「ともかく『ハーレム』をなんとかしないと、オレらがラティリの町に引っ越せないの」

「……なら、頼む……その前に、も、もう一度だけ……あそこへ」

　あそこへ、ね。

　やはり、そういうことだろうと思った。

　襲い来るオヤジたちが、口々に叫んだキーワードを並べてみるとわかる。




　――こすぷれ

　――ごすろりきょにゅう

　――おみせ

　――しめい

　――ひゃくにじゅっぷん




「ハーレムって、どこにあるの？」

「あ、あんたも……目指すのか……あの、ダンジョンを」

　間ま違ちがいなく、ハーレムはスラム街ここのことではない。

　もっと別の場所にある、なにかお店形態のもの。

　つまり、ハーレム・ダンジョンと判断して間違いないだろう。

「案内してよ。一いつ杯ぱいおごるから、一いつ緒しよに飲まないか？」

　最後の力を振り絞しぼって指さしたのは、村の向こう斜面に小さく見えている洞どう窟くつ。

　それはいかにも、ダンジョンの入口だった。

「なるほどね。けど、わかんないのはさ。なんでみんな、ラティリに戻らないわけ？　テキトーにクエストでもこなしてれば、こんなとこに住むより金は稼かせげるだろ？」

「逃にげられない、んだ……」

「どういうことよ」

「おれたちには、借金が……フェアリー商会、が……ここから、出してはくれ……」

　急にオヤジの言葉から、力が抜け始めた。

「ちょ、おいっ！　大丈夫か!?」

　――すぴーっ。

　力ちから尽つきて寝ねたらしい。

　まぁ、あれだけハードに踊り狂くるえばな。

　けど、借金とかフェなんたら商会ってなんだろうか。

　わりと関係ないから、いいか。

「ねぇ、どうだった？　なんかわかった？」

　ネデルカたちも駆け寄よってきたが、どこまで話せばいいものやら。

　ここから先は恐おそらく、女によ人にん禁制。

　正直、あまり言いたくない。

「どうやらホントの恐きよう怖ふは、これからのようだ」

「えぇっ!?　なにそれ!?」

「ここから先は、オレひとりで行ってみるよ」

「なんてこと言うのよ！　あたしたち仲間でしょ!?　パーティーでしょ!?」

「そうですけや！　またこんな目にあったら、マコりんだけでどうするつもりですけ！」

「……それ、ダメ」

　うーん、ありがたいんだけど。

　今は素す直なおに、人の厚こう意いを受け取ってくれないかな。

「ネデルカの双剣、ピオナのライフル、姐さんのキノコ……オレだけおんぶに抱っこされてるワケには、いかないだろ？」

「そんな……マコー、気にしなくても……」

「マコりん……」

「……マコウ。ダメ絶対」

　あー、もうっ！

　大だい丈じよう夫ぶだから、安心してよ！

「なーに。ひとりの方が身軽で、飲み歩きやすいってモンだ」

「……なんで飲み歩くのよ」

「例えだよ、た　と　え」




　待ってろよ？

　ハーレムという名の、見知らぬ歓かん楽らく街がいめ。

　これほど胸が高鳴るダンジョン攻こう略りやく、他にはないと思うね。







▽　▽　▽







　不安そうな顔の３人を、なんとか町へ帰したあと。

　山腹にぽっかりと開いた洞ほら穴あなを進んでいくと、やはりその構造には見覚えがあった。

　ただの洞窟にしてはやたら広いし、薄うすぼんやりとした蓄ちく光こう虫ちゆうの照明もある。

　なにより、隅すみの方には色んな半獣人の出す屋台がチラホラ並んでいた。

「……いい匂いだけど、羽のある獣人が焼くヤキトリってのもなぁ」

　さすがにキンシ平原のような、客引きゴブリンの姿こそないが。

　こんなダンジョンにモンスターは蔓延はびこっているはずもなく、思った通り最さい奥おうには階下に降りる広い階段があった。

　間違いない。

　あのゾンビ・オヤジたちは、ここに通い続けて文無しになったのだろう。

　あとはどうやって例の「ハーレム」店を探すかだが、答えは簡単。

　降りてみろよ、降りればわかるさ。

　地下１階に着くと、すぐに派手な蛍けい光こう色しよくの看板がお出で迎むかえしてくれた。




『無料案内所』




　ほら、あった。

　どこのダンジョン歓楽街でも、これは同じ。

　知らない所で飲むなら、これを探すのが一番なんだって。

「お兄さん、ここ初めてっスか？」

　いま考えるとスーツ・オークのイクヤは、やはりイケメン――というか普通だったな。

　だって目の前に２本脚あしで立ってるスーツ姿、双そう頭とうの犬なんだもの。

「えっ、あぁ……そう、なんだけど」

「あれ？　もしかして、オレ見て引いてます？　オルトロスなんかも初めてっスか？」

　モフモフの黒毛に覆われた二ふた股またの首を出せるスーツとか、どんだけ特注よ。

　あ、尻尾しつぽを出す穴はカワイイのな。

「キンシ平原では、見かけなかったからね」

「あー、いつもはあの辺で飲んでるんスねー。今日はクエストの帰りっスか？　まだ、日が高いじゃないっスかー、クエストはリタイアっスねー。あ、これ名めい刺しでーす」




『地下１階　無料案内所　主任カズキ＆トシキ』




　昭和の歌か謡ようユニットみたいな名刺をもらったが。

　今はカズキとトシキのどちらがしゃべっているのか、教えて欲しかった。

「で、今日は抜き系スか？」

「は？」

　なにそれ。

　初めて聞く単語だけど、響ひびきがヤバくない？

「どうします？　地下２階か、３階か」

「いやぁ、初めてのダンジョンだし……今日は、アッ――」

　もっとヤバいぞ！

　ヤバいというかこれ、致ち命めい的てきなヤツだ！

「――持ち合わせが、それほど」

　どう考えても、お金がない。

　だよね、昨日なんとかギリギリ飲んだばっかだもんね。

　なにやってんだよ。

　これじゃあ「ハーレム」店を見つけても、潜せん入にゆうできないじゃないか。

「なんか換かん金きんできそうなモン、持ってないんスか？」

「えぇっ!?　夜の街って、いつもニコニコ現げん金きん払ばらいじゃないの!?」

「お兄さん。それじゃあ、ここではやってけないっスよー」

「そうなの!?　けど、なんか持ってたかな……」

　ごそごそとポーチを探さぐっても、ロクなモノが手に触ふれない。

　ちょっとカズキ＆トシキ、そんなにふたつの頭でのぞき込まなくていいから。

「あれ？　それは!?」

　アリーヌちゃんと行ったペカＢＡＲで引いた、ペカガラスの粒つぶが何個か落ちていた。

「いやぁ、これはダメだと思うけど」

「ちょっと、見せてもらっていいっスか？」

　そもそも３万クロナに換金した時の端は数すうで、そんな高価なものではない。

　これでは１ワンセットどころか、ヤキトリ１本も難しいだろう。

「ダメでしょ？　せいぜい、女子が好きそうなジュエリーってぐらいの物だし」

「ペカガラス……そういうことね」

「そういうこと？」

「地下２階なら、これで受けてくれる店がありますけど」

「ホントに？　けど今日はオレ『ハーレム』なお店を探してて――」

　なにがツボにハマッたのやら。

　不意に、ふたつの頭で同時に笑われた。

「そっか、ここ初めてっスもんねー。お客さんたちが言う『ハーレム』ってのは、このダンジョン歓楽街全体のことっスよ？」

「ここ全体がハーレムなの!?」

　考えが甘あまかった。

　実はスーツ・オークのイクヤが空あき店てん舗ぽの話をしてたので、そこに移転してもらえれば話は早いと思っていたのだ。

　それならいつでも通えるなぁとか、都合のいいことを考えていたのに。

「まぁ、どうぞ。行きがてら、ここを案内しますよ」

　そう言って黒いスーツ姿の双頭オルトロス主任カズキ＆トシキは、慣れた感じで地下１階を歩きはじめた。

　しかしここは飲食階というには寂さびしすぎる、外から丸見えの立ち飲みスタイルばかり。

　どこも疲つかれてやさぐれた感じのオッサンが、狭せまい店内で肩を寄せ合っている。

　お店によっては店外の樽たるをテーブルに、そこで飲み食いしていた。

「けどなんか、旨うまそうな匂いだなぁ」

　そこだけを見ると入りにくい印象なのだが、揚あげ物ものや串くし焼やきからおでんまで、ラインナップがわりと魅み力りよく的てきでそそられる。

「腹減ってます？　１０００クロナあったら、そこそこ飲めるっスよ」

「そうなの!?」

　確かに見える限りでは、一品の値段は３００クロナ以下とリーズナブル。

　これはクエスト帰りにフラッと立ち寄り、報ほう酬しゆうのいくらかを落としそうで怖こわい。

　などと驚おどろいていると、階段を降りた地下２階はまた別世界になっていた。

「いちおうメインは、ここからなんで」

「……なんか、ビミョーな雰ふん囲い気きになってきたなぁ」

　怪あやしいわけではないが、あの歓楽街独特の賑にぎやかさと煌きらびやかさがない。

　かといって、寂れているわけでもなく。

　まっすぐの通りを挟はさんで両側には派手な看板が出ているものの、歓楽街というにはともかくその雰囲気が地味なのだ。

　どこのお店の入口にも必ず黒服のゴブリンは立っているが、微笑ほほえむだけで決して客引きをする様子もない。

　こんな光景のダンジョン歓楽街は初めてだ。

「お疲れ様さまでーす、ご新規１名様、ご案内しましたー」

　そんな地下２階の１店舗【白はく蛇じやのヴァイ】で。

　カズキ＆トシキが、店の前の黒ゴブに声をかけた。

「お疲れ様です」

「ペカガラスを持ってるお客さんなんですけど、いっスよね？」

「あっ、そういうこと。じゃあ、マイダさんに通しますわ」

　マイダさん？

　支し払はらいがペカガラスだと、自動的に指名が決まるのだろうか。

　ていうか、フリー入店はないの？

　指名料込みの１ワンセットが、そのペカガラスで足りるのだろうか。

　待て待て、この店の１ワンセットって本来はいくらだ？

　チャージとタックスは？

　わからなければ、ハッキリ聞くのが一番。

　うやむやのまま、お店に入ってはいけません。

「あの、すいません……ここ、１ワンセットっていくらですか？」

　きょとんとした黒ゴブは、爽さわやかな笑え顔がおで答えてくれた。

「１ワンセット？　あぁ、総額ですか。現金だと、60分１万２０００クロナですよ」

　総額？

　初めて聞く夜の単語だが、タックスとチャージや指名料を合わせた額だろうか。

　キンシ平原のダンジョンだと、だいたいどこもタックスとチャージは20％が基本。

　するとこの店、逆算すると１ワンセット60分＋強制指名で約１万クロナ。

　指名料はだいたい２０００クロナぐらいが相場なので、実質８０００クロナか。

　ただしペカガラス払ばらいなので、指名するキャストは選べずお店の指定かな？

　どれも明確な金額提示だし、基本料金は特別安くも高くもない。

　可もなく不可もなく、といったところだ。

　まだ日は高いけどせっかく来たんだし、新しいダンジョン歓楽街の開かい拓たくという意味でも１ワンセットだけ飲んで行くかな。

　いつでも冒ぼう険けんにはスリルが付きもの。

　安心保証の旅は、冒険じゃないしね。

「どうぞ、こちらへ」

「ん？」

　店内に入って、まず最初に襲ってきた違い和わ感かん。

　それは、フロアにキャストのモン娘むすがサッパリいないことだった。

　それに店内が明るすぎる。

　キャバクラは薄うす暗ぐらいまではいかなくても、少しはライトダウンしてあるものだ。

　そのうえカーテンで仕切られた待機所のようなソファーとテーブルに座すわらされ、黒服のゴブリンにドリンクのオーダーを聞かれる始末。

「……え、ドリンク？」

　初見のお店だからハウスボトルでいいのに、そもそもテーブルには灰皿だけで他にはなにもない。

　グラスも並んでなければ、ミネラル・ウォーターも置いてない。

　一番不似合いだったのは、いろいろな雑誌が刺ささった壁かべ際ぎわのラックだ。

「お名前、頂ちよう戴だいしてもよろしいですか？」

「名前!?　マコウ、だけど……？」

　これも初めてのことだ。

　キャストの娘こに名前を聞かれることはあっても、黒ゴブに聞かれたことはない。

　しまった、なんか偽ぎ名めいにしとけば良かったかな。

　おまけに明朗会計のせいか、料金は完全前まえ払ばらい制。

　ペカガラス粒を渡わたして仕方なくビールっぽいシュワシュワを頼むと、おつまみのナッツと一緒にレディースより小さいグラスで運ばれて来た。

「あ、これはサービスなので」

　再び襲ってくる、激しい違和感。

　キャバクラでは「サービス」ドリンクという単語は珍めずらしく、仲良くなったお店からおごりで出される以外、一いつ般ぱん的てきにはハウス飲み放題と呼ばれることがほとんど。

　しかも夜の世界では、ビールっぽいシュワシュワはむしろ高いドリンクなのに。

「やっぱ、ペカガラス払いだとダメだなぁ……」

　考えてみれば当たり前で、あれにそれほど価値があるとは思えない。

　これって、ヤバい感じだなぁ。

　トイレに行くふりをして、店を出るしかないなぁ。

　などと考えていると、またもや黒服ゴブリンのボーイがやって来た。

　おいおい、いつになったらキャストの娘が来るんだよ。

「マコウ様。お部屋にご案内しますが、おトイレは済まされましたか？」

「えっ!?　ご案内って、ここで飲むんじゃないの!?」

　ここって、なんかキャバクラと違ちがくない!?

　だいたい、トイレを済ませてから行かなきゃならない場所ってどこだよ！

　店内にいる黒ゴブたちの笑顔とお辞じ儀ぎに囲まれて、退路はすでに絶たれている。

　逆らうこともできず、店内を誘ゆう導どうされるがまま歩いていくしかない。

　これが噂うわさに聞く、ボッタクリ店だろうか。

　あれはボコボコにされて失禁する前にトイレ行っとけ、という意味だったのだろうか。

　ヤだなぁ。

　死んでも帰って来られるとはいえ、痛いのはヤだなぁ。

「それでは、ごゆっくり」

　わりと真しん剣けんに来たことを後こう悔かいしていると、不意に黒ゴブの気配が消えた。

　そして視界に入ってきたのは、狭くて急な階段と――

「こんにちわぁ」

「なッ――」

　色白の肌はだにストレート・ロングの銀ぎん髪ぱつが映はえる、垂れ目の超ちようおっとり系美人さん。

　あろうことかスケスケのネグリジェというかベビードールというか、よくわからないがともかく腰のあたりにある紐ひも１本で縛しばられているだけ。

　いや、もっと問題がある。

　この人、絶対ブラつけてない！

　間違いないよ、おっぱいが透すけて見えるもの！

　しかも下は、極小の紐パンしか穿はいてないし！

「階段、急だから気をつけてくださいねぇ」

「はぃ……いや、アッ――」

　しまったァァァァッ！

　このタイミングで手を差し出されたから、思わず握にぎっちゃったよ！

　しかも１段上にいるもんだから、手を繋つないだら目の前にお尻が迫せまってきてるって！

　やっべ、手が超やわらかい！

　しかもグイグイ連れてかれるな！

　ガッデム、なんてことだ！

　ここ、絶対キャバクラじゃないって！

「靴くつは、そこに脱ぬいでくださぁい」

「ちょまっ、いや実はオレ――」

　階段を上のぼりきってすぐに、部屋がふたつ。

　開けられた方の前でブーツを脱がされると、目の前にはあり得ない光景が広がった。

　10畳じようぐらいの部屋は１階よりも薄暗いブチ抜ぬきで、驚くことに入ってすぐの壁際にはふとんのない診しん察さつ室しつのようなベッドがある。

　なにより向こう半分は壁かべもなくそのままウォークインできるお風ふ呂ろ場ばで、その壁に立てかけられたグレーの大きな空気マットが決定的だった。

「やっちまった……ここ、泡沫の大地ソープランドだ」

　こんなバリアフリーで入浴デイサービス付きのキャバクラ、あってたまるかよ！

　前の世界で見た雑誌やＡＶでは、だいたいこんな感じだったよ！

　ダメ、ぜんぜんムリ。

　ふたりきりで全ぜん裸らのタイマンとか、絶対ムリだから帰るね。

「すいません、ボクどうやらキャバクラと勘かん違ちがいしてた――ッ！」

　振ふり向むいた瞬しゆん間かん、ご丁てい寧ねいにガチャンとカギまで落として入口のドアを閉められた。

　驚いたのは、それだけではない。

　後ろ手にカギを閉めた泡沫ソープ嬢じようが、ペロリと長い舌を出してその本来の姿を現したのだ。

「いつからここがキャバクラだと勘違いしてましたぁ？」

　スケスケの向こうが小さな紐パンだった下半身が、いつの間にか白蛇に変わっている。

　もちろん上半身はそのまま、スケスケのブラなしなのだが。

　これを見て興奮すればいいのか怯おびえればいいのか、混乱が止まらない。

「ちょちょッ！　これ、食われる系!?　吸い取られる系!?」

「逃げられませぇん」
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　あっという間に白蛇に搦からめ捕とられ、自由を奪うばわれたまま引きずり寄せられた。

「うっわ、なんでこんないい匂いがするんだよ！　いろいろヒキョーかよ！」

「は？　い、いい匂いとかぁ……なに言ってんですかぁ？」

「しょうがないだろ、事実なんだグェ――ッ！」

　絞しまる絞まる、絞まりすぎてるって！

　なにその顔、怒おこってんの照れてんの!?

　ぬるぬるヌメヌメあちこち絞められて、むしろ気持ちいいじゃないかァ！

「そんなことより、このペカガラス。今度は、誰だれに売りつけようとしたんですぅ？」

「はぁ!?　そんなガラス粒、売るわけへぇアッ！」

　苦しッ――ってこの音、防具が割れた!?

　待って待って、ゆで卵みたいに割れた防具をぬるぬる剥はがないで！

「もうアタシたちは騙だまされませんよぉ。なにが願いの叶かなうクレービング・ストーン渇望の石ですかぁ。龍りゆうの涙なみだもカーバンクルの宝玉も……ニハンやキゼラたちに売りつけたペカガラスだって、ニセモノだったじゃないですかぁ」

「なにそれ知らんし！　だいたいペカガラスって、ただのジュエリーぃやぁぁんッ！」

　ぬるぬる動かないで！

　そんなとこ触さわらないで！

「正直に言いなさぁい」

「だから、なにを!?」

「あんたたち詐さ欺ぎグループのボス、どこにいるのよぉ」

「オレ、関係ないヤツじゃん！」

「もぉー、強ごう情じよう。どうせ手コキ寸止めを72時間続ければ、白状するんだからさぁ」

　そんなん別の意味でも吐はくわ！

　ヤメてそこ、ぬるぬるの手でこすらないでァ――ッ！

「絶対なんか間違ってる、いろいろ間違ってる！　騙してないし売りつけてないし、だいたいペカガラスってレア・ストーンじゃないよ!?　わりと簡単に手に入るよ!?」

「またバカにしてぇ。当たりを摘つむのが超ちよう難むずかしいことぐらい、知ってますぅ」

「そんなに難しくないって！　わりと当たるし、この前も当たり引いたし！」

　ぴたっ、とぬるぬるの動きが止まった。

「あのさぁ。手コキ以外も、いろいろバリエーションあるんだよぉ？」

「ホントに、ホントのことしか言ってないってッ！」

　ぬるぬるっと体の締め付つけが解かれた瞬間、どさっと床ゆかにくずおれた。

　カンベンしてくれよ、裸はだかじゃないか。

　なんだよ詐欺って、ぜんぜん話が見えないよ。

「ペカガラスが簡単に摘めるってぇ、証明できるぅ？」

「……その前に、なんか着せてもらえない？」

「逃げるから、ダメぇ」

　半はん蛇じやの泡沫ソープ嬢に呼びつけられた黒ゴブが、すぐにペカの木を運んでくるよう言いつけられている。

　こっちはそれまで、全裸で待機という羞しゆう恥ちプレイを受けることになった。

　なんで、こんなことになってんのかなぁ。

　ネデルカたちに嘘うそをついて来た、罪と罰ばつかなぁ。

　目のやり場がないから、せめてそのスケスケおっぱいだけは隠かくしてくれないかなぁ。

　じっと床を眺ながめて精神を清らかに維い持じしていると、１本のペカの木が運ばれて来た。

「じゃあ、これ。さっそく、ペカらせてみてよぉ」

　部屋に持ち込まれた、大きなペカの鉢はち。

　もちろん探すのは、木の根元に生えているキノコだが。

「あー、これダメだ。摘める気がしないわ」

「出たぁ、テキトーにごまかそうとしてるしぃ」

「だって、キノコ生えてないし」

「ウケる、そこにブラブラさせてるじゃぁん」

　フレンドリーに指さすなよ。

　これ、キノコじゃねぇし。

「効率よくペカらせるには、キノコに養分を吸われた痩やせて実の少ない木でないと、なかなか『当たり』が引けないだろ」

「えぇーっ？　だって実が多い方が当たりやすいでしょお？」

「逆だよ。神経が入ってる当たりの実は、ペカの木に１個なの。１／３００～１／４００ぐらいの当たり幅はばがあるらしいから、その差はデカいと思わないか？」

　なにやら考えたあと。

　半蛇の泡沫ソープ嬢じようは、ありったけのペカの木を黒ゴブに持って来させた。

　おいおい、ここはペカの木農園か？

　家庭菜園って数じゃないぞ、これ。

「キノコなんて、アタシでもわかるしぃ。ほら、これでしょお」

「それ違う、こっち」

「……え？」

　マリエラ姐ねえさんの影えい響きようだろうか、意外にキノコの形状を覚えている。

「じゃあ、じゃあ、そんなにエラそうに言うんだったらさぁ。ペカらせてみてよぉ」

　昨日ペカＢＡＲでやった時、軽く１００個以上は摘んだ気がする。

　確率の良い１／３００ぐらいの木だとしても、引き運が悪ければ何倍ハマるかわかったものではないらしい。

　居酒屋の大将ケットシーが言うには、５倍ハマリはフツーにあるという。

　すると、１５００粒？

　かといって誰と勘違いしたものか、このまま黙だまって帰してくれそうもない。

　だいたいオレ、裸だし。

「ああっ、もう！　なんでこうなるんだよ！」

　ブチブチ摘むと、片かたっ端ぱしからシュワシュワ消えていくペカの実。

　どうせ摘むのに金はかからないのだ、遠えん慮りよなくブチブチ摘ませてもらおうか。

　全裸だけど。

「おっと。はいこれ、チェリー」

「えっ？」

「女子はそういうの、好きなんだろ？」

「あ……ありがとぉ」

　何個目でペカるかなぁ。

　あんまりハマると、信じてもらえなくなるんだけど。

　ブチブチ、シュワシュワ。

「あ、またチェリーだ。２個あるから、イヤリングとかにできるんじゃない？」

「こんなにぃ？　もしかして当たりやすい木ってぇ、チェリーガラスが採れやすい？」

「あー、あるかもねー。ケットシーの大将が、時々チェリーの中に神経が入ってるって言ってたしなぁ」

　当たりやすい木の特とく徴ちようかもしれないが、今は集中しているのであとにして欲しい。

　大将が言うには、他を傷つけず丁寧にひと粒ずつ摘まないとダメらしいのだ。

　ブチブチ、シュワシュワ。

「なんかぁ、ほかにも当たりやすい木の特徴ってあるぅ？」

「知らんけど、ちょっとくっつかないでくれる？」

「あ、邪じや魔ましてごめぇん」

　全裸で両手がふさがってるから、股こ間かんが隠せないんだよ！

　めっちゃペカの実摘みに集中して、なんとか湧わき上あがるモノを抑おさえてんだよ！

　ブチブチ、シュワシュワ。

「あッ――」

「うそぉ！」

　ペカッた、ラッキー。

　今回は早いな、１００個まで摘んでないぞ？

　やはり、確率の良い木を摘めば当たりやすいのだろうか。

　生えてるキノコの大きさ次し第だいでは、当たり確率１／１００以下の木もありそうだ。

「ほらな？　ペカガラスなんて、すぐ採れるだろ？」

　バサーッと一いつ斉せいに落ちた実は、あっという間に床でガラス粒に固まっていく。

　それを見た半蛇の泡沫ソープ嬢は、ぽかんと口を開けて信じられない様子だった。

「ホントだぁ……」

「こんなの、わざわざニセモノを造る方がめんどくさいっての。納なつ得とくしてくれた？」

「えーヤだぁ、バカみたぁい……アタシら、10日で１本ぐらいが限界だったのにぃ」

「どんだけハズレの木ばかり摘んでんだよ」

「だってさぁ、根元から切ったら腐くさるしさぁ、まとめて摘んだらペカらないしさぁ」

　雑か。

　ちょっとは勉強しろよ、オレもこの前まで知らなかったけど。

「というわけで。全然さっぱり話は見えないけど、疑ぎ惑わくは晴れたか？」

「えーっ。じゃあ、じゃあ……あんた、ホントに詐欺グループの人間じゃないのぉ？」

「自分を騙しても、人は騙しません」

「いいこと言うじゃん。おっぱい揉もんでいいよぉ」

「軽く揉むことは法律で禁じられています。とりあえず帰りたいから服を貸してくれよ」

「待って、待ってぇ！　他にもちょっと、助けて欲ほしいことがあってぇ！」

「ちょ、その恰かつ好こうでくっつくなって！　オレになんか服を貸すか、あんたがなんか服を着なさいって！」

「アタシぃ、本名エキドナっていうのぉ。ねぇ、お願いがあるん――」

「ヤだよ！」

「聞いてよぉ！　好きな時に好きなだけ、抜いてあげるからさぁ！」

「そういう交こう換かん条件でロクな話ないから、みんなのトコに帰ります！」

「みんなって？　３Ｐとか好きってことぉ!?　だったらメドゥーサとラミアを呼んで、ぬるぬる４Ｐしよっかぁ!?」

「しよっか、とか軽く言うんじゃないの！　だいたいオレでも知ってる、危険なヤツの名前が混ざってるじゃないか！」

「大丈夫だよぉ、メドゥーサが硬かたくするのはチン――」

「待てコラ、そこだけ石にする気か！」

「ねぇ、１週間ぐらい寝ずにできるんだよぉ？　それにアタシ、すぐ妊にん娠しんするしぃ？」

　最後のは一番ダメだろ！

　あーっ、やめやめやめッ――こっちはまだ全裸なんだよッ！

　局所反応が臨界点を突とつ破ぱしそうだから、生々しい話をするんじゃないよッ！

「わかったから！　なんか知らんけど話だけ聞くから！　だから頼たのむよ、なんかオレに服を貸してくださいよッ！」

「黒ゴブに買って来させるまで、バスタオルでいい？」

「ないよりマシ！」

「じゃあさぁ、買って来させるまで話を聞いてくれるぅ？」

「聞くから触るなって！　バスタオルぐらい自分で巻けるから！」

　ようやくバスタオルという最ペラ防具を身につけてベッドに腰こし掛かけると、エキドナはなんの抵てい抗こうもなく肩かたをくっつけて隣となりに座った。

　いやまぁ、他に座るとこないけどさ。

「琥こ珀はくシュワシュワ、飲むぅ？」

「あ、さんきゅー」

　なにこの、一戦交えたあとっぽい雰囲気。

　距きよ離り感かん、ぜったい間ま違ちがえてるって。

「あのねぇ、実はアタシら悪いヤツらに騙されちゃってぇ――」

　けっきょくエキドナから、めんどくさい話を色々と聞かされるハメになってしまった。




　なるほどね。

　借金とか詐欺って、そういうことだったのね。

　けどそれ、オレにはちっとも関係ない話だよね？







▽　▽　▽







　３人の待つラティリの町に戻もどって来たのは、夕方だった。

　エキドナに割られて剥むかれたペラ防具の代わりにもらったヤツを着て町役場の敷しき地ちに入ると、中庭に張られたテントから真っ先にネデルカが飛び出だしてきた。

　みんな、ここでテント暮らしをする予定だったのだろうか。

「よかった！　マコー、無事だったんだ――ってなにそれ、どうしたのその防具！」

「もらった」

「誰から!?　なんのスキルが付いてんの!?　その前に、それってトカゲなのヘビなの!?　わりとキモいんだけど、やっぱネタ防具なの!?」

「他に聞くことないのか？」

　エキドナの長い話を聞いたお礼と、防具を締め付けて割ったお詫わびに買って来てくれたこの新しい防具――というか服っぽい感じ？

　ヘビ柄がらなのは仕方ないとしても、なぜ全身タイツみたいにピッタリ一体型なのか。

　普ふ通つうの防具は、胴どうや腰こしなどに分かれているものではないのか。

　そしてこの乳ち首くびギリギリまで胸むな元もとがバックリ開いてるのは、なんのセクシー・アピールなのだろうか。

　ダメ押おしはこの尻尾で、誰が見てもトカゲと間違えるだろう。

「おー、マコりん。無事に帰って来たですけ……なにその全身スネーク、宴えん会かい芸げい？」

「……ぬるぬる？」

　それっきり、ピオナも姐さんも固まったまま言葉がない。

　ネデルカは少し、はしゃぎすぎだと思うが。

「ねぇ、ちょっと触っていい!?　いゃっ、マジで!?　なんかヌルヌルする感じなのに濡ぬれてないとか、超キモい！　ウッソなにこの尻尾、なんかいい匂においしない!?」

「ハーレムの件、聞く気ある？」

「あるある、すっごい心配してたんだから。それよりこれ、斬裂耐たい性せいってあるの？」

「どう見てもすっごく興味がなくなってアッ――姐さんいま、お尻しり触さわった!?」

「ふふ……ぬるぬる」

「なんで嬉うれしそう――って、ピオナ！　そこは敏びん感かんなんだから、ツンツンするな！」

「一番大事なところが、防具の役目を果たしてないですっけの」

　廊ろう下かでは職員から物もの珍めずらしそうに眺められながら。

　町長室に入ると、ハゲ町長だけは事の成り行きを心配していたようだった。

「おぉ、マコウくぅッ――ど、どうだったね……」

　このピタッと防具を見て露ろ骨こつにキョドりながらも、平静を装よそおってソファーでお茶をすすめてくれるとは、さすが政治家だ。

「町長。ハーレムの件は、結論から言うとですね――」

　これまで、ワケのわからなかったラティリの「ハーレム」問題。

　町長が言っていたハーレムとは、人ひと気けのない洞ほら穴あなを利用してエロ系モン娘たちが造ったダンジョン風ふう俗ぞく街がい――通つう称しようハーレム・ダンジョンのことだった。

　ことの始まりは、エキドナと同じぬるぬる系のメドゥーサとラミアの３人が、偽にせのクレービング・ストーン渇望の石で高額の借金を負わされたことだった。

　どうもモン娘たちは、そういうアイテムが大好きらしく。

　そのうち同じ被ひ害がいに遭あったサキュバスやリャナンシーたちが、モンスターの母と言われるエキドナの所へ相談しに来るようになった。

　しかし生まれながらに性をエネルギーに生きている、あの種族たちのこと。

　だったら、人間相手にお金もらってもよくない？

　とエキドナが軽ぅ～い気持ちで提案したのが、ハーレム・ダンジョンだ。

　一番近くにあったこの町の野や郎ろうどもがこぞって通いはじめたのは当然のことで、あっという間に金欠状態になっていくのは時間の問題だったのだろう。

　そこへ住民たちに借金の甘い誘ゆう惑わくを仕し掛かけてきたのが「フェアリー商会」という詐欺グループ――それこそが、最初にエキドナたちへ偽にせ物ものを売りつけてきたヤツらなのだ。

　そこへ運悪くたまたまペカガラスを持ってハーレム・ダンジョンに入ってしまったので、エキドナたちに詐欺グループと間違えられたというわけだ。

「――なので、町長。クエスト『ハーレムをなんとかしてくれ』ってやつは失敗。というより、そんなの知らんがなって感じですね。風俗禁止令でも出してください」

　これが、腰バスタオル１枚のままエキドナから延々と聞かされた話のすべて。

　案の定、ピオナと姐さんの開いた口が塞ふさがらない。

　だよね、バカバカしいにも程ほどがあるよね。

　風俗に入れあげて帰って来ない住民のことなんて、知らんよね。

　あれ、なんでネデルカはよそを向いてるんだ？

「し、しかしだな……借金があるなら、町に戻ってクエストを受ければ」

「利息が月18％なんですって」

「暴利ボツタクリじゃないかね!?」

　町長が顔色を変えるのはわかるが。

　おい、ネデルカ。

　なんで目が泳いでるんだよ。

「この町のショボいクエスト報酬じゃ、とうてい返せないでしょうね。だから住民たちはダンジョン入口のスラム街ハーレムに住まわされて、返せない金利分はフェアリー商会が管理してるペカの木農園で働かされてるらしいですよ」

「いったい、何者なんだ……その、フェアリー商会とかいう詐欺グループは」

「悪いやつらなんじゃないですか？　知らんけど――」

　ちょ、待てよネデルカ。

　なんか、思い当たる節でもあるのか？

　おいコラ、なんでいま目を逸そらした。

　なんで下を向いたまま、黙り込んでるんだ。

「――なぁ、ネデルカ？　なんか、隠してないか？」

「ん？　な、なにを？」

　その時、不意に町長室のドアがノックもなく開けられて。

　慌あわてた職員が、息を切らせて駆かけ込んで来た。

「町長、大変です！　町に、あの……大量の牛が！」

「はぁ!?　牛ってキミ、いま大事な接客中で」

「ちょ、ちょっとお願いしますよ！　でないと、町がぜんぶ燃えてしまいますよ!?」

「牛が!?　燃えるとは!?」

　ドタドタと出て行った町長を見送ったあと。

　ピオナと姐さんは、もの凄すごく退たい屈くつそうな顔をしていた。

　まぁこれ、わりと関係ない話だもんな。

「マコりーん。帰らんとですか？　どっか、他に住めそうな町を探しましょうぞ。バカバカしくて、付き合ってられないですけよ」

「……そろそろ、晩ごはん」

「そうだな。帰るか、ネデルカ」

　だがネデルカだけは床の一点を見つめたまま、黙ってうつむいていた。

「あのさ……その、助けてあげないの？　町の人とか」

「なんで？　風俗通いの借金苦だぞ？」

　一度も視線を合わせず、身動きすらしない。

　あーこれ、間違いないな。

「そうだけど……ハーレム・ダンジョンのモン娘さんたちも、騙されたわけでしょ？」

「なんの話してんの？」

「だから、あれよ……その、クレービング・ストーンの？　詐欺ってヤツとか？」

「ヤだよ、めんどくさい――」

　どうやらネデルカの涙るい腺せんは決けつ壊かい寸前らしく、瞳ひとみがウルウルしている。

　まぁ、反省したでしょう。

　女子を泣かせちゃダメなので、このあたりでネデルカの頭をぽんぽんしてやった。

「――ネデルカが困ってるんなら、話は別だけど」

「うっ……うぅっ……」

　ぼろぼろと涙の止まらなくなったネデルカを見たピオナと姐さんが、驚きと同時に動きを止めた。

　そうなんだよ、ふたりとも。

　ネデルカのこの様子、やらかしちゃってると思うんだよ。

「うわぁぁぁぁぁぁぁん――マコォォォッ！　あたしね、あたしね、どうしたらいいか」

「落ち着けって、やめろ抱だきつくなって、この防具は意外に敏感で」

「どういうことですけや、リーダー」

「ネデルカも……だまされた？」

「ごめんねみんなぁぁぁぁぁっ！」

　マリエラ姐さんがスカートの中から取り出したハンカチで、涙を拭ふいても拭いても止まらないネデルカ。

　しかし背の小さいロリ巨乳のピオナにヨシヨシと慰なぐさめられるボンデージ女王を、いつまでも眺めているわけにはいかないだろう。

「まったく、なにやってんだか。それでネデルカは、なにを買ったんだよ」

「龍のな、涙だよぅ……っく、うっ、うっ……」

　いやいや、だからもう泣くなって。

　ネデルカの涙は十分だから。

「いくらしたの」

「……４００万」

「よっ――」

　やっちまったな、オイッ！

　家が建つぞ！

「だって、あたし……もっと強くなって、もっと……防具だけじゃなくて、みんなに認めてもらえるリーダーに、なりたくて……うっ、うぐっ……」

「リーダーはまだ、このパーティーのリーダーだと思ってなかったですけや？」

　ピオナは真顔で、ネデルカをヨシヨシしている。

「ネデルカは……最初から、わたしのリーダー」

　ぼっちだったのを拾われた姐さんなど、意味がわからずキョトンとしている。

　そうですよ、ネデルカさん。

　めんどくさくてアレな人だけど、みんなネデルカのことが好きなんですよ？

「最初は１００万って話だったんだけど、なんか気づいたら……４００万になってて」

「なにそれ、いかにも詐欺じゃん。だいたい龍ドラゴンって泣くのか？」

「……詐欺ニセモノだった」

「だったら、払はらわなくていいだろ」

「だってさぁ……すっごい怖こわいヤツらが、取り立てに来るんだもん……」

「ネデルカの双そう剣けんでも歯が立たないのか？」

「ムリだよ、あんなの相手できないって」

「まんまと引っかかったモンだな」

「あたしが、バカでした……」

　ネデルカが、ひとしきり反省し終わった頃ころ。

　あわてふためいた町長が駆け戻ってきた。

「マ、マコウくんたち！　ちょっと頼たのみがあるんだが！」

「ヤだよ」

「えぇっ!?　まだなにも話して」

「どうせ、フェアリー商会のヤツらが来たんでしょ？」

「なんでそれを!?」

「だってオレら、あそこの入口に住んでたオッサンたちをやっつけちゃったもの」

「頼むよ、マコウくん！　我わが町まちはこのありさまで、警備体制も不十分だから」

　うーん、めんどくさいなぁ。

　正直、帰りたいなぁ。

　けど、ネデルカも騙されてるんだよなぁ。

「あ、そうだ。町長、それをクエストにしてもらえます？」

　ちょうど飲みに行く金、なかったんだよね。

　町長さんならこの非常事態、いくら積むだろうか。

「えっ!?　あぁ、そうだね！　待って待って、いま正式に依い頼らい書しよをね！」

　慌てて引き出しから書類を取り出し、クエスト依頼を殴なぐり書がきする町長。




　――フェアリー商会の撃げき退たい　今すぐなう（ラティリ町長）




　しかし、そこはお役所仕事。

　提示された金額は２万クロナと、異常にシケていた。

「ひとり、５０００クロナじゃん」

「えっ!?　ダメ!?」

「ヤだよ。それじゃあ、１ワンセットも飲めないし」

「待って、待って！　今すぐ公庫から払える限度なんだけど、これならどうかな!?」

　再度提示された報ほう酬しゆう額がくは、一気に10万クロナに跳はね上がった。

　なんだよ、最初からそう言えばいいのに。

　まさか、ピンハネするつもりじゃなかったろうな。

「まぁ、悪くないけど。最終的な判断はネデルカがするんで」

「ちょっと、マコー……あたしは、その」

「だって、このパーティーのリーダーなんだろ？」

　差し出されたクエスト依頼用紙を前に、戸と惑まどうネデルカ。

　さぁ、自信を持ってくださいよリーダー。

「どうする？　ヤメとく？」

　まだ少し涙ぐんでいた目をこすり、ネデルカはキリッと立ち上がった。

「いえ、町長！　このクエスト、あたしたちが引き受けさせていただきます！」

「いいねぇ。ネデルカらしくて、和なごむわぁ」

「ごめんね、みんな……なんかあたしの私情も挟はさんじゃってるけど」

「ピオナはいつでも、スコープ越ごしにリーダーをバックアップするですてよ」

「……やろう、ネデルカ」

　そうそう、こういう雰ふん囲い気きがいいんだよね。

　借金作ったぐらいで、湿しめっぽくなるのはダメダメ。

　お金で解決できるものは、あとでなんとでもできるんだから。

「ところでマコーは、すでになんかいい作戦を考えてくれてるんでしょ？」

「ないよ？」

「えっ、ちょ――だってさっきまで『オレはなんでも知ってるぜ』『お前さえ立ち上がればオレはいつでも力を貸すぜ』って感じだったじゃない!?」

「みんなでいつも通りにやれば、大だい丈じよう夫ぶじゃないか？」

「いつもあたしたち、たいしたこと考えてないでしょ！」

　窓の外には、ナゼかいくつもの火柱が上がっている。

　うーん、これってさすがにヤバいのかな。

　けど防具も新しいのを買ってもらったし、なんとかなるよね？




　だって、人生ナメるが勝ちって言うじゃない。







▽　▽　▽







　町役場から出ると、外は異常な光景だった。

　土つち煙けむりと雄お叫たけびを上げながら町中を走り回る、牛の群れ。

　あちこちの建物にぶつかっては破は壊かいし、また別の方向へ駆け抜けていく野牛の嵐あらし。

　いつかテレビで観みた、アフリカ国立公園を大移動するヌーの群れを思い出した。

　でも、この火柱はいけません。

　いや百歩譲ゆずって、異世界だから火を吐く牛も普通にアリだとして。




「なんであいつら、炎ほのおのウンコまき散らしてんだよ！」




　絶対、この吐き方だけはダメだと思う。

　野牛の大群が尻しりから炎の塊かたまりをまき散らして町中を駆け巡めぐる、この凄せい惨さんな光景。

　展開が想定の範はん囲い外がいすぎて、みんな唖あ然ぜんと立たち尽つくしていた。

「野牛ボナコンよ」

「こんなん、聞いたことないわ！　てかこれ、どうやって収しゆう拾しゆうつけるんだよ！」

「……だからあたしの双剣でも勝てないって、言ったじゃないの」

　そりゃあムリだわ。

　たとえ１頭でも、色んな意味でキツいのに。

「マコりん、危あぶねすけやっ！」

　パパパッ！

　と素す早ばやくピオナがライフルを撃うつも、突とつ進しんしてきた野牛の群れは慌てて逃にげようと一斉に尻をこちらに向ける。

　そしてショットガンのごとく、舞まい散ちる炎のウンコ。

「やめ――撃つなピオナァ！」

「ちょ、熱あつっ！　やだっ、飛んでくるってば！」

「ひらっ」

　いま最も危険なのは野牛の突進よりも、その尻が銃じゆう口こうになっていること。

　なぜか姐さんだけは、ゴスロリ防具が汚よごれないよう華か麗れいにかわせているのだが。

「ヤベーってこいつら！　なんかいろいろ、手の打ちようがないんだけど！」

「ていうか、マコー。なんでまた、安やつすい骨ハンマーしか持ってないわけ!?」

「ハーレムでなくしたから、さっき町役場で借りてきたんだよ」

「やる気、なさすぎじゃない!?」

「新しい防具があるから、大丈夫なんじゃないかと」

「だいたい、その防具のスキルってなんなの!?　使えるの!?」

「スキルは【運気】らしいぞ」

　えっ、待って待って。

　運気だけにウンコみたいな、酔よっ払ぱらいオヤジの笑えないジョークっぽい感じ？

「もーッ！　ほんっっっっとにテキトーだよねッ！」

　そうこうする間にも、町の破壊と延えん焼しようは進むばかり。

　もうもうと立ちこめる砂すな煙けむりと炎、暴れ回る野牛の群れ――そして舞い散るウンコ。

　ちょっとしたディザスター映画もビックリの状じよう況きようだ。

「姐さん、姐さん。なんか火を消せるっぽいキノコって、ある？」

「アワタケ、あるよ」

　あるんだ。

　だから、けっこう涼すずしげな顔してたの？

　まぁいつも、クールビューティーなんだけど。

「じゃあ姐さんは、町の人らと一いつ緒しよに消火活動よろしく」

「りょ」

　ゴスロリの裾すそをつまみ、炎とウンコの中へと華麗に消えていった。

　やはりこの世界、キノコがチート・アイテムじゃなかろうか。

「ピオナは、この野牛を撃てるか？」

「がんばってみるですけど、動く的はちょっと……」

「確実に仕留められる位置から、確実に１頭ずつ減らしてってくれ」

「了解コピー！　一発ワンシヨツト必中ワンキル！」

　昨日レンゾの町を出てから、みんな手持ちの武器と防具だけ。

　それでこの野牛の群れを止められるとは思えないが、その前に。

「ネデルカ。まさかとは思うけど、このファイヤー・ウンコ牛の群れが『フェアリー商会』じゃないだろうな？」

「そんなワケないでしょ！　こいつらを使し役えきしてる本体は、あそこにいるバカっぽい半はん獣じゆう人じんよ！」

　渦うず巻まく野牛と炎の中から、姿を現したのは裸のガチムチ剣けん士し。

　いや――裸ではなく、ピチピチの黒いビキニ・パンツ一丁に赤マントの剣闘士グラデイエーターと言った方がいいだろうか。




「おまえらかァ？　俺おれ様の大事な金ヅルを、ダメにしてくれたのはよォ――」




　手にした長ちよう剣けんで軽くファイヤー・ウンコを払はらいながら颯さつ爽そうと登場した風ではあるが、その首から上は虎トラの半獣人だ。

「マコー、気をつけてね！　そいつ噂うわさじゃ『チート』を使えるらしいから！」

「ないない。何度も言うけど、ヨルゴスにはハーレムもチートもないの」

　特別にトラの半獣人だけ、チートを使えるわけでもあるまいし。

　だいたいチートってのは、転生してきた人間がもらえるご褒ほう美びなんだぞ？

「あんたがフェアリー商会の借金取りか？」

「あぁァ!?　見ねェ顔だなァ！　おまえにもカネを貸してやろうかァッ！」

　やたらと世紀末っぽい雰囲気を出したがるのは、ステータスの誇こ示じだろうか。

　その前に危ないから、長剣を人の鼻先で振ふるのはヤメてくれ。

「だいたい、そのトラ頭。誰だれかみたいに、ヘルメットなんじゃないの？」

「ぶはっ」

　不意にガチムチのトラ頭が「ご存じない？」みたいな顔でほくそ笑えんだ。

「なんだよ」

「おまえ、バカだろォ。俺様を見て『トラ』とかよォ」

「いやその顔、どう見てもトラだろうよ」

「はァ!?　おまえ真しん剣けんに、俺ら『チーター』の半獣人をバカにしてんのかァ!?」

「バカにしてんのは、そっちだろ。それ絶対、チーターじゃなくてトラだし」

「トラにチートが使えるかよォ！　チーターだからチートが使えるんだろうよォッ！」

「いや……えっ？　ん？」

　あーこれ、またダメな人かな。

　確かにチートを使う人のことはチーターと呼ぶけど、獣けもののチーターとは違ちがうし。

　しかもその顔はどう見てもチーターじゃなくて、トラだし。

　そもそもヨルゴスには、チートがないし。

　若そうには見えないが、とても残念な感じが頭を３周ぐらい回っているヤツだ。

　この歳としまで自分がトラだと誰にも教えてもらえなかったのかと思うと、それはそれで切なくなってしまう。

「どうやらこの『チート使いのチーター』グレコ様を、怒おこらせたようだなァ――」

　赤いマントをひるがえす、バカトラ頭のグレコ様。

　その長剣を両手持ちでぴたっと正中に構える姿に、ネデルカが緊きん張ちようを走らせた。

「マコー、気をつけて。こいつたぶん、ケンドー使いだわ」

「剣けん道どう？　チートじゃなくて？」

「この構え。前にアコスタさんから、危険な武術って聞いたことあるもの」

　それを聞いたグレコは、もの凄く得意そうな顔をした。

　反応が子供並みに素す直なおすぎる。

「だーっはっはァ！　よくぞ俺様の固有チート【ケンドー】に気づいたなァ！」

「おい、待てよバカトラ。剣道って、別にチートじゃないだろう」

「バカヤロウはお前だァ！　たった『10年』でこの腕うで前まえになったんだぞォ!?　それがチートじゃないなら、なんだってんだよォ！」
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　それは修しゆ行ぎようの成果じゃないのか？

　マジメに10年も剣道やってりゃ、それなりに強くなるんじゃないのか？

　こいつ、どうしても「チーターだからチートが使える」と思い込みたいらしいな。

　その前におまえ、チーターじゃなくてトラだけどな。

「マコー、さがってて。この借金取りは、あたしが倒たおす」

　きゅっ、とネデルカのボンデージ防具が体に反応してフィットした。

　ちょっと革かわの端はしが肌はだを締しめ付つけて、妙みようにエロいのだが。

「いや、ネデルカ。別にタイマンはらなくても、ふたりがかりで挟めば」

「これは、あたしのケジメでもあるの」

「あぁァん!?　よく見たらおまえ、うちに借金してるボンデージ女じゃねェか!?」

「くっ――あんなニセモノに４００万も払った、自分が恥はずかしいわ」

「そういえば、お客さァん。今月はまだ、利息分も払ってもらってませんでしたねェ」

「なによ、あんなニセモノ売りつけといて！　さっさとこのウンコ牛どもを、町から追い払いなさいよ！」

「踏ふみ倒そうってかァ！　いい根こん性じようだ、受けてやるァ！」

　気合いを入れたのか、グレコは裸足はだしになった。

　しかしその間合いは、あまりにもネデルカには不利だ。

　それは、このふたりの戦いを見れば明らかだった。

「あたしのお金、返してもらうからッ！」

「ぶぁーか言ってんじゃねェ！」

　双剣の切り上げも切きり払いのモーションも、防具の性能が相まって確かに速い。

　だがグレコはその連撃を、真正面に構えた長剣の切っ先をスイスイッと左右に振るだけで払い除のけている。

　しかもその間、ほとんど直立のまま姿勢が変わっていない。

　剣けん先さきの驚おどろくような可動範はん囲いは、おそらくテコの原理。

　バットとは違い、グレコは左右の手を離はなして長剣の柄つかを握にぎっている。

　これなら手元を軽く動かすだけで、切っ先は半径１ｍ以上の円を描えがくだろう。

「くッ、近づけない!?」

「どうしたァ！　今度は、こっちから打っていくぞォ！」

　ゆらゆら揺ゆれる長剣がどこを狙ねらっているか予想がつかないまま、一気に間合いを詰つめられたネデルカ。

　上段から大きく振ふり下おろされた長剣に身構えたが、抜ぬかれたのは脇わき腹ばら。

　あの防具のスピードがなければ、バッサリやられていただろう。

「あぶなッ――」

「おほーう！　セクシーになったなァ、女王様ァ！」

　長剣の間合いに入らないよう、にらみ合っていたにもかかわらず。

　いつの間にか、ネデルカは距離を縮められていたのだ。

「せあァ！」

「なんでッ!?」

　手首の振りだけで、ネデルカの双剣を１本叩たたき落おとしたグレコ。

　いわゆる、剣道の小手だろう。

　拾いに行けば、その無防備な頭部に長剣が振り下ろされてしまう。

「わかんねェか!?　なんで間合いが縮まったか知りてェか！　これも俺様のチート、【ふくみ足】なんだよォ！」

　よく見れば足の指を、もの凄い勢いでイモ虫のように動かしている。

　それだけで移動ができるとは、恐おそるべし剣道。

　しかしそれもチートではなく、剣道の足さばきではなかろうか。

「これじゃあ、あたしは間合いのコントロールもできないってこと!?」

「そういう――ことだァ！」

「ならばッ！」

　グレコの突つきが走った瞬しゆん間かん。

　残った双剣で横薙なぎに弾はじいたネデルカは、さすがとしか言いようがない。

　胸元に飛び込んでしまえば、ネデルカのものだ。

「ケンドーは打ち合いだけじゃねェんだぞォォォォッ！」

「あぐ――ッ！」

　グレコは長剣の柄を、飛び込んで無防備になったネデルカの背中に叩き落とした。

　たとえ胸元に飛び込めたとしても、剣道使いの前には無力だというのか。

　沈しずむネデルカを前に、グレコは身を引きながら長剣を振り下ろそうとする。

「危ない、ネデルカァッ！」

「チッ――」

　咄とつ嗟さに飛びかかって振ったハンマーを、グレコの長剣は反射的に切り返した。

　なんとかネデルカの頭が割られて、境界裂孔ハイエイタスに送られるのは免まぬがれたが。

　当然こんな安やつすい骨ハンマーは、軽々と半分切り飛ばされてしまう。

　しかしこれ以上、ネデルカだけを戦わせるワケにはいかない。

「おまえェ……いま俺様は、楽しいタイマンの最中だろうがよォ」

「そっちこそ、女子を相手に本気出してんじゃないよ」

「あァん!?　ヘビ柄の全身タイツと折れたハンマーで、おまえが俺様の相手をしてくれんのかよォ！」

　だよなぁ、どうすっかなぁ。

　ネデルカの双剣も歯が立たない、長剣の剣道使い。

　ｖｓ

　ワケのわからんスキルが付いたヘビっぽいスーツ防具と、柄だけになったハンマー。

　この剣道使いを相手にするの、ムリじゃない？

　だって、10年もやってたんだろ？

　そりゃあ、自信満々に【チート】って言い張ってもいいレベルだと思うよ。

　待てよ、自信満々？

　確かネデルカが懐ふところに飛び込んでも、長剣から手を離さなかったな。

　絶対に剣道で倒すという、プライドか？

　タックルでしがみついたら、なんとかならんかな。

「試ためしてみるしかない――かッ！」

　ハンマーの柄を捨てて、グレコに飛び込んだ。

　このまま地面に転がるか滑すべり込めば、なんとか長剣を――

「――んなはぁっ!?」

　ぐにょん、とヘビ防具の胴どう体たい部分が伸のびた。

　なんていうか、背骨の間が異常に伸びた感じ？

　ともかく、人間のフォルムが崩くずれてしまった。

「なんだァッ!?」

　グレコは慌てて身を引きながらも、長剣を振り下ろしてくる。

　どうやっても剣道の振りスピードを超こえて、胸元には飛び込めないらしい。

「とと、止まれ戻れ！」

　がっと地面を蹴けって踏み留とどまると、体がシャッと元に戻りながら捻ねじれて剣けんをかわした。

「おま――キモチ悪いわァッ！」

「オレだって、いま初めて知ったんだよ！」

　なにこれ、この防具のスキルなの？

　ヘビだけに体が柔やわらかい的な？

　内臓の位置とか、おかしくなってないだろうか。

「くっそ、ふざけやがってェ……」

　しかし案の定、グレコはどんな状況でも長剣を手放さないのがわかった。

　双剣で斬きりかかられても、飛びかかられても、ぐにゃりと曲がる体にビックリしても。

　そう、こいつは剣道に自信がありすぎる。

　だから絶対、あの長剣でケリを付けに来る。

　なんとか懐に飛び込んで、地面に寝ねかせてしまえば手はあるはず。

　ここは少し、揺さぶりをかけて隙すきを作った方がいいだろう。

「教えてやろう、トラ頭のグレコくん。この防具はミドウィッチの蛇へび女おんなからもらった、呪のろいの防具だ。もし少しでもそのガチムチ・ボディに傷を負ったら、キミは呪いで一生なにを食べてもアルミ箔はくを噛かんだような味になる」

「ちょ、待てコラ……そんなの」

「聞くものすべてが、黒板を爪つめで引っかいた音になり」

「や、やめろや！」

「死ぬまでキミのトラ顔には、陰いん毛もうのように縮れたヒゲが生え続けるだろう！」

「俺様はチーターだっつってんだろがァァァァッ！」

「違うっつってんだろがぁッ！」

　もう一度だけ全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めて飛び込んでみたが、やはり長剣の方が速い。

　しかしその瞬間、ぐにょんと体がまた伸びる。

　それはまさに、思わぬ距きよ離りから獲え物ものに噛みつくヘビさながらだが。

「それで【ケンドー】相手に、飛び込めると思ったかァッ！」

　激げき昂こうしたグレコが、短いモーションで長剣にスナップをかけた。

　やはり、剣から手を離さない。

　ここでバンと地面を蹴って体を捻り――

　あっ、ウンコ踏んだッ！

　ツルン、と足裏の摩ま擦さつがなくなり――

「クッ、かわしただとォ!?」

　体勢を崩したのが功を奏して、体が長剣の切っ先から逃のがれ――

「なんのッ！」

　体を反らして、必死でバランスを取るために脚あしを伸ばしたら――

「うぼァ――ッ！」

　カウンターの後ろ回まわし蹴げりが、グレコの鳩尾みぞおちにめり込んでいた。

　やった、なんか知らんけど超ちようラッキー。

　これって運気？

　一応は狙ったっぽく、空手の締めポーズでもしておこうかな。

「――せいッ！」

「むっ、ぐふぅ……蹴りを、狙ってた……だと」

　ようやく手から長剣を落とし、グレコはくの字に地面へうずくまった。

　本当はタックルするつもりだったのだが、今はヨシとしよう。

　とりあえず、あそこでヘタり込んでいるネデルカは大丈夫だろうか。

「おい、ケガしてないか？」

「マコー、あたし……また、助けられちゃったみたいだね」

「いいじゃないか。オレら、前衛ペアなんだろ？」

「今度マコーになにかあったら、あたしが死んでも助けるからね」

「夢見が悪いから、死なずに助けてくれよ。それより、切られたハラは？」

　間かん一いつ髪ぱつとは、このことだろう。

　見事に革防具だけ裂さけ、ネデルカのキレイな肌は無傷だった。

「ごめん。この防具、せっかくマコーが買ってくれたのに……」

「そんなの、また買えばいいだろ？」

「ヤだ。直して使う」

「こだわるなぁ」

「だってこれ、マコーと一緒にスパチョークパコーンを倒したヤツだもん」

「なにそのスパチョなんとかって」

「もうっ！　一緒に倒したワイバーンでしょ！」

　そうこうしているうちに、ピオナと姐ねえさんが戻もどってきた。

「おーい。マコりーん、リーダー」

「ネデルカ……ケガした？」

「ううん、大だい丈じよう夫ぶ。ありがとね、みんな」

　気づくと、野牛ボナコンの群れは消えていた。

　何頭かは地面に横たわり、すでにセルフ焼き肉になっている。

　町の火柱も泡あわに包まれ、くすぶりながらも鎮ちん火かしていた。

　なんだかんだ言いながら、このふたりはキチッとこなしてくれるので驚いてしまう。

「おっほー。こいつが糞ふん牛ぎゆうどもの親玉ですてか」

「……腐くさらせる？」

「姐さん、ダメダメ。まだ聞きたいことがあるんだから」

　そんなに後ろ回し蹴りが効いたのか、グレコはまだ地面にうずくまっている。

　この姿だけを見ると、なんだか悪者になった気分だ。

「なぁ、グレコ。ネデルカの借金のことなんだけど」

「……なぜ、おまえには俺様のチートが効かない」

「オレがわりといいヤツだからだよ。それより――」

「チートとはァ、すべてを凌りよう駕がする無敵のスキルじゃないのかよォッ！」

　くわっ、と胸むなぐら掴つかまれてもだな。

「だから、あれはチートじゃなくて剣道だって」

「だから【ケンドー】はチートだろうよォ！」

「違うだろ、剣道は武道！　なんでチートにこだわるんだよ！」

「チーターがチートにこだわらなくて、どうするんだよォ！」

「だからその顔は、チーターじゃなくてトラだって言ってんだろ!?」

「おまえ、歳いくつだよォ！　なんでチーターとトラの区別がつかねんだよォ！」

「おまえこそ何なん歳さいだよ！」

「今年で32歳だよォ！」

　うっわ、けっこう歳くってる。

　大丈夫かな、話が通じるか心配になってきたぞ。

「オレの個人的な感想じゃないの。なぁ、みんな。こいつってなんの半獣人だと思う？」

　即そく答とうが相次いだ。

「なにって、トラの半獣人でしょうよ」

「トラ、タイガーですてな」

「虎」

「ほらな？」

　みんなの真顔を見て、グレコは動どう揺ようを隠かくせなくなっている。

「ちょま、え……マジで、なに言ってんのよォ。おまえらグルだろォ？」

「はい、じゃあ次。こいつの剣道について、チートだと思う人ぉ？」

「確かに強かったけど、ちゃんと修行しただけでしょ？」

「チートの意味から再教育、ってヤツですけか？」

「キノコが最狂」

　ここまで矢や継つぎ早ばやに否定されると、さすがのグレコも認めざるを得ないらしい。

　悲しいなぁ、おい。

　今まで面と向かって本当のことを言ってくれるヤツは、誰もいなかったのかよ。

「10年もやってりゃ剣道も強くなるだろうけど、それはチートじゃなくて努力なの」

「じゃあ、俺は……まさか本当に、トラなのかァ？」

「おまえはトラだ。トラだったのだ」

「そんなァ……じゃあ、今まで俺は」

「なぁ、グレコ。おまえ、誰かにウソを吹ふき込まれたんじゃないのか？」

「……あれは俺がァ、まだ貧しい牛飼いの」

「あ、そういうのはいいから。結論だけ言ってくれ。誰かに、そそのかされたんだろ？」

「フェアリー商会俺たちのボス――妖よう精せいのガンコナーが、そう教えてくれたんだよォ。俺たち兄弟はチーターの半獣人で、それ故ゆえにチート使いであるとよォ。だからその力を貸してくれないか……一緒に、儲もうかるビジネスをやらないかってよォ」

　とんでもない詐さ欺ぎ師しの妖精がいたもんだ。

　だいたい妖精ってのは善良か悪意に満ちてるか、極きよく端たんすぎるんだよ。

「じゃあネデルカやハーレム・ダンジョンのモン娘むすたちに、偽にせのクレービング・ストーン渇望の石を売りつけたのも？」

「ガンコナーの指示だ。俺と弟は、借金の回収と帳ちよう簿ぼの管理を任されて」

「待て待て。おまえ、弟がいるの？」

　おいおい、カンベンしてくれって。

　こんなめんどくさいヤツが、もうひとりいるのかよ。

　とイヤな気分になっていると、いきなりグレコに両手を握られた。

「マコー兄さァんッ！」

「ちょ、誰が兄さんだよ！　おまえの方が、かなり年上だろ!?」

「兄さんを男と見込んで、お願いがあるんだァ！」

「放せって！　なんでガチムチの半獣人に手を握られなきゃならんのよ！」

　しかも、手て汗あせでキモチ悪いぞ！

　手を握って見つめ合うのは、女子とだけって決まってんの！

「俺の弟も助けちゃくれませんかァ！　あいつもガンコナーに騙だまされて、帳簿の管理を」

「知らん知らん、そんなの知らんて！」

　今度は、ネデルカに懇こん願がんするグレコ。

「ネデルカ姐さんからも、マコー兄さんを説得してくださいよォ！」

「誰が姐さんよ！　ちょ、放して！」

「姐さんの借金、帳消しにしますからァ！」

「当たり前でしょ！　だいたい、なんであたしがマコーを説得しなきゃなんないのよ！」

「だって姐さん、マコー兄さんの愛人なんでしょォ!?」

「あんた次、ぜったい千切りにするから」

　バカだ。

　こいつ、真剣にバカだ。

「あッ、ロリ巨乳のミリ系姐さん！　はじめましてェ！　姐さんからもぜひ」

「そのご自じ慢まんの剣道で、毎分５００発の弾だん丸がんが弾けるですかの」

　なにを言われても、ぜんぜんダメージを受けないグレコだが。

　ホンモノの姐さんにだけは、触ふれない方がいいと思った矢先。

「じゃあ、ゴスロリの姐さん！　なんとかマコー兄さんを――」

「わたしを姐さんと呼ぶな」

「アッ――」

　マリエラ姐さんが、指でつまんだ粉をフッと吹きかけた。

　グレコは糸の切れたマリオネットのように、その場にぐにゃりとくずおれる。

　怖こえぇよ姐さん、マジでそのキノコ怖こえぇってば！

「ていうかマリエラ姐さん、まさかずっと『姐さん』て呼ばれるのはイヤだったの？」

「……マコウは、いい」

　ほっとしていると、ネデルカが崩れたグレコをげしげし蹴っていた。

　なんか、いろいろ気に障さわったらしい。

「マコーはこいつの弟とかいうヤツ、どうする気？」

「知らんよ。さっさと町長に報告して、報ほう酬しゆうもらってこようぜ」

「だってさ、考えてみなよ。ヨルゴスの世界には存在しないはずの『ハーレム』だとか『チート』だとか、いっぱい出て来たじゃん」

「ないない、ないって。男の子はみんな、ないものに憧あこがれるの。いまだに看護師さんがスカートの白衣にキャップだとか、最後までメガネを外さないとか、隣となりの奥おくさんが偶ぐう然ぜんカギを落とすとか、そういうのと一緒だよ」

「なにそれ」

「いいじゃないか。これでようやく、この町に引ひっ越こせるんだぞ？」

「えっ、フェアリー商会は撃退したけど……引っ越しの受け入れ条件って、ハーレム・ダンジョンを解体してくれたらって話じゃなかったっけ」

「大丈夫だって。話の流れっていうか、勢いっていうの？　今がチャンスみたいな？　だいたい町長も、なにを交こう換かん条件に出だしたかなんて忘れてるでしょ」

「そんなモンかなぁ……」

「人生そんなモンだよ」

　相変わらずヤレヤレな顔をされるけど、それにもだいぶ慣れてきた。

　それより、ひと仕事終わったんだから飲みに行っていいかな。

　ハーレム・ダンジョンの地下１階、安くて旨うまそうな立ち飲み屋があったんだよ。




　あ、エキドナのところには……どうしよっかなぁ。

　あとは勇気だけなんだよなぁ。







第二章







　今日は、通い慣れたキンシ平原のダンジョン歓かん楽らく街がいに来たものの。

　残念ながら、気楽に飲み歩くというわけにはいかない。

　あれからなんとかゴネて、ラティリの町へは転入させてもらえたものの。

　とりあえず貸し出された家屋は、ボロボロの平屋がひとつ。

　そこへ４人が押おし込められているせいで、風ふ呂ろに入る順番すらモメる状態だ。

　挙げ句にまだ町営ギルドへの登録はおあずけをくらっているので、テキトーにクエストをこなして日ひ銭ぜにを稼かせぐどころか収入はゼロ。

　なんでもレンゾの町に転出届けを出していないせいで、リスポーンした時のピッカーの管理区分があやふやになっているのだとか。

「なのにみんな、わりと楽しそうなんだよなぁ……」

　双そう剣けんの腕うでを買われたネデルカは、町の自警団を訓練してわずかな現金をもらい。

　ピオナはリアル猟師ハンターとして森へ出かけて、毎日の食材を補ほ充じゆうしている。

　稼ぎ頭がしらはなんといってもマリエラ姐さんで、ペカキノコを植しよつ菌きんしたペカりやすいペカの木を栽さい培ばいして業者に高額で卸おろしている。

　つまり、ひとりだけ無職。

　そんな肩かた身みの狭せまい立場に、みんなから課せられた一番ムリくさいミッション。




　――ハーレム・ダンジョンの完全移転。




　町長の悩なやみのタネを解消して、色々とムリを聞いてもらおうという作戦らしい。

　雑か。

　そのために、移転先を交こう渉しようして来いと言われた。

　もっと人の集まる所なら、エキドナたちも喜んで移転してくれるだろうと。

　キンシ平原のこのダンジョン歓楽街に、移転させてもらえばいいんじゃないかと。

　あんたならできると渡わたされた、みんながコツコツ貯ためた大事なお金――４万クロナ。

「なに考えてんだよ、わらしべ長者じゃないんだぞ……」

　無職の立場でどうこう言えるはずもなく、イヤイヤ引き受けてはみたものの。

　これでどうしろというのか頭を抱かかえながら、重い足取りで無料案内所へと向かった。

　なんだかんだで頼たよれるのは、相変わらず爽さわやかなイケメン・オークのイクヤ。

　意外と歓楽街に顔が利きく、事情通でもある。

「悪いね、忙いそがしいのに」

「マコウさん、まさかのイメチェンですか？」

「あ、これ？　一応、新しい防具なんだけど」

「わりと斬ざん新しんですね……」

　オークがスーツ着たりゴブリンが黒服着たりしてるのも、かなり斬新だと思うけど。

「どこ行って話す？」

「せっかくですから、アリーヌちゃんのお店にしますか」

　夜の世界に小こ銭ぜにだけ持って来て、道ばたでお茶しながら「お願いがあるんです」などとは口が裂けても言えない。

　４万クロナなら、とりあえず２セットは大だい丈じよう夫ぶだろう。

　けどこれ、みんなから託たくされたお金なんだよなぁ。

　ダメなオヤジが娘の稼いだバイト代を握って飲みに来ているようで、イヤだなぁ。

　ほんと、ダンジョン歓楽街にはお金の心配をしながら飲みに来るモンじゃないよね。

「実はオレ、引っ越してさぁ」

「えっ？　なんか、やらかしたんですか？」

　そんな話をしながらいつもの【ＣＬＵＢドミナス】に入ると、相変わらず威い勢せいのいい黒服ゴブリンのボーイ「ナオティ」が出で迎むかえてくれた。

「いらっしゃいやせぇ――あ、マコウさん!?　なんです、そのトカゲ防具は！」

「ヘビです。それより今日は、隅すみっこのボックステーブルでいい？」

　通い慣れてくると、わりとテーブルの位置も自由に選べる。

　逆に混こんでくると「すいませんね」と、テーブルの移動も頼たのまれるのだが。

「いっすよ、空いてますから。イクヤさん、女の子はどうします？」

「そうだねぇ、じゃあ場内で……マコウさん、アリーヌちゃんと仲いいのって」

「カタリンちゃんだね」

「じゃ、それで」

　本来はフリー入店のはずなのに。

　あえてこっちの指名と仲のいいキャストに場内指名をかけるとは、さすがイクヤだ。

　テーブルにつくとすぐにキープのボトルが出され、あー残ってて良かったとひと安心。

　イクヤはメニューも見ずに、聞いたことのない酒を注文しているけど。

「マコーさぁーん！」

　ぱたぱたと手を振りながら駆かけ寄よってくる、笑え顔がおのアリーヌちゃんマジ天使。

　ぼふーっ、と勢いよく隣に座すわり込むのを支える感じも最高。

　いい匂においだなぁ。

　特に最近は節約生活してたから、心と体に響ひびくなぁ。

「うぃーす」

「ちょーっと、なにこの防具ーっ！　やっば！　超ウケるんですけど！」

「ヘン？」

「ぜんぜんＯＫだよ！　テキトーな雰ふん囲い気きに、めっちゃ合ってる！」

「それ、褒ほめてる？」

　カタリンちゃんなど、相変わらずの網あみスケ葉っぱドレスで来るや否や。

「こんばんわー、って、マコーさん!?　この前は……ぷぷっ、ペカガラス――ぷふふ、ありがとうございま――ちょ、待って待って！　なにその防具、ずるいーっ！」

「ヘン？」

「なんか似合ってるのが悔くやしいんですって！」

「それ、褒めてる？」

　とりあえず、みんなそろったところで。

　軽く乾かん杯ぱいを済ませると、イクヤはフードメニューを注文し始めた。

「すいません、メシ食ってないもので。マコウさんも、なんか頼たのみます？」

「えっ？　いや……オレは来る前に、肉食って来ちゃったから」

　ていうかイクヤ、キャバクラでメシ食うのかよ。

　めっちゃ高いフードメニューを、居酒屋感覚で食べるんだな。

　頼むのはビーフジャーキーとかフルーツ盛りとか、酒のオトモか女子の喜びそうな物だとばかり思ってたけど。

　なんかそれ、カッコいいな。

「焼き肉、いいなぁー。うちも行きたかったー」

「じゃあ今度、同どう伴はんで行こうかね。家か畜ちくの焼き肉に」

　うらやましそうにするアリーヌちゃんには申し訳ないけど、食って来たのはピオナが狩かってきた野生の焼き肉でした。

　あー、夜の世界でカネがないのって辛つらいなぁ。

「みなさんも、なんか食べますか？」

「えーっ、うちらも!?　カタリンも!?」

「もちろん」

「いいんですか!?　今日は私、まだなにも食べてないんですよ！」

　今まで引き気味だったカタリンちゃんが、ぐいぐい前に出て来た。

　そう。

　夜の世界では、あくまでも客が勧すすめてくれないと――厳密には許可してくれないと、タバコの１本も吸ってはいけない。

　厳しいお店では、ミネラルウォーターですら勧められるまで口をつけられないらしい。

　つまりある意味で、客はそのテーブルの王様状態となる。

　これが「金を払はらっているから何をしてもいい」という錯さつ覚かくに陥おちいる、一番の原因だ。

「うちはね、うちはね――ピザがいい！」

　ピザ？

「私、焼きそばが食べたくて」

　焼きそば？

　なにそれ、そんなのメニューにないじゃん。

　乾かわき物ものとかチョコとかチーズとか、そういうのしかなくない？

　しかもカタリンちゃん、焼きそばってキャバクラっぽくなさすぎない？

「マコーさんは、お腹なかいっぱい？　『ママミア』のマルゲリータ、美味おいしいよ？」

「えっ!?　あの地下１階のお店!?」

　なるほど、出前か。

　それで、なんでもアリなわけだ。

　あー、思い出した。

　前の世界でピザ屋のバイトしてた時、ラブホとかスナックとかへ配達に行ったな。

　特にラブホは部屋まで持っていかなきゃならなくて、気まずいから辞やめたんだったわ。

　フツーにバスタオルを腰こしに巻いただけのオッサンが、ドアに出て来るんだもんなぁ。

「で、マコウさん。ボクに相談って、なんです？」

　きゅっ、と琥こ珀はく色いろの酒を小さすぎるグラスで一気に空けたイクヤだが。

　その飲み方、かっこいいなぁ。

　今度、いろいろ真ま似ねしてみよっと。

「ほら、イクヤが前に言ってたじゃん？　空あき店てん舗ぽがなんとかって。そこにさぁ――」

　いつもは地下２階で満足していたので行ったことはないが、このダンジョン歓楽街には地下３階以下も存在する。

　何階まであるのか知らないが、だいぶ空き店舗というか空きスペースもあるらしい。

　１フロアが町ひとつ分ぐらいあるこのダンジョンは、かなりデカい。

　あのハーレム・ダンジョンの規模はそれほど大きくないので、あわよくばどこかにすっぽり移転できる階層がないものかと。

　説明し終わると嫌いやな顔をされるどころか、妙みように驚かれてしまった。

「マコウさん、その町でなにやってんですか!?」

「……まぁ、わりと無職？」

　タバコいいですか、と聞いてからイクヤは１本に火をつけた。

「相変わらず、人がいいですね。追い出しちゃえばいいようなものですけど」

「だってあそこのモン娘たちも、悪気があってやってるワケじゃないしさぁ」

「それもう、行政の仕事ですよ？　なのに、クエスト報酬も出ないんでしょ？」

「む？　言われてみれば、もらっていいレベルかも……」

　なぜか自慢そうなアリーヌちゃんに、腕を取られて揺すられた。

　おうふ、めっちゃ肘ひじに柔らかいのが当たるわ。

「それがマコーさんの、いいところなんだってー。ねー、カタリン」

「そうれふね、まひめなマコーはんもアレれるもむね」

「カタリン、青のり」

「うっそ!?」

　慌あわててお手洗いに行った、カタリンちゃん。

　それを見て、くすくす笑っているアリーヌちゃん。

「そういうアリーヌちゃんも、チーズついてるよ」

「えぇっ、どこ!?　とって、とって！」

「ここ」

　口元についたチーズをつまんであげると、その指をいきなりパクッとくわえられた。

「がぶっ」

「ちょ、なにを!?」

「へへー」

　はぁーん、ダメそれ。

　この指、今すぐ舐なめたい。

　なにしに来たのか半分以上忘れていると、イクヤが話を戻してくれた。

「マコウさん。それって、どこのダンジョン歓楽街の話なんです？」

「ラティリの北にある山さん岳がく地帯っていうか……山の斜しや面めん？」

「そこって最近、フェアリー商会が仕切ってるとこじゃないですか!?」

「いや。あのバカトラ32歳さいは改心して、今はマリエラ姐さんの下で丁でつ稚ち奉ぼう公こうしてる」

「バカトラ!?　だってあいつ、チート使いって噂うわさでしたよ!?」

「そんなの、あるわけないじゃん。チートじゃなくて剣けん道どうだったよ、ケンドー」

「それにしたって……どうやって倒たおしたんですか」

「なんか、ウンコ踏ふんだら勝てた」

「はぁっ!?」

　しばらくイクヤに、呆ぼう然ぜんとされてしまった。

　だってしょうがないじゃない、他に言いようがないんだもの。

「うちらも知ってるよ、そのフェアリー商会。あっ、カタリン。青のり取れた？」

「なになに、フェアリーの話してたんですか？」

　なんでキミらも知ってんの？

　カタリンちゃんは、アリーヌちゃんと一いつ緒しよになにやら訳知り顔だけど。

「ねーねー、聞いてよマコーさーん。実はうちらね、この前ついに買っちゃったんだぁ」

「……えっ、なにを？」

　待ってくれ。

　この流れでそれは、嫌な予感しかないんだけど。

「クレービング・ストーン渇望の石だよ。このまえ来た時、言ったじゃん」

「えぁ、っと……うーん？　あれ、ほんとに買っちゃったの？」

「カタリンと、おそろにしたんだよねー」

「さすがに高かったよね」

　カタリンちゃん、今度は慎しん重ちように焼きそば食べてるけど。

　もっと他のことにも慎重になった方がいいと思うぞ。

「だってさ。この前マコーさんにペカガラスはもらっちゃったから、もうワンランク上が欲ほしくなるじゃん？　女子として」

　思わず、イクヤと目があった。

　あっ、この顔はぜったい知ってるな。

　言おうか言うまいか、もの凄すごく悩んでるな。

「んーっと？　キミらはおそろで、ナニを買ったのかなぁ……？」

「カーバンクルの宝玉だよ？」

　イクヤ、言うなよ!?

　真実は、伝えればいいってモンじゃないからな!?

「あ、あれかい？　なんか、願い事でもあったのかい？」

「ダメだよ、マコーさーん。そんなの恥はずかしくて、本人の前では言えないよー」

「……本人って？」

「あっ――なんでもないからねっ！」

「もー、アリーヌ。そんなこと言っちゃうと、願いが叶かなわなくなるよ？」

　ガッデム、なんてこった！

　アリーヌちゃんもカタリンちゃんも、思いっきり騙されてるじゃないかァ！

「で、でもアリーヌちゃん？　聞くところによると、なんかすっごい高くて？　ローンとかの利率もかなり悪いって聞いたけど、そのあたりはだだだ、大丈夫かい？」

「えーっ、値段はちょっと恥ずかしくて言えないけど……頭金はなんとか払ったし。ローンだって、月に18％ぐらいだよ？」

　普ふ通つうは年に18％でも高いの！

　頭金をいくら払ったのか、怖こわくて聞けないよ！

「あーっ、それね！　なんか間ま違ちがいらしいよね！　ホントはもっと安いっていうかタダみたいなモンらしい――じゃないけど!?　あいつバカだから、間違ったんだろうなぁ！」

「そう？　カタリンも、うちと同じ値段だったんでしょ？」

「うん、同じだった」

　くっそ、あのバカトラ！

　帰ったら姐さんに頼んで、キノコらせてやるからなぁ！

「でも、マコーさん。うちらが買った時って、トラの人じゃなかったよ？　ね？」

「そうそう。なんか暗ぁい感じの、じめーっとした人だったです」

「……バカっぽいガチムチのトラ頭で、黒いビキニ・パンツに赤マントじゃない？」

「誰だれそれ、超ウケるんですけど」

　どういうことだ？

　バカトラ以外に詐さ欺ぎの管理をしてるヤツって――まさか。

　はぁっ、とため息をついたのはイクヤだった。

「これはどうも……マコウさんには、こちらからお願いしなきゃならないみたいですね」

「なにを？」

「ハーレム・ダンジョンの移転、総そう括かつ組合長に話してみますけど……」

「えっ、マジで!?　って嬉うれしいんだけど、今はそれよりアリーヌちゃんたちの」

　あれ、なんか渋しぶい顔してるな。

　なんか、言いにくいことでもあるのかな。

「それも、まとめて解決できるかもしれません……うまくいけばですけど」

「……めんどくさそう？」

「地下飲食協同連合組合でも目に余ってたんですよ、フェアリー商会のさ」

「さ――サジェスチョンだろ!?」

「えっ、あっ……さ、さもあらんですね」

　こらーっ、危ないぞイクヤーっ！

　詐欺とか、口が裂けても言うんじゃないぞ！

　夢見る乙女おとめを、泣かすんじゃないぞ！

「移転してもらうとしたら、地下３階から下になるんですけど――」




　そういうことか、フェアリー商会。

　指名もしてないのに、アリーヌちゃんやカタリンちゃんまで毒どく牙がにかけるとはな。

　いいだろう。

　このマコウ・エルフィラリが、前向きに善処させていただこうじゃないか。







▽　▽　▽







　こうやってみんなを連れてダンジョン歓楽街の地下へ降りるのは、初めてだった。

　最初は物もの珍めずらしそうに地下２階のネオンを眺ながめてはヤイヤイ言っていたのだが、次し第だいにみんなの言葉数が露ろ骨こつに少なくなっていった。

「ねぇ、マコー。話には聞いてたけどさ……」

「旨い店？　わりとあるよ。あそこの鮨すし屋やとか、あと入口の焼き肉屋も」

　なんで無言なのよ、ネデルカ。

　今から力を合わせて、クエストですよ？

　ここからさらに、目指せ地下３階なんですよ？

「……こんな怪あやしいとこで、よく飲み歩けるよね」

「いやいや、この前のスラム街の方が怪しくない？」

「だってばんばん客引きゴブリンは寄ってくるし、蓄ちく光こう虫ちゆうの光が怪しすぎるもん」

「客引きとは視線を合わせず、足さえ止めなきゃ勝手に離はなれてくって」

　あとは慣れ。

　どのゴブリンもオークも、別に襲おそってくるワケじゃないから。

「しかしマコりんは、ホントに顔が広いですけのう。テキトーに飲みに行ったついでに、ハーレムの移転話も兼かねた討とう伐ばつクエストを受けてくるんですけから」

「マコウ……すごい営業」

「いや、まぁ……みんなのお金は、使っちゃったけどね」

　まさかイクヤに、おごってもらうワケにもいかず。

　あの日は結局、持っていた４万クロナは溶とけてしまった。

「その出費は、いいの。このクエストは絶対、マコウがいるから依い頼らいされたんだと思うし。ラティリの町営ギルドに登録すら許されてないあたしらには、正直すっごく助かるわ」

「そう言ってもらえると、心が穏おだやかになります」




　――ダンジョン地下３階のペリュトン討伐（ダンジョン歓楽街飲食協同連合組合）




　最近ペリュトンが巣くってフロア全体を使えなくしているらしく、それを排はい除じよできたらハーレム・ダンジョンを受け入れてくれるのだという。

　そしてみんなが乗り気になった一番の理由は、その報酬。

　なんと、３００万クロナだ。

「でもまさか、フェアリー商会がそのペリュトンを使って、詐欺で作らせた借金を回収してたとはねぇ」

「灯台もと暗し、ですっけの」

「悪いやつ……」

「ダンジョン歓楽街としても、犯罪の温おん床しようを放置しておくのはマズいらしいよ」

　イクヤが言うには、本来はダンジョンの組合で解決するべきものだし、モン娘たちだけでなくネデルカのような人間にまで詐欺の被ひ害がいが広がり始めたのだから当然の額らしい。

「このダンジョンには自警団ってないの？　あたしらより、ずいぶん強いと思うけど」

「あー、それなぁ……」

　以前の緊きん急きゆう招集クエスト――という名の、ワイバーン討伐もそうだったのだが。

　本来の力をもってすればこの討伐も、イクヤたちダンジョンのモンスター従業員だけでなんとか解決できたのではないかと思う。

　それをクエストという形で人間に依頼する理由は、ふたつ。

　ひとつは簡単で、彼かれらは人間と違ちがって死んでもリスポーンできないから。

　しかしもうひとつは、もっと事情が複雑だ。

　半はん獣じゆう人じんや亜あ人じん、あるいは人語を解するモンスターたち――特に姿が人間と似ている種族は、暴力的な行動をできる限り起こしたくないらしい。

　それは人間との摩ま擦さつを避さけるためであり、平和的な共存を望んでいる証しよう拠こでもある。

「なひょっ!?」

　前まえ触ぶれなしに尻しりを触さわるにも、ほどがあるだろう。

　これはまた、思いきりぬるぬるのヤツが来たものだ。

「ちょっとぉ、マコウくぅーん。クエストに行くならぁ、ひと声かけてよぉ」

　聞き覚えのある声にふり返ると、案の定エキドナだった。

　前よりはスケスケ度数の低い服だが、ネデルカたちには刺し激げきが強すぎるだろう。

「マコーさぁ。あたしも、だいたいのことには驚おどろかなくなったけど」

「あー、みんなは初めてだったな。これが例のハーレム・ダンジョンを仕切っている、半はん蛇じやのモン娘エキドナ。この防具をくれたというか、前の防具を割った張本人だ」

「どうもぉ。はじめまして、エキドナでぇす」

　誰にでもクネクネとポーズを取るのな。

　それってもう、習性なんだな。

「エキドナ!?　まさかあの、モンスターの母っていう!?」

「なんで知ってるの？」

「知ってるもなにも……ケルベロス、ヒュドラ、キマイラ、スフィンクスなどなど――有名処どころのモンスターって、だいたいこの人の子供でしょ？」

「そうなの!?」

　前の世界では「ロリババア」や「ロリ人妻」はフツーにありというのが一いつ般ぱん的てきな常識で、もちろん「ロリ母」も全然ありだった。

　接頭語としての「ロリ」を拡大解かい釈しやくするなら「ロリ多産」という新しいカテゴリーもありかもしれないが、どうも「ロリ母」とはニュアンスが違ってくるような気もする。

「いい加減、マコーのシュミにも呆あきれるわ……次は人妻っていうかその上位互ご換かんっていうか？　ほんと分わけ隔へだてなく、なんでもウェルカムだよね」

　みんな、そんなに落らく胆たんしないで？

　エロいことはされたけど、オレからはしてないよ？

「ほらぁ、なんかみんなに誤解されたじゃないか。なにしに来たんだよ」

「聞いたよぉ？　アタシらのために、移転先を掃そう除じしてくれるんだってぇ？」

「結果としてそうなるだけで、それが目的じゃないけどな」

「だからぁ。その防具の性能を上げるために、チャージをしに来たのぉ」

「なにそれ」

「もぉ。アタシの話、聞いてなかったでしょお。それはぬるぬるエキスが切れると、ただのスーツだって言ったでしょお？」

「ってことは、体がぐにょんと伸のびるのは」

「エキスのおかげなのぉ。それなしでクエストに行く気ぃ？」

「……なんだよ、そのエキスって」

「入れてくぅ？」

　チロチロと出されたイヤラシげな舌が、かなり不安を煽あおるのだが。

　正直あの性能なしでは、不安なのも事実だ。

「じゃあ……チャージしてくれ」

「りょ」

　背後から抱だきついてきたエキドナが、ぬるぬると体中を手でまさぐる。

　ほんのり生ぬるくていい匂いが全身を包つつみ込み、危険なパッションが湧わき上あがる。

　それでもお構いなしにぬるぬると全身に絡からみつく、エキドナの下半身。

「待て待て、待て！　これの、どこがなにを『チャージ』してるんだよ！」

「高まってきたでしょお？」

「別の意味でな！」

「それよ、それ」

　ダンジョンの道ばたでスケスケの服を着た半蛇に体中をまさぐられ、さすがに歓楽街とはいえ視線を集めまくっている。

　ネデルカたちなど、すでに他人のフリをする始末だ。

「ちょ――待ってくれ、みんな！　おいてかないでくれって！」

「いいよー。先に行ってるから、ごゆっくりー」

「ほらほら、動かないでぇ。うまく吸えないでしょお？」

「アッ――どこに吸いついてんだよ！　チャージするんじゃないのかよ！」

「これはふたりの共同作業なのぉ」

　全身にみなぎってくる不思議なパワーを感じるものの、なにか心の大切なものを吸われている気がしてならない。

　あと、体の局所的に限界を感じる。

「ＯＫ！　もういいから！　十分だから、いろいろムリだから！」

「そう？　まだ足りない気がするけどぉ……ペリュトンなら、これぐらいでいいかぁ」

　ちゅぽん、と変な音がして体を離された。

　なんというか、爆ばく発はつしそうなマグマを体内に感じる。

「ふぉぉぉぉ……なんぞこれ」

「よーし、行ってらっしゃあい。がんばって来てねぇ」

　背中をポンと押されて、置いて行かれたみんなの後を追った。

　気のせいか、体に澱よどんだなにかが筋肉の隅すみ々ずみまで行いき渡った感じがする。

　普通の防具に付いているパワー補正とは、まったく別次元のものだ。

「うぉーいっ！　待ってくれよ、みんなァッ！」

「エロいことぜんぶ済ませて、スッキリして来た？」

「違うんだよ！　やっぱこの防具、いい感じなんだわ！」

「エキドナのエロ・テクニックが、いい感じなんじゃないの？」

「なんでも割り切れるマコりんは、オトナですっけのう」

「……わたしにも、できそう？」

　そんな冷たい視線を浴びながら、地下２階の端はしまで歩いて来ると。

　そこに口を開けていたのは、巨きよ大だいな螺ら旋せん階段だった。

　ゆるりとそれを回りながら降りた先が、クエストの目的地である地下３階。

　しかしそこには、行きつけの歓楽街階層フロアとはまったく違う、身構えるほどの光景が広がっていた。

「なんだこれ、廃はい墟きよか？」

「あたし的には、討伐クエストっぽい雰囲気だと思うけどね」

「市街戦になるですけかの」

「換かん気き、悪いね」

　天てん井じようがとても高くて広大な地下３階は、煙けむりこそ燻くすぶっていないが戦争で荒あれ果はてた町のような姿をさらしていた。

　わずかに残った街路灯も蓄光虫の管理をされていないせいで、パタパタ点てん滅めつしている。

　確かに賑にぎやかだった面おも影かげは残っているものの、今では人の気配もない。

　いや、奇き妙みような獣の鳴き声が微かすかに響いた。

　最初に反応したのはピオナで、建物の屋根や薄うす暗ぐらい路地をキョロキョロしている。

「リーダー、ヤバいですてよ。すでに、囲まれてるすけや」

「えっ!?　どこ!?」

「シッ。まだテリトリーに踏み込んでないので大丈夫ですけが、とりあえずこっちへ」

　妙に迅じん速そくだが足音は控ひかえめに、ピオナが近くの廃はい屋おくへと誘ゆう導どうしてくれた。

　そしてサッと後ろを確かく認にんすると、胸むな元もとから地図を広げてネデルカに差し出した。

「これ、この階層のマップですて」

「ちょっと。こんなもの、どこで!?」

「まぁ、それなりのルートがありますっけ。あっ、明かりはコレで」

　ぽいっと渡されたライトはほんのり赤く光る珍めずらしいヤツだったが、ピオナは気にもせず双そう眼がん鏡きようで外の様子を確認している。

「なんだか今日は妙に頼もしいな、ピオナ」

「マコりん。ペリュトンをナメてると、痛い目を見ますっけよ」

「けど、鳥なんだろ？」

「鳥の胴どう体たいに鹿しかの頭と後うしろ脚あしが付いた、凶きよう悪あくなモンスターですぞ？」

「鹿で鳥……穏やかな草食動物っぽいけど」

「鹿は鹿でも凶きよう暴ぼうなヘラジカで、鳥の部分はワシですて」

　うーん、前の世界で言うところの奈な良らや広島の鹿とは違うのか。

　ワシの爪つめって、聞いただけで防具が引ひき裂さかれそうだしなぁ。

「不思議なモンスターがいるもんだな。ネデルカは知ってたのか？」

「相変わらずマコーって、驚くほど他人ひと事ごとだよね」

「まぁ鹿でも鳥でも、ピオナがパーンて撃うってくれりゃあ」

「どうですけかのぅ……あいつら、群れてるですけから」

　珍しく渋い顔をしたピオナの返事は、歯切れが悪かった。

　最近はどちらかというと、兵士ではなく猟りよう師しになっているというのに。

「連射でイッちゃうからか？」

「違うすけよ。基本的に、動いてる動物には弾たまがなかなか当たらんとですよ」

「この前、牛は倒してたじゃん」

「今度は鳥ですぞ？　上下左右に動きますぞ？」

「あー、上下なぁ」

「散さん弾だんは持ってきたですけが、同時に何体も飛んで来られては……それにあいつら地面に降りても、あの凶悪なヘラジカの角を向けて鹿の脚で突とつ進しんして来ますぞ？」

「……そうなん？」

「しかも集団で」

「う、うーん……？　もしかして、今さらで申し訳ないけど……これってヤバくない？」

　口を開けたみんなの顔に「お前はなにを言っているんだ」と書いてあった。

　よく分かってないフレンズだと思っていた、マリエラ姐ねえさんにまでだ。

「あのさぁ、マコー。だからイクヤさんたちは、３００万も払ってくれるんでしょ？」

「いや、そうだけど……みんな、それを承知で受けたの？」

　あぁっ、また「バカじゃなかろうか」みたいな顔された。

　けっこう軽い夜の感じで受けたのは、金銭感覚がマヒした証拠だろうか。

　ヤダなぁ、ハイリスク・ハイリターンだったのかよ。

「てことは当然、ペリュトンの一番やっかいな性質も知らないよね」

「もちろんだ」

「お願いだから、自信満々に言うのはやめて。あいつらの影かげってなぜか人間の形をしてるんだけど、その影が人間の命を奪うばうと元の鳥の形に戻もどるの」

「へー。けどオレらはさ、もし死んでも境界裂孔ハイエイタスから」

「ムリ。命がその影に吸われて姿を変えるらしいから、厳密には境界裂孔ハイエイタスにすら行けないのは覚えておいてね」

「なッ――」

「フェアリー商会も、ペリュトンを手なずけるとは考えたものよね。借金を返さないヤツの命だけ奪ってもいいなんて、どうやって仕込んだんだろう」

　そりゃあ毎月、確実に取り立てに行くよな。

　オレがペリュトンでも、マンツーマンで見張るよ。

　なんだったら借金を返すなって祈いのるけど、それ以前に借金鳥とりというセンスに涙なみだを禁じ得ないな。

「え、じゃあさ。オレらは借金してないから、別に狙ねらわれ」

「遠えん慮りよなしに、命を狙いに来るでしょうね」

　だよねー、甘あまいよねー。

　わかったよみんな、オレがバカでしたよ。

「そんなことより、リーダー。ヤツらの分布ですけどもな――」

　シャシャッ、とマップに丸印を付けて行くピオナだが。

　おいおい、マップの全域が赤丸で埋うまっていくぞ？

「――ここらは屋上に、ここは路地に……あと、こことここに散ってる集団がいて」

「えっ、いないとこは!?」

「見えた範はん囲いでは、今いる手前のこの建物周囲だけですっけの」

「何体いるのよ……」

「ゼロにせずとも、群れの形態を維い持じできなくなるぐらいまで減らせば」

「どうやって？」

　ふふん、と自信ありそうにピオナが胸を張った。

　おっぱい、あるなぁ。

「安全にかつ確実に仕留めるなら、罠わな猟りようですっけ」

「ワナ!?　いやその前に、なんで罠『猟』なんだよ」

「猪いのししや鹿をワナで仕留めるのは、猟師の基本ですぞ？　だいたい街中で銃じゆう器きの使用は厳禁ですしの。もちろん鳥にワナは禁止ですけども『半分だけ鳥のヤツには適応されない』と、猟りよう友ゆう会かいにはちゃんと確認済みですけからご安心を」

　猟友会って、ピオナはいつ入ったんだろうか。

　ていうかこれ、討伐じゃなくて猟なの？

　他にもいろいろ突っ込みたいことはあるが、今は頼みの綱つなだからそのあたりには触ふれないでおくことにした。

　ネデルカと姐さんも、やる気満々だし。

「いいじゃないピオナ、それでいきましょう」

「実はマリ姐に、特とく殊しゆな『エサ』を準備してもらっててですの」

「これ、Ｐ・ピラ」

　姐さんがスカートの中から取りだしたビンには、赤い木の実がたくさん入っていた。

　そう、やはりスカートの中からだ。

　色んな意味を込めて、もの凄くその中を覗のぞいてみたい。

「さんきゅー。ペリュトンが主食にしてる木の実に擬ぎ態たいして、食われて胞ほう子しを運ばせるタイプのキノコらしいですっけ」

「……ふふっ、自然の摂せつ理り」

「ヤツらは攻こう撃げき中でもエサがあれば拾う習性があるですけから、今回はそれに毒キノコのエキスを混ぜてもらってるすけ。食ってもダウン、食わなくてもワナでダウン」

　さすが完全ミリタリー仕様のピオナ。

　親指を立てて首元カットからの、指先ひとつでダウンのキメポーズだ。

「カンペキじゃないの。それであたしたちは、どうすればいい？」

　ピオナは赤丸だらけのマップに、さらに△と×印を加えていく。

　あーもう、真っ赤っかだよ。

「罠はこの△印に仕し掛かけますけに、マリ姐はここでエサの仕込みと退たい避ひ時の煙幕スモークを作ってて欲しいすけや」

「りょ」

「リーダーとマコりんはこの×印で、ヤツらの気を引いててもらえれば」

「ちょちょ、オレも!?」

「ご安心を。頭は鹿でも、体は鳥。ヘビ柄がらが見えれば、間違いなく食いつきますてよ」

「オレはぜんぜん安心できないぞ！」

「安心しなよ。マコーはあたしが、死んでも守るから」

「それはそれで安心できないだろ!?」

「ではリーダー。戦意高こう揚ようのため、例のゴーレーを」

　それを受けたネデルカは意い気き揚よう々ようと立ち上がり、背中の双そう剣けんを抜ばつ刀とうした。

　ピオナは意外とオトナで、キメの大事な場面はリーダーに譲ゆずるのだ。

「それではこれより【アージェント・デザイアー作戦】を開始します！」

「おーっ！」

「りょ」

　なんだよその作戦名は、と突っ込む暇ひまもなく。

　ネデルカに引きずられて、最初の×印へと向かわされた。

「待て待て、心の準備が――うぉっ！　さっそくキタ！」

　すぐに建物の屋上から、複数の影が奇き声せいと共に降り注いでくる。

　それは人が乗れるほどの猛もう禽きん類るいに見えて、その頭は俗ぞく悪あくなヘラジカ。

　四よつ脚の方がバランスは良さそうなものだが、あえて後ろ脚だけというシルエット。

　ピオナの言ったとおり、ネデルカではなくこのヘビ柄防具に向かって一直線だ。

「あたしが相手よ！」

　斬きりかかったネデルカに反応して、その大きな羽でひらりと減速ターン。

　ネデルカの双剣もそうだが、骨のハンマーを構えたところで当たりそうにもない。

　ペリュトンが空を飛んでいる限り、完全に囮おとりになるしか道はないのだ。

「危なっ！」

「マコーッ！　ボーッとしないで！」

　爪を広げて上空から襲われるのは、前回のワイバーンで少しは慣れたつもりだった。

　しかし、それはあくまでも大おお楯たてがあってのこと。

　素材が骨だからとか以前に、ハンマーだけではなんともならない。

「ふぉうあッ！」

　振ふり上げたハンマーは脚にすら当たらず、勢いだけで空から振ぶり。

　ペリュトンのヘラジカ頭が、距きよ離りを取った中空で見下している始末だ。

「マコーッ、もう１体ッ！」

「えあぁっ!?」

　バサーッ、と上空をかすめたワシの大爪。

　ヘビ柄スーツ防具のぐにょんとした歪ゆがみモーションで、ギリギリかわすのが精せい一いつ杯ぱい。

　気づけば頭上でバサバサとホバリングしながら、ヘラジカ頭がいつ噛かみつこうかと隙すきをうかがっている。

　その数、５体。

　これはもう空からのイジメというか、リンチ。

　えっ、待って！

　もう５体に増えたの!?

「マコーッ！　次のポイントに移動するよ！」

「ちょまっ――あぶッ！　いよァッ！」

　言葉もろくに出ないまま頭を下げて、次の×ポイントへ駆かけ出だしたものの。

　とうぜん５体はついてくる。

　着いた先のポイントでは、２体のペリュトンが路地裏から飛び出してきた。

　これで合わせて７体と、増える一方だ。

「痛いつたァ――っぶねッ、角がかすってるし！」

　闘とう牛ぎゆう士し顔負けの反応でかわせたのは、この防具のおかげだと思っていたのだが。

　ぬるんと防具が凹くぼんだから刺ささらなかっただけで、本来いまごろ境界裂孔ハイエイタス――いや、そこにも行けずにペリュトンの影になっているところだ。

「せぁッ！」

　ネデルカは、ターゲットが低ければなんとか反応できている。

　バキンと音を立てて折れた、金持ちが壁かべに掛かけたがるほどの見事な角。

　そう、１体ならば。

「ネデルカッ！」

「クッ――」

　背後から低空で飛んで来たペリュトンに、ハンマーを振るも届かない。

　振り向むきざまのネデルカも、双剣は間に合いそうにない。

「なんか知らんけど、なんとかしてくれやァァァァッ！」

　ぐにょん、とまた体が伸びて。

　さすがのペリュトンも、その異常な距離感には戸と惑まどったらしい。

　はじめてまともにハンマーが当たったが、鳥のもも肉部位でボヨンとしただけ。

　警けい戒かいをしたのかペリュトンの輪は少し離れたが、いまだに１体も倒していない。

　まだまだ×ポイントは残っているのに、この後も増え続けるかと思うと気が滅め入いる。

「サンキュー、マコーッ！」

「もうムリッ！　ぜんぜん減らないし！」

「ピオナを信じて耐たえようよ！」

「限界じゃね!?」

「だってあたしらが退いたら、ピオナは単独なんだよ!?」

「けどオレらの武器、届かないし――」

　あ、待てよ？

　届くんじゃね？

　バサバサーッ、と飛来するヘラジカの角をかわしながらネデルカと背中合わせになり。

「ネデルカ、オレを振り回まわせ！」

「ハァ!?　なにそれ、思わせぶりな感じのこと言えばいいの!?」

「なんでだよ！　この防具の尻尾しつぽを握にぎって、オレを振り回せってのッ！」

「えーっ、その防具って触るとヌルッとするし」

「いいから、早くッ！」

「もーっ、わけわかんない――とりゃあっ！」

　ぐにっと防具の尻尾を掴つかまれると、わりと気持ちよくて動どう揺ようした。

　違う違う、そうじゃなくて。

「うほわぁ――ッ！」

　急激な遠心力と共に顔へ血が集まるが、これに耐えながら握ったハンマーを振る。

　もちろんペリュトンはこれを余よ裕ゆうでかわすが、そこで発動。

「伸びろやァッ！」

　ぐにょんと体が伸びて、リーチも伸びる。

　ハンマー＋身長＋体が伸びた分。

　ペリュトンの真ん中へ体重＋遠心力のかかったハンマーが直ちよく撃げきすると、さすがの俗ぞく悪あく怪かい鳥ちようもたまらず地面に落ちていく。

　ヘラジカ頭とワシ爪は凶きよう器きだが、その側面はガラ空きとなる。

　そしてそこは、ムネ肉とモモ肉の間――ちょうど心臓ハツのあるあたりだ。

　いいね、これ。

　ハンマーを持ったオレを、さらにハンマーのように振る作戦。

　名付けて――

「あっ！　落ちたな、このやろーっ！」

「待てネデァ――」

　落ちてきたペリュトンにとどめを刺したいのはわかるけど、いま手を離すとだな。

　ぴゅーっと飛んで行くしかないので、ついでにもう１体を狙ってみる。

　なにこの、ムロフシ・アタック。

　いいアイデアだけど、着地がうまくできそうにないのは問題だぞ。

「――いでァッ！」

　建物の壁に激げき突とつして、地面に叩たたきつけられた。

　非常に自じ虐ぎやく的てきだが、今までより効果があるのも事実。

　だが、とても辛つらい。

「マコーッ！　もう一発！」

「ちょま」

「ふんっ！」

　回る景色と、血の集まった頭。

　それに負けないようペリュトンを素す速ばやく見定め、ハンマーを振った。

　ネデルカの狙いが鋭するどいおかげで、わりと当たるのが怖い。

「くっそッ――伸びろやァァァッ！」

　ぐにょんと体がさらに伸びて、もう１体にハンマーを叩きつける。

　待て、ネデルカ！

　なんか回転が多いぞ！

「ふんふんッ、ふ――――――んッ！」

　さすがにハンマーを持ったヘビ柄の人間を振り回されては、ペリュトンも近づけない。

　牽けん制せいする間合いも広く、それはとても有効なのだが。

　そのあと手を離すなって！

　ムロフシ・アタック、けっこう辛いんだって！

「――ぐはぁッ！」

　前後不覚に平へい衡こう感覚を失ったまま、砂すな煙けむりを上げて地面をスライディング。

　遠心力で白目の小さい血管、ちょっと切れたんじゃないか!?

　おえっ……キモチ悪くて、立てない。

　痛い……体の筋肉という筋肉が、張はり裂けそうだ。

「マコーッ、ハンマーってキモチいいね！」

　地面を舐なめていると、駆け寄よってきたネデルカの編み上げブーツが目に入った。

　やめて、ちょっと休ませて。

「……キモチ、わるい」

「大だい丈じよう夫ぶ、任せて！　あたしが次の×ポイントまで、引っぱっていくから！」

「ちが――」

　ふたたび尻尾を引っぱられ、ついでに何度か振り回されながら。
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　見事にペリュトンを近づけないまま、引きつけることに成功はしたけれど。

　ダメよ、世界の男子たち。

　女に振り回されちゃ、絶対ダメ。

　心も体も、ボロボロになるからね。

「リーダー、マコりん！　ＯＫですてよ！」

　心身共に限界が近づいた頃ころ、救いの声が響ひびいた。

　オレ、がんばったよピオナ。

　テキトーに飲んでただけの人生に、お別れできたと思う。

「……そ、そうか……よか」

「ピオナ、危ないっ！」

「――ふぐァッ！」

　もうＯＫって言われただろ!?

　それ、楽しんでるだけだろ!?

「で、この後はどうすればいいの!?」

「ワナを寝ねかせるので、一時どこかへ身を隠かくすですけや！」

「了りよう解かい！　マリエラ、集合して！」

「ほれ、マコりん！　起きるですけっ！」

「ムリ……全然、ムリ」

　すててーっ、と駆け寄ってきたマリエラ姐さんだけが心配してくれている。

　優やさしいね、姐さん。

　ついでになんか、太ももから回復系を出してくれないかな。

「マコウ、大丈夫？」

「体が……バキバキで、動け……」

「これ食べて」

　あーっ、くそっ！

　目が回って、フレアスカートの中が見えなかったよ！

　そっと肩かたに手を回して、キノコを口に入れてくれた姐さん。

　振り回されたあとに優しくされると、すぐ心が折れる人の気持ち。

　今ならわかる気がする、もぐもく。

「……なに、これ」

「ムキムキノコ。菌きん糸しが一時的に筋肉へ入り込んで、筋きん繊せん維いを補強してムキムキになる。逃にげるまでの緊急」

「入り込む!?　ってそれ、アッ――」

　熱いっ、体中が熱い！

　特になんか、股こ間かんが熱い！

　なんだよ、股間に筋肉なんてないだろ!?

　姐さん、熱いよ姐さぁぁぁんっ！

　と同時に、今までの疲ひ労ろうと頭のボンヤリが一気に吹ふき飛とんだ。

　痛くて動かせなかった鉛なまりのような体は、バネ仕掛けで跳はね起おきる。

　今から全ぜん裸らでみんなにプロポーズできるぐらいの、衝しよう動どうが抑おさえられない。

「オレ今日から、真しん剣けんにみんなのこと養うわ！　全力で愛とかいろいろ注ぐから、みんなも全力でオレのこと愛してくれよなァ！」

「ほれ、マコりん！　あいつらがワナにかかるまで避ひ難なんするすけ！」

「ピオナ！　どうやらオレの方が、おまえのワナにかかったらしいぞ！」

「バカなこと言ってないで走るですて！　援護カバーしまするに！」

　今まで温存していたライフルの安全装置をはずし、ピオナは追ってくるペリュトンに向かって容よう赦しやなく撃ちまくっていた。

　街中では発はつ砲ぽうできない猟師のルールは、どこにいったよ。

「来たぞ、ピオナァァァァッ！」

「おほっ、おほぉおっ――ふぁぁっ！」

　乱射で建物は弾はじけ、結果として威い嚇かくには成功しているものの。

　やはり顔を紅潮させてのけぞり、ハァハァし始めるピオナ。

　少しは狙ったらどうだねと冷静に状じよう況きようは把は握あくできているのに、なぜか全身の筋肉と股間を駆け巡めぐるアツい血潮が脳の使われていない場所を活性化してくる。

　言わずにはいられない、この衝動。

「いいぞ、ピオナァッ！　セクシィィィ、ショウタ――――――イムッ！」

　あぁ、なぜこんなにも迷めい彩さいミニスカポリスのアヘ顔はエロいんだろう。

　そう、ぱんつってスカートの奥おくにチラッと見えるから意味があるんだよね。

　Ｏｈ、ピオナの震ふるえる巨乳ってまじサイコーじゃないかよ。

「ちょっと、マコー!?　起きたのはいいけど大丈夫!?　走れるの!?」

「ネデルカァッ！　なぁ、オレのこと踏ふんでくれないかァ!?　じっと見下しながら蔑さげすんで、ゆっくりジリジリとその編み上げブーツで踏んでくれないかァ！」

　ちょ、これホントに筋肉だけに作用してる!?

　すっごい頭が冴さえて、すっごいエロいこと考え出したんだけど!?

「あとでゆっくり踏むから、今は走って！」

　待ってくれ、そこは断ってくれ！

　姐さん、これホントに大丈夫なキノコか!?

「マコウ……わたしは？」

「姐さんには絶対その太ももで顔を挟はさんで欲ほしい！　できれば馬乗りになって、ニーハイの部分で息苦しいほどに挟んで欲しい！」

「い、いいよ……」

　誰だれか助けて！

　正しくありたい自分が、消えていく気がする！

　それともこれが、オレの在るべき姿なのかァ！

「もうっ！　マコーはアレになっちゃったから、あたしが担かついで行くね！」

「うぉぉぉぉっ！　オレを抱きしめてくれぇぇぇ！」

「逃げるですてよ！　マリ姐っ、煙幕スモーク！」

「はいよ」

　ぼわん、となにやら白い煙けむりに巻まかれながら。

　そのまま記き憶おくはなくなったけど、どうやらどこかの建物へ逃げ込めたらしい。




　しかしこれ、なんかキモチいいキノコだなぁ。

　羞しゆう恥ち心しんとか心の鎖くさりとか、全部吹っ飛んでいくもんなぁ。
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　どれぐらい意識を失っていたのか。

　気づくと廃屋の中で、仰あお向むけに横たわっていた。

　ネデルカに股間をぐにぐに踏まれながら。

「んなッ!?」

「あ、目が覚めた？」

「ちょ、なんでそこ踏んでんの!?」

「なにって。踏まなきゃ暴れて、静かにしなかったでしょうよ」

　だとしても実行するなよな！

　挙げ句に、ピオナにまでヤレヤレな顔をされている。

　待ってくれ、なぜ姐さんは頬ほおを赤くしてモジモジしてるんだ。

「なんかオレ……ピオナや姐さんにも、粗そ相そうをしてしまったとか…」

「いや。マコりんは、ぱんつ覗かせたら穏おだやかに仏みたいな顔して寝たすけよ？」

「覗いた!?　オレが!?」

「……挟んだ」

「挟んだ!?　姐さんがドコでナニを!?」

　なんてことだ、なんにも覚えてないぞ！

　マコウ・エルフィラリ、一生の不覚！

「それで、マコーの方は起きられるの？」

「あのキノコのおかげか防具のおかげか、心も体も賢けん者じやのようにスッキリしてるけど……ペリュトンの群れはどうなったんだ？」

「ピオナが呼んでくれた猟師仲間さんたちに、解体してもらってるよ」

「猟師……解体!?」

「マコりん、ペリュトンは立派なジビエですぞ。すぐに血ち抜ぬきをしないと」

「うえっ!?　猟師ってアレを食うの!?」
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「なにを言う。マコりんも毎日、食ってたですけや」

　なんてことだ、ピオナが山から持ち帰っていた「肉」はペリュトンだったのか。

　ああ見えて、わりと旨うまいんだな。

　複雑な気持ちでいると、ＴＨＥ猟師のオッサンたちがワラワラと廃屋にやってきた。

　ピオナの交友関係も、かなりスゲーな。

「ピオナちゃーん、だいたい終わったよー」

「あ、助かりましたっけや」

「ほんとに全部、もらっていいの？」

「どぞどぞ、いつもお世話になってるすけに」

「いいですかね、リーダーさん。いただいちゃっても」

「もちろんじゃないですか。ありがとうございました」

「じゃあ注文通り、４体だけ生かしておきましたから」

　それだけ言うと、猟師のオッサンたちは木箱を目め一いつ杯ぱい積んだ荷車と共に去っていった。

　なぜ４体だけ残したのか、嫌いやな予感が走る。

「残したペリュトン……まさかひとり１体、食うのか？」

「違ちがうよ。飼い主のところに、連れてってもらうの」

「えっ、なんで？　もういいじゃん。この階のペリュトン、全部倒たおしたんだろ？」

「それじゃダメに決まってんでしょ」

「なんでだよ」

「なんでなんでって、３歳さい児なの？　飼い主のフェアリー商会を倒さない限り、どうせまたペリュトンを集めてくるんだから」

「あー、まぁ……そうだけども」

「こんなのはね、組織の末まつ端たん。幹部クラスを潰つぶさないと、イタチごっこになるでしょ」

　刑けい事じかよ。

「それにね、あたしたちの信用問題でもあるの。あのパーティーに頼たのんでも解決しないなんてナメられたら、この世界じゃ生きていけないからね」

　マフィアかよ。

「だいたい、マコー。フェアリー商会の本体をやっつけないと、羊キャバ嬢じようたちの借金は消えないでしょうよ」

「アリーヌちゃんたちに、ずいぶん肩かた入いれするんだな」

「あたりまえでしょ！　同じ女子としてね！」

　同じ借金を作った者同士として、のような気もするが。

「で？　どうやって、その飼い主のとこまで連れてってもらうんだよ」

「ツノにつかまって飛んで行くらしいよ」

「あの凶暴なヤツに!?」

「乗れるんでしょ？　ピオナ」

　いつの間にかピオナが廃屋の入口まで、口くち輪わをはめたペリュトン４体をヒモで引っぱって来ていた。

　猟師だけでなく、牧ぼく畜ちくもイケそうな雰ふん囲い気きだ。

「大丈夫ですけ。危ないのは、噛みつきと爪だけですけに」

「……イヤだなぁ」

「いいから、ブーブー言わないの。あたし一度、空を飛んでみたかったんだよねー」

「そんな理由？　姐さんはＯＫなの？」

「空飛ぶキノコ」

　飛ぶ気らしい。

　すでにみんな目を輝かがやかせてペリュトンの角を掴み、どこかの有名ＲＰＧみたいに跨またがっているのには驚おどろく。

　あんなに愛あい嬌きようのある、黄色い鳥じゃないのに。

「ほら。マコーも、はやく」

「マジかよ……」

　座すわり心地ごこちの悪いペリュトンの背に跨がってみると、羽が硬かたくてゴリゴリしている。

　もう少しふんわりしてくれよと思っていると、ネデルカが意気揚々と声を上げた。

「さあっ！　いっちょ悪徳詐さ欺ぎ商会を、ツブしに行きますか！」

「リーダー、角はしっかり掴んでおくですてよ！」

「フライング・マッシュルーム」

　みんなが前ぜん傾けい姿勢でペリュトンの角を掴むと、ピオナが一発パァーンと銃じゆうを撃った。

　と同時に、もの凄すごい勢いで加速し始めたペリュトン。

「ちょまっ――」

　ごうっと風を切りながら、地下３階の廃はい墟きよを駆け抜ぬけていく。

　急加速、急カーブ、再加速からの減速ターン。

　目の前をめまぐるしく、壁や天てん井じようがかすめていった。

「ちょちょ、ぶつかるァッて！」

　一直線に壁を目指していたペリュトンが、垂直急きゆう上じよう昇しようを始める。

　滑かつ空くうしていた翼つばさが急にバッサバッサと羽ばたき始めると、引きはがされないようにしがみつくのが精一杯だ。

「なァァァァァッ！　天井、天井ッ！」

　前を行くペリュトンたちは一列になり、体長ギリギリの穴に吸い込まれていった。

　自然の穴か、換かん気き口こうか。

　歓かん楽らく街がいの階層を通らず、ペリュトンはここから地下３階に入り込んだのだろう。

　中は真っ暗でなにも見えないうえに、急激に振られて横方向のＧが襲おそってくる。

　間ま違ちがって手を離はなせば岩いわ肌はだで体中がザクザクになった挙げ句、ゴロンゴロンとダンジョンを転がり落ちていくだろう。

　そんな痛いのは、絶対イヤ。

　ありったけの力で角を握る以外は、目をつぶって考えないようにしていると。

　スカッと空間が広がり、眩まぶしい光をまぶたに感じた。

「――抜けたか!?」

「見て見て、マコーっ！　人が虫ケラみたいに小さいよーっ！」

「おひょーっ、踏みつぶしても気づかないレベルですっけなぁ！」

「ふふ……菌糸」

　他に表現はないものかと考えている間も、ペリュトンはどんどん風を切って進む。

　確かに、空を飛ぶのはキモチいい。

　境界裂孔ハイエイタスから落ちるのとは大おお違ちがいだなとボンヤリしていると、かなり遠方にあるうっそうと茂しげった森に向かってペリュトンが下降を始めた。

　えっ、もうちょっと減速しないのか？

「痛た――たたたたたっ！」

　木の枝をシャワーのように問答無用で浴びながら、乱暴に着地するペリュトン。

　ほんと、雑な生き物だよな。

「さぁ、いよいよね。この森に、フェアリー商会のボスが隠れてるんでしょ？」

　手た綱づなを握ったまま颯さつ爽そうと森に降り立ったネデルカだが、いつから対ボス戦だと勘かん違ちがいしたのだろうか。

　人の倍ぐらいゲームを楽しめそうな性格が、とても羨うらやましい。

　しかしピオナまでライフルにガシャンと力強くマガジンを装そう填てんし、腰こし回まわりに付けた装備を確かく認にんした挙げ句、ホルスターに差したサブの拳けん銃じゆうまで入念にチェックしている。

　怖こわいのは無表情の姐ねえさんで、お気に入りのメカニカル・キノコ・スティックに黙だまってシュコンシュコンと謎なぞの粉を詰つめ続けている。

「ねぇ、ピオナ。これだけ飼い慣らされてるんだから、飼い主のところに戻るよね？」

「大丈夫すけや。リーダーも来きたる強敵に向けて、準備しとくですてよ」

「そうね、なにせボスだから……マリエラも準備は大丈夫？」

「ふふ、なぎ払はらう」

　だから、勘違いしてるようだけどさ。

　別に次は、ボス戦じゃないからね？

　このあたり一帯の森を、腐ふ葉よう土どに変えたりしないでね？

　そうこうしているうちに、うっそうと茂っていた木々が少し途と切ぎれた。

　穏やかな日の差す開けた場所に、１本の巨きよ木ぼくが雄お々おしく立っているのが見える。

　その隣となりにはひとり暮らし用のログハウスがあり、軒のき先さきにはロッキングチェアまである。

　まわりは花か壇だんや家庭菜園に覆おおわれ、こっちの方がスローライフじゃなかろうかと思うぐらいカントリー・テイスト全開。

　言うならば「穏やかな森の象しよう徴ちよう」であり、まったく邪じや気きも禍まが々まがしさもなかった。

「……ホントにここ、フェアリー商会の幹部がいる場所なんだろうな」

「だって、ペリュトンがまっすぐここへ歩いてきたんだし……森だよ？　フェアリーって言うぐらいだから、森つながりで合ってるんじゃない？」

「それ、根こん拠きよにすらなってないと思う」

「マコりん、これはアレですっけよ。昔は歴戦の強者だった兵士が今は引退して森の奥で隠いん居きよしてるけれども、いったん本気になればこの森全体がヤツの庭であり戦場と化すってヤツですて」

「ハリウッド映画かよ」

「ぜんぶ朽くち果はてさす？　果てさす？」

「落ち着いて、姐さん。ハァハァしないの」

　ホントにこんな穏やかな場所に、詐欺グループの借金取りがいるのかと思っていると。

　急に４体のペリュトンが、手綱を振り切きって小屋へと走り出した。

「――あっ、待てコラ！」

「ちょっと、マコーッ！　ハンマーはどうしたの!?」

「えっ？　あぁ、来る途と中ちゆうで落としたかな」

「もうっ、どうすんのよ!?　次はマコーだけ振り回せばいいの!?」

「できれば、自分の双剣で戦ってもらえんかね」

　ペリュトンはみな一目散にログハウスへと駆け寄っていき、その音に気づいたのか中からひとりの――って、あれは人か？




「どうしたんだい、おまえたち……」




　ドアから姿を現したのは、ライオン頭の半はん獣じゆう人じん。

　ローブっぽいのを着て杖つえまで持った姿は「ライオンの魔ま法ほう使つかい」といった雰囲気を醸かもし出しているのだが、この激しい違い和わ感かんはなんだ。

　ライオンには猛たけ々だけしい野生の王者というイメージがあるのに、どうしても虚きよ弱じやくっぽい体つきがその概がい念ねんを残念な方向にひっくり返してくる。

　二にの腕うでは細ほつそいし、頬もコケている。

　なにより、視線がキョドりすぎだろう。

　トレードマークのたてがみなどボサボサで、寝ね起おきかよと突っ込みたくなった。

　ネデルカも思いっきり自信なさそうだが、ライオン頭はもっとオドオドしている。

「あ、あんたがフェアリー商会の……ボス、ね!?」

「えっ……？」

「そう、なんでしょ……？」

「いや、別に……」

「……別に？」

「……じゃ、なくて」

　こいつ、ホントに借金取りなのか？

　あっ、ドア閉めて逃げたし！

「どど――どうしよう、マコーッ！」

「なんでオレに泣きつくんだよ！」

「あれ絶対ボスじゃないと思わない!?」

「だから、誰がボスだって言ったよ！」

「なんなの、あのライオン爺じいさん！　なんであんなに虚弱キヨジヤッカーなの!?　あれでも詐欺グループの一員なの!?」

　いちおう話の流れ的にはあれが借金取りの元もと締じめで、ペリュトンの様子からしても飼い主に違いないだろう。

　でも、あれはないなぁ。

　普ふ通つうすぎるっていうか、普通以下の半獣人ジイさんじゃないか。

　これたぶん、一方的な加重暴行になるよ。

「いやいや、マコりん。予断を許しませんですけに、ピオナらが様子を見てくるすけや」

　まだ頑かたくなにライフルをタイトに構えているピオナ。

　姐さんとアイコンタクトして、どうする気だよ。

「マリ姐、シールドよろ」

「……うしろに隠れて」

「おいおい、ふたりとも」

　ぼんっと広げたメカニカル・キノコを楯に、ジリジリとログハウスへ近づいていくマリエラ姐さんとピオナ。

　パラソルの横から銃じゆう口こうだけを出し、あくまでも臨戦態勢を解く気はない。

　本当にアレが、森で隠居しているかつての強者老兵だと信じているのだろうか。

「フラグ・アウッ！」

「なっ、ヤメ――」

　ドンッ。

　ころんとキノコ傘がさからログハウスのポーチに投げられた塊かたまりが爆ばく発はつすると、ドアが内側に弾はじけ飛んだ。

　えらく力の入った感じで、すぐにピオナが突とつ入にゆうしていく。

　そのあとから、ガスマスクをした姐さんまで駆け込んでいった。

「待て待て！　絶対やりすぎだって！」

　慌あわててネデルカと後に続くと、室内は壮そう絶ぜつというか悲ひ惨さんというか。

　姐さんのキノコ傘を楯たてにしたピオナが、力なく床ゆかに横たわる貧相なライオン爺さんに銃口を突つきつけているこの光景。

　間違いなく、加重暴行で検挙されるのはこっちだと思う。

「マコりん、忘れたですけや!?　こいつはあの凶きよう悪あくなペリュトンを、手なずけたヤツなんですっけぞ!?」

「いやまぁ、そうだけど」

　このライオン半獣人の魔法使い爺さん？

　ビビるというより、床にぐったりして――

「ちょ、おいおい！　大丈夫か!?　これ、死んでないか!?」

　思わず駆け寄って揺ゆすってみると、体中の筋肉が弛たるみきっていた。

　ただの肉にく塊かいですといわんばかりに指先までダランとして、うつろな瞳ひとみは開いたまま天井を見つめている。

「マコー……まさか、そいつ」

「そりゃないだろ!?　おいっ、頼むから返事しろってば！」




「……知らないす」




　蚊かの鳴くような声が、ライオン爺さんの口から床に漏もれ出だした。

「よしよし、死んでないぞ！　いま起こすからな！」

「知らないすから……帰ってもらえます？」

「……は？」

　まったく抵てい抗こうする気がないというか、なされるがまま揺すられるがまま。

　くてっ、と完全無む抵てい抗こうを貫つらぬく構えだ。

「なにも知らないすって」

「だから、なにを……っていうかお前、ダメージ受けてないだろ」

　あ、目を逸そらした。

　待てコラ、わりと元気じゃないか？

「おい。ペリュトンを使って、ダンジョン歓楽街で借金の回収をしてたのはお前か」

　ふぅ、と鼻から溜ため息いきをついて顔を背そむけるジジイ。

　ぜったい意識、はっきりしてるわコイツ。

「キンシ平原のダンジョンだよ、知ってるだろ？　お前が地下３階にペリュトンを」
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「……知らないす」

「こんの野や郎ろう……カンジ悪い爺さんだなぁ」

「27すけど」

「マジかよ!?　若いのかなんなのか――ビミョーだな！」

　どうにも話が噛かみ合あわずに困っていると。

　あきれ果てたネデルカが、双そう剣けんを収めてのぞき込んできた。

「こいつさぁ。頭がライオンってことは、バカトラ・グレコの弟じゃない？」

　はっ、と顔色を変えたライオン頭。

　そんな予感はしてたんだよな。

「うーん……まぁ、否定はできないけど」

「絶対そうだよ。フェアリー商会で借金の回収してるし、首から上がライオンだし」

「でもグレコはトラ頭の半獣人だぞ？　なんで弟はライオンよ」

「異母兄弟かな。ねぇ、マリエラ。弟がいるって、あいつ言ってたよね？」

「言ってた。弟は魔法使いだというのが自じ慢まん」

　いつの間にかソファーに座ってコーヒーを飲んでいた、マリエラ姐さんとピオナだが。

　さすがにそれは家のヤツに断ってからというか、勝手にくつろいじゃダメっていうか、もの凄く仲良くなってからというか。

「けど、姐さんさぁ。こいつが魔法使いってのは、見た目のことじゃないの？」

「……ホンモノゆえ、帳ちよう簿ぼを任されていると」

「なんで帳簿係よ」

「鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよ魔ま法ほう」

「魔法でぇ!?」

　嘘うそくさっ！

　誰も手が出せない、魔法使いの金庫番みたいな感じなのか!?

「ねぇ、マコー。確かグレコの時って、剣けん道どうをチートだって言い張ってたよね」

「だな」

「これってさぁ、魔法使いっていうのも――」

　ネデルカと同じようなことを考えていると、横たわったままのライオン魔法使いの爺さん（27歳）がボソリとつぶやいた。

「……いつも女、だ」

「なによ。女なら、なんなのよ」

　しかも思いっきり顔を背けただけでなく、目まで閉じてしまった。

　いちいち反応が、めんどくさい。

「……女は、露ろ出しゆつさえ増や……誰でも……チヤホヤ……思いやが……」

「え、なに？」

「ボンデージ……女王様とか……女と……かかわるのは、時間の……ムダ……だし」

「だから、なに!?」

「女……んて……どうせ……な女しか……」

「聞こえないんだけど、はっきり言ってくれる!?」

　あ、今度は耳を塞ふさいだぞ!?

　見ざる聞かざる、ってやつか!?

　なら、まさか次は!?

「なによこいつ、ハラ立つわぁ。人に偽にせのクレービング・ストーン売りつけといて――って、ちょっと！　聞いてるの!?」




「防御シールドッ！　心のマインド浄化ジヨーカーァァァァッ！」




　出た、いきなりの絶ぜつ叫きよう。

　それ以来、ピクリとも動かなくなってしまった。

「ハァ!?　まさかそれ、魔法のつもりなわけ!?　なんのエフェクトも出てない――ちょっと、あんたねぇ！　だから、こっち向きなさいって！」

「……」

「こらぁっ！　なんか言いなさいよ！」

「……」

「キィィィッ！　ハラ立つわぁぁぁっ！」

　ホントに黙り込んだよ、こいつ。

　ついに「見ざる聞かざる言わざる」の完全発動じゃないか。

　確かにこれは、鉄壁の防御魔法かもしれない。

　これをやられたら、誰でもイヤになって帰るだろう。

「まぁまぁ、ネデルカ。落ち着けよ」

「これが落ち着いて、いられますかってのッ！」

「いいじゃないか。危険がないだけ、グレコの剣道よりマシだって」

　しかし、なぜこんなに心を閉ざすのやら。

　いわゆる、コミュニケーション下手なのだろうか。

　あのグレコと違い、ずいぶん正反対に育ったものだと感心すらしてしまう。

　まぁ暴れる君ってワケじゃないなら、話し合えばいいだけだろう。

「あのさぁ」

「……」

「いいよ、話さなくて。どうせ聞こえてるんだろ？」

　意地でも耳を塞いだまま、口をへの字に曲げて横たわり続けるライオンの魔法使い。

　だだっ子か。

「おまえさー。どうせグレコと同じように『おまえはチーター』だとかって、誰かに吹き込まれたんだろ？」

　聞く耳持たずの態度はムカつくが、ぴくっと体の反応は正直だ。

「言っとくけどおまえ、ライオンだからな」

　カッと目を見開いたライオン弟だが、やはり床に横たわったまま。

　27歳にしてその顔をチーターと思い込むのもどうかと思うが、それ以上にわからないのはここからで。

「グレコのように『チーターだからチート使い』ってのは、まだシンプルでいいんだけどさ……なんでおまえは『チーターだから魔法使い』なの？」

　再びカッと目を見開く、ライオン弟。

　もういい加減、起きて話してくれ。

　ていうか、名前ぐらい名乗ってくれ。

「10年も続ければ、剣道もチートレベルの強さになるのはわかるんだ。けどさすがに、どれだけ努力しても魔法使いにはなれないんじゃ――」

　今まで横たわっていたライオン弟が、急に勢いよく飛び起きた。

「なんなんだよオマエらァ！　人のことバカにしてバカにして、バカにしてェ！」

「ちょ、落ち着いて話を」

　やめろよ、ねこパンチは。

　それは女子がやるから可愛かわいいのであって、おまえは老ふけ面ヅラのライオンだぞ？

「ぼくはチーターだ、チーターなんだよッ！」

「どう見てもライオンだから、みんなに聞いて」

「グレコ兄さんもチート使いのチーター剣けん士しで」

「それも違うから！　あいつはトラで、チートも剣道が上手うまいってだけの」

「違う違う、ぜんぶ違う！　ぼくは魔法使いなんだよ使えるんだよ今までこれで組織の帳簿を守ってきたんだよオマエらになにがわかるんだよこの世で最強の防御の魔法の使いの手の――アレなんだよォッ！」

　早口か。

　顔色が悪くなってるから、せめて息いき継つぎをしろよ。

「もう結構いい歳としなんだし、それは」

「ぼくはチーターで魔法を使えるようになった――」

「おまえ、途中で人の話を遮さえぎるのは」




「――童どう貞ていを貫いて魔法使いになった、ギヨーム様だァァァァッ！」




　あ、いや……うん？

　えっ、そう意味で魔法使いってこと？

「そう……か、そういうことなら……まぁ、いいかもしれないな」

「ハァ？　マコーまで、なに言ってんの？」

「マコりんは、この謎理論に共感できるとですか？」

「……マコウも魔法使い？」

　待って待って、みんな。

　ほら、そんな顔しないでやってよ。

　わりとあり得るんじゃないかなって、オレもまだ真しん剣けんに考えてるんだから。

　だって前の世界で、ネットに書いてあったんだよ。

　ホルモンの分ぶん泌ぴつと脳内シナプスの結合様式が変わる、とか？

　神経伝達物質の受容体レセプターの感受性が変わる、とか？

　感覚入力の閾いき値ちが変わる、とか？

　いろいろ思い出すと、床で号ごう泣きゆうしているライオン頭のギヨームにも同情してしまう。

「とはいえ、ギヨームさぁ。それ、誰に言われたんだ？」

「うっ、ぐふんっ……ぼくは、魔法……うっく、使いなんだ……ぞ」

　涙なみだと鼻水が合流してるじゃないか。

　気持ちはわかるけど、そこまで泣くなよ。

　老け顔が号泣すると、かなり痛いものがあるぞ。

「おまえもグレコも同じヤツに騙だまされて、詐欺の片棒を担がされてたんだぞ？」

「ふぐっ、えぐっ……このまま童貞で、いれば……ひっく、いずれは……ぼくも、ガンコナーさんと同じ……妖よう精せいになれるって……」

　なんだ、その新情報は。

　妖精になれるということは、妖精の国にも行けるということか？

「おいおい！　妖精って、魔法使いの上位職だったのか!?」

「なに食いついてんのよ、マコー。話がズレるでしょ」

「しかし、ネデルカ。まさか童貞を貫き続けた先には、妖精になれるという未来が」

「ないから。あと、あんた……ギヨームだっけ？」

　あ、ネデルカだと顔を背けたぞ。

　こいつ、かなり女子が苦手なんだな。

「あんたも、自信持ちなさいよね」

「……えっ？」

　ネデルカの意外な言葉に、思わずギヨームと一いつ緒しよに驚いてしまった。

　これまでの話を聞いたうえで、それはまさかの発言だ。

「ちゃんと髪かみを切ってさ。小ぎれいな防具でも着てれば、それなりに見えるもんだから」

「そ、そんなことしても……ぼくは、兄さんと違って……運動も苦手、だし……」

　ここで意外にも、話に加わったのはピオナだった。

「剣道なんかより、ペリュトンを飼い慣らす方が凄くないですけや？」

「……えっ？」

「あれ、どうやったですと？」

「あれは、ただ……話しかけただけ、だし……」

　あの鹿しか鳥どりと会話できるのかよ！

　それって魔法と同じぐらい凄くないか!?

「それに……キノコと木の実で、簡単に……」

　ああっ、姐さんまで身を乗り出してきた！

　そうですよね、森といえばキノコですよね！

「キノコ？」

「……えっ？」

「キノコ、ヤるの？」

「ヤるっていうか……まぁ、ずっと森に……住んでるから」

「いいね」

　キノコをヤる、という動詞の意味はわからないが。

　ともかくさっきまで号泣していたギヨームは、落ち着いて話ができるようになった。

　やはり、基本的にはいいヤツなのだろう。

「ほらな、ギヨーム。グレコもそうだったけど、おまえら基本的にお人ひと好よしなだけなんだよ。そこにつけ込んだ……なんだっけ」

「ボスの、妖精ガンコナーさん」

「そう、それ。そいつに利用されてただけだから」

　しょぼくれたライオン顔を悲しそうに歪ゆがめて、ギヨームはうつむいた。

　ひとり群れから離れて死に場所を探す、深い傷を負った孤こ独どくなライオンも同情するレベルの落ち込みようだ。

　これがダンジョン歓楽街のモン娘むすたちに偽のクレービング・ストーンを売りつけていた詐欺グループの一員――しかも帳簿の管理まで任されていた幹部だと言っても、誰だれも信じないだろう。

「ぼくは、なんてことを……」

「済んだことはいいんだ。みんなの借金をチャラにして、払った頭金を返せば」

「死のう」

「いやいや！　悪いことしたのは確かだけど、そんな急に思おもい詰めるなよ！」

「死んでお詫わびをするす」

「違うだろ！　普通は反省しながら生きてだな」

「ペリュトンに、この命を捧ささげて来るす。あいつらにも、可哀かわいそうなことしたんで……」

「ちょ、待てコラ！　おまえ、極きよく端たんすぎるぞ！」

「どうせあなたたちも……ぼくを捕つかまえて『あの女』に引ひき渡わたすつもりすから」

「はぁ!?　誰のことだよ!?」

「どうせ死し刑けいす……もう、イヤなんす……女にかかわって、死ぬぐらいなら……」

「だから、なんの話をしてんだよ！　おまえ、話が飛びすぎるんだってば！」

　そこで顔色を変えたのは、ネデルカだった。

　いや、ピオナと姐さんもなにかに気づいているようだった。

　えっ、なにこの取り残された感じ。

「……マコー、そういうことだったんだよ」

「なにが？」

「ピオナらは、まんまと踊おどらされたですっけな」

「トロギア」

「ねぇねぇ……みんな、なんの話してんの？　なんでオレだけ真相に気づいてないの？」

　やめてくれよ！

　運動会をズル休みして、ひとりだけ会話に入れなかった時より辛つらいぞ！

「覚えてない？　あのマナールって女が言ってたこと」

「誰それ」

「もうっ！　レンゾの新任女町長よ！」

「レンゾって、前に住んでた……あぁっ!?」

　はいはい、思い出したぞ。

　確かに言ってたわ。




　――まずは『魔法使い』を逮たい捕ほしてここへ連れてくるのです！




「なんかこれ、おかしくない？　あいつが来てから、急に『チート』とか『ハーレム』とか『魔法使い』とか言い出してさぁ」

「結局、どれも存在しなかったな……」

「でしょでしょ!?　挙げ句に魔法使いを連れて来いなんてあの女、絶対なんか関係してるんだって！」

「けどマナールって元転生面接官だし、別にヨルゴスとはなんの接点も――って、待て待て！　あいつどこ行く気よ！」

　今にも死にそうな顔をして出てくギヨームを、ピオナと姐さんに止めてもらった。

　こいつ、本気でペリュトンに命をくれてやる気だったのだろうか。

「ギヨーム。おまえ、マナールって女町長を知ってるか？」

「……なに言ってるすか、あの女に雇やとわれてここに来たんすよね？」

「誰が？」

「あなたたちすよ……」

　やはり知っているらしいが、ぜんぜん話が見えてこない。

　あの痴ち女じよＯＬ系タイト・スカートさんと、詐欺グループねぇ。

　妙みよう齢れい女子と、クレービング・ストーン渇望の石。

　ん、待てよ？

　えっ、そういうこと？

「よく聞け、ギヨーム。オレはマコウ・エルフィラリ。身内以外の相談には決してのらないことで有名な男だ」

「……マコウさん」

「クエストでもないどころか、オレたちは身ぐるみ剥はがされて町を追いだされたんだぞ？　そんな女に、おまえを引き渡すわけがないだろう」

「アニキーッ！」

　いや、抱だきつかなくていいから。

　ぺぺっ、毛が――たてがみが口に入るから離れろや！

「おまえ、帳簿の管理してたんだよな？　ちょっと、それを見せてみろ」

「え……でも、ガンコナーさんに……」

「おまえはもう、妖精の呪じゆ縛ばくから解かれたのだ」

「でも……あの人、怒おこると怖い妖精だから……」

　嫌いやな妖精だな！

　もっと穏おだやかに、ふわふわ浮ういてる感じで生きていけよな！

「安心しろ。おまえはもう身内だ。なにかあったら、手すきの時にちょっと助けてやるぐらいの努力だけはするつもりで今はいるから」

　すててーっ、とギヨームは書しよ架かから１冊の分厚いハードカバーの帳簿を持って来た。

　わりと簡単に寝ね返がえったな、おまえ。

「これ、魔ま道どう書しよす！」

「うむ」

　けど、これは顧こ客きやくの帳簿な。

　もういい加減、魔法使いから離れろよ。

　ぱらぱらっ、と重い帳簿をめくってみると。

　そこには驚おどろくほどの購こう入にゆう者しや一覧が、キチンと住所別に細々と分類されていた。

　こういうところに、性格って出るよなぁ。

「あ、あった」

　ハーレム・ダンジョンの正式名めい称しようは、キロンボのダンジョン風ふう俗ぞく街がいと言うらしい。

　エキドナを筆頭に、かなりのモン娘たちの名前が並んでいた。

　ずいぶん騙されてんなぁ。

　うーん、どうすっかなぁ。

　ちょっと他の娘はよく知らんから、とりあえずエキドナだけ二重線で消しとくか。

「てことは……」

　当然、キンシ平原のダンジョン歓楽街も載のっているわけで。

　あー、アリーヌちゃんとカタリンちゃんね。

　二重線、と。

　おいおい、居酒屋「ゼン」のケットシー大将の名前もあるじゃないか。

　こういうアイテムは、ギャンブルをする人が一番買っちゃダメなヤツだろうに。

　いちおう、二重線を引いておくとして。

「でまぁ……当然、あるよなぁ」

　レンゾの町の項こう目もくには、はっきりとネデルカ・シレグの記き載さいがある。

　はい、二重線っと。

「ん？　この名前は――」

　同じレンゾの項目にその名前をみつけて、すべてがバカバカしくなった。

　引っ越こしもままならないまま、わらしべ長者の逆を行く巻き込まれっぷりでロング・ジャーニーを一歩ずつ進んでいると思いきや、これでまた振ふり出しに戻もどされたのだ。

　異世界ヨルゴスでのテキトーなスローライフは、どこへ行ったのか。

　こんなことをするために転生したのではない。

　思わず溜め息が出てしまった。

「――ネデルカ。オレちょっと、レンゾの町に戻ってくるわ」

「まさかマコー……やっぱりギヨームを、マナールのところに連行する気じゃ」

「しない、しない。そんなことしなくても、レンゾの町には戻れるっぽいからさ」

「えっ!?　レンゾに戻るの!?」

「えっ……戻りたくないのか？　じゃあ、ラティリの町でもいいけど……」

「それも、どうかなぁ」

　なにを言い出すんだ、ネデルカ。

　町営ギルドに登録しないと、楽ちんなクエストは受注できないままだぞ？

　そしたら武器や防具だって、すぐに買えるってワケにはいかなくなるんだぞ？

「あたしさぁ、考えてたんだよねー。大好きなみんなと一緒に、こういう森の中でスローライフを送るのもいいかなって」

「スローライフ？　だってネデルカ、ここじゃクエストには出られないんだぞ？」

　穏やかな陽ひの光が差し込む窓辺で、外の景色を眺ながめながら黄昏たそがれているネデルカ。

　そこにはリーダーにこだわり、金欠になりながらも必死で武器や防具を買いあさっていた姿はなかった。

「レンゾの町を出てから、ふっきれたっていうかさ。ヨルゴスのお気楽な世界に来てまで、何にこだわってたのかなぁって……まぁこれも、テキトーなマコーのおかげかな？」

「ネデルカ……」

「ここにログハウスを建ててさぁ。みんなでクエストじゃない狩かりやキノコ栽さい培ばいをしながら、ゆっくりのんびり暮らしていくなんて――みんなは、どう？」

　他のふたりも、あきれるどころか納なつ得とくの表情を浮かべている。

　まさか、みんな同じことを考えていたというのか。

「いや、けど……ピオナと姐ねえさんは、それでいいのか？」

「ピオナは銃じゆうが撃うてれば、なんでもいいすけや」

「森のキノコ、調べ尽つくす」

　考えてみれば、みんなの言う通りかもしれない。

　この４人で一緒にいる限り、ネデルカはこれからもリーダーだろう。

　ピオナも銃が撃てればそれでいいなら、猟りよう師しでも兵士でも構わないだろう。

　姐さんにしてみれば、森はまさにキノコ天国だ。

「みんなと森のスローライフか……それも、悪くないな」

　でも待って、ごめん。

　オレ、飲みに行きたいんだよ。

　なんだったら毎晩でも、飲みに行きたいんだよ。

　外食も超ちよう好すきだし、夜の歓かん楽らく街がいでケバケバしい非日常の中に溺おぼれていたいんだよ。

　オレの目指すスローライフって、こういうんじゃないんだ！

　テキトーに飲み歩くことこそが、オレにとってのスローライフなんだ！

　みんな、スローライフの定義が狭せますぎるんだよ！

　キャバクラ以外の風俗にも、最近ちょっと興味が出て来たところなのに！

　あとは勇気とお金だけなのに！

　うーん、めんどくさい話になってきたなぁ。

　この空気で、ひとりだけ反対するワケにはいかないよなぁ。

「とりあえずオレ、マナールに会ってくるわ」

「いってらっしゃい。その間にあたしたち、ログハウスでも建てながら待ってるね」

　にっこり微笑ほほえみ、手を振るネデルカ。

　親指を立ててグッドラックを送る、ピオナ。

　じっとみつめるだけの、マリエラ姐さん。

　苦しい。

　なにも言えなくて、苦しすぎる。

　レンゾの町さえ追い出されていなければ、今まで通りのテキトー生活が続いたものを。

　あの女町長マナールが、ワケのわからないことさえ言い出さなければ。




　まぁ、いいか。

　たられば言っても、仕方ないや。

　とりあえず飲みに行って、その帰りにでも白黒つけてくるかな。







第三章







　ペリュトンを討とう伐ばつしたダンジョン地下３階は、すでに活気を取とり戻していた。

「ありがとうございました、マコウさん」

　仕事前だというのにスーツ姿になっていたイクヤは、感かん慨がい深ぶかそうに瓦が礫れきの撤てつ去きよが進む階層フロアを眺めている。

「いや、まぁ……だいたい、ピオナのおかげなんだけどね」

　あれから数日も経っていないのに、すでに蓄ちく光こう虫ちゆうの街灯が立てられた街並み。

　撤去解体から再建などのパワー系業務を請け負ったのは、ミノタウロスとケンタウロスが経営するＭ＆Ｋ工務店だという。

　さらにその下請けであるゴブリンやオークが内装を担当し、時にはサイクロプスの巨体が外がい壁へきを塗装しているのを見かけるのだが。

　みんな当然のようにグレーや濃紺の作業着というのが、このダンジョンらしい。

　とび職風のリザードマンたちにやたら挨拶をされるのは、きっとこのヘビ柄がら防具と尻尾しつぽのせいだろうが。

　しかし、一番目を引いたのは。

　まだ再開発途と中ちゆうなのに、すでに手前の方に立ち飲み屋が並び始めていることだった。

「マコー兄さんッ！　ちょっとここで、飲んで行きませんかァ!?」

「アニキ！　ぼく『スレイプニルのすじ煮込み』が食べたいす！」

「……なんで勝手についてきたお前らが、ワクワクしてんのよ」

　ペリュトンを借りたのでギヨームは仕方ないとしても、途中でラティリに寄ってペカの木の世話をしていたグレコまで連れてくることはなかった気がする。

「だって、せっかくマコー兄さんからお誘さそいを受けたんですからァ」

「オレが誘ったんじゃないよ、ギヨームだよ」

「ねぇ、アニキ。グレコ兄さんはぼくの兄さんだけど、その兄さんがアニキのことを兄さんって呼ぶなら、ぼくはアニキのことをアニキ兄さんって呼んだ方がいいすかね？」

「めんどくさいわ！」

　イクヤなど、孫を慈しむような眼まな差ざしになっている。

　ふたりとも、根は正直者で悪いやつじゃないのが困ったものだ。

　どっちもアラサーだけど。

「マコウさん。またパーティー・メンバーが増えましたね」

「いや。野郎を増やした覚えはない」

「まぁまぁ。せっかくなんで、そこの立ち飲み屋で話しましょうよ」

「いいの？　こいつら元、フェアリー商会の借金取りブラザーズだぞ？」

「済んだことですよ」

　イクヤは手近な店の軒のき先さきに置いてあった、立ち飲み用のタルに向かっていった。

　いつまでも根に持たないことが、楽しくやっていく秘訣なのかもしれない。

　物事をあまり深く考えたことのない人間が、言うことではないのだが。

「けどさぁ、もうこんなに立ち飲み屋が並び始めていいのかな。階層フロア工事の邪じや魔まになってないか？」

「安いから、お昼や仕事上がりには業者も利用してますよ」

「あ、それも狙ねらってるのか。商しよう魂こんたくましいなぁ」

「移転してくるのは、風俗階層フロアだけじゃないですからね」

「えっ!?　この店って、あのダンジョンにあった――」

「マコー兄さんッ！　俺おれ『マンドレイク・サラダ』が食べたいですわァ！」

　うるさいなぁ、意外にヘルシーか。

「ぼく、やっぱり『かた焼きそばのスライムあんかけ』がいいす！」

　うるさいなぁ、それ食えるのかよ。

「なぁ、おまえら。イクヤと話ができないから、隣となりのタルで勝手に食っててくれる？」

「アニキ、太っ腹ァ！」

「あざす！」

「オレには、琥こ珀はく色いろのシュワシュワしたやつを注文しといてくれ」

「了りよう解かいっス！」

　イクヤが言うようにあれは済んだことで、これが本来のふたりなのだろう。

　単品３００クロナぐらいだし、好きにしていなさい。

「マコウさん。忘れる前に、これ」

「なに？」

「いやだなぁ。今回の報ほう酬しゆうですよ」

　ジョッキを置いてイクヤが差し出だしたのは、分厚い封筒。

　今回はペリュトンを討伐するクエストだったことを、すっかり忘れていた。

「……やっぱ、もらい過ぎじゃないか？　ハーレム・ダンジョンを移転させてもらうんだし、むしろこっちから払はらわなきゃいけないぐらいだと思うけど」

　３００万クロナはひとつの封筒に入りきらず、ふたつに分けてあった。

　手に取ってみると、ひとつだけでもずいぶん重い。

「でも、かなり危なかったらしいじゃないですか。猟師さんたちから聞きましたよ？」

「相変わらず情報が速いな」

「プレッシャーになるといけないから黙だまってましたけど、今まで何組かのパーティーに頼たのんで全滅してるんですよ」

「ぜっ――」

　とりあえず乾かん杯ぱいしましょう、とジョッキを当ててから。

　イクヤはタバコに火を付けて、軽く煙けむりをふかした。

「マコウさん。これってウチのダンジョン歓楽街にとって、すごい経済効果なんです」

「なにそれ、難しい話っぽい？」

「いえいえ。階層フロアがひとつ開くってことはダンジョン全体の集客が増えるだけでなく、それに伴う色々な雇用が生まれるってことなんですよ」

「雇用ったって……エキドナとか、そのあたりが全部ヤっちゃうわけだし」

「違ちがいますよ。それに付随した――たとえば店てん舗ぽに限ればリネンの業者は絶対に必要ですし、周辺にはこんな風に飲食系が増えるでしょう？　あとは従業員用の住居借り上げ、街灯や看板の蓄光虫管理、馬車の増便、あらゆる業種が潤いますからね」

「なるほど」

「現にこうやって建設関係には、まとまった仕事が舞い込んでるじゃないですか」

「確かに」

「それを討伐からモン娘たちの斡旋まで、ぜんぶやってもらって３００万は安いですよ」

　ごめん、イクヤ。

　ぶっちゃけ、そういうのには興味ないんだ。

　飲めれば、それでいい的なところがあるし。

　あ、そうだ。

　確か帳ちよう簿ぼには、アリーヌちゃんとカタリンちゃんの頭金が１００万ずつ載ってたな。

　じゃあ２００万はふたりに返して、残りを４人で割っても――

「――んなっはぁぁぁぁんッ！」

　人をダメにする生温かいソファーのような感覚に首から腰こしまですっぽり包まれ、吐息と共にザラついた舌で耳の中までチロチロ舐められた。

　ぬるぬるっと脇わき腹ばらから内股をまさぐりながらビミョーにツボを刺し激げきする、このいい匂においを振ふりまく人ひと肌はだ同時攻こう撃げきはもしや。

「またエキドナかァ!?」

「正解ぃ。おっぱい揉もんでいいよぉ」

「揉まないし――ちょ、グリグリすんなって！」

「だってぇ、防具の尻尾がピンとしてないんだもん」

「それとグリグリと、なんの関係があるんだよ！」

「これはエナジー切れのサイン。この前の分は使っちゃったでしょお？　チャージしとかないと、いざって時に困るよぉ？」

「……燃費の悪い防具だなぁ」

「じゃあ、挟みまぁす」

「やっぱ、そういうヤツなの!?」

　いきなり顔をおっぱいに埋められてしまった。

　外出時にも危うく透すけて見えそうな服は、着ているとは言いません。

「お呼びしたんですよ」

「っぷは！　イクヤが!?　なんでまた!?」

「だってこの階層の役員をお願いするわけですから、施工から見てもらいながらご意見をうかがった方がいいと思いまして」

　まぁ確かに、あのハーレム・ダンジョンを仕切っていたのはエキドナだけど。

　趣しゆ味みと実益でやってるのに、役員とか任せて大だい丈じよう夫ぶなのか？

　それにしても相変わらず、こうしてると心が穏やかになるなぁ。

「ありがとねぇ、マコウくぅん。アタシらのために、こんないい立地に移転先まで準備してくれるなんてぇ」

「最初はオレらがラティリへ引っ越すために始めたことなんだけど……なんか途中でワケわかんなくなったから、わりとどうでもいいんだ」

「役員はねぇ、メドゥーサとラミアにもお願いしたんだぁ。ほらぁ、連れてきたよぉ」

　いつの間にか背後には半はん蛇じやが並び、スケスケの服でチロチロと舌を出している。

　みなさん美人だが、全身から醸し出されるオーラがすでにエロい。

　きっとエキドナみたいなぬるぬるプレイが得意なのだろうが、とても立ち飲み屋の軒先という感じではなくなってしまった。

「はじめまして？　マコウ・エルフィラリさん。わたくし、どんな時でも安心の固さを提供するメドゥーサと」

「はじめまして？　マコウ・エルフィラリさん。眠れない夜はひと晩中お付き合いできるのが自じ慢まん――というか、眠れない私に付き合っていただきたいラミアでございます」

　これまた、めんどくさそうだなぁ。

　エキドナは、よくこんなクセの強い女子たちをまとめられるもんだ。

「それでは役員がそろったところで、簡単に契約の説明をしますね」

「ここで？　じゃあオレは、隣であいつら兄弟と飲んでるから」

「いえいえ。マコウさんは地下３階風俗店協同連合組合長なんですから、一緒に話を聞いていただかないと」

「……ん？　なにその組合長って」

　イクヤは手早く書類を配布し、事務処理に慣れた感じを醸かもし出している。

　組合長のくだりは、完全スルーの方針らしい。

「じゃあまず、マコウさんの条件から。給与はこの階層フロアの売り上げ予測の８％、申し訳ありませんが立ち上げたばかりなんで上限は５００万でいいですか？」

「なんか話が進んでるけどさ。オレに組合長とかできるわけないし、そもそもオレがなる理由ってないでしょ？」

「無給はダメですよ。そういう例外を作ったら、賃金体系がおかしくなりますから」

「ねぇ、聞いてイクヤ。それっておかしいというか、飛躍しすぎだし」

「だってこの階層はマコウさんが開いたんですから、組合長になるのは当たり前じゃないですか。まさか、開いておいて丸投げしませんよね？」

「ちょ、ダンジョンってそういうモンなの!?」

「いやぁ……マコウさん、その言い訳はさすがに」

　なにそれ、わりと常識なの!?

　それ込み込みで３００万だったの!?

　ヤだよ、そんな責任が発生するポジション！

　お金をもらってまで、やるようなことじゃないから！

「だいたいさ、オレが経営するワケでもないのに給料――っなはぁぁぁんッ！」

「もらうモノはもらってぇ、出すモノは出せばいいのぉ」

　やめろやエキドナ、体をまさぐるな！

　それもう、スキンシップを超こえた性行為でしかないけど――心が穏やかになります！

「そう言うと思いましたよ……でも最低、実売の６％は受け取ってくださいね」

「イクヤ。人間はあまり金を持ちすぎると、ロクなことをしないの。前の世界でも、そういう話をいっぱい聞いたんだよ。人間、身の丈たけに合った小こ銭ぜにで贅沢ができれば」

「それから各店舗の従業員給与と労務管理は各店長にやってもらうとして、マコウさんにはそれらの統括情報を管理してもらいたいので」

　ねぇイクヤ、聞いてる？

　聞いてないよね？

　そんな税理士さんやコンサルみたいなこと、オレにできるわけ――待てよ？

　あ、適材適所なヤツがここにいたわ。

　こういう話は、帳簿を管理した経験のあるヤツに振るのが一番だ。

「おーい、ギヨーム」

「なんすかアニキ！　『ケツァルコアトルのウロコ揚げ』食べますか!?」

　なに食ってんだよ、それ絶対に天然モノじゃないだろ。

「この階層フロアの経理っぽいヤツ、やってみる気ないか？」

「やるす」

　いいね、その即そく答とう。

　人生、あまり考え込んじゃダメだから。

「てことで、いい？　イクヤ」

「了解しました、給与関係は後ほど。で、次なんですけど」

　誰でもいいんだ。

　でもまだ、続きがあるんだ。

　あっちで気楽に飲んでちゃ、ダメかな。

「解体と撤去が終わったら、地脈水道の引き直しとボイラーの配管が始まるので」

「えーっ!?　それもオレが管理するの!?」

「ダンジョンでは初期のインフラ配管で、その後の発展が決まるぐらいなんですよ？　あとから増設すると、水回りと空調は絶対にトラブルを起こしますからね」

「めちゃくちゃ責任重大じゃないか！」

　ムリムリ、それムリ。

　ゲームでも都市作りシミュレーション系だけは、触さわったことないんだから。

「マコウくぅん。それ、うちの息子にやらせるぅ？」

　またそうやって、背中から包つつみ込んでくる。

　肩かたにアゴを乗せない、耳たぶ噛まない！

「息子って、どの息子よ」

「あっちのダンジョンでも、無料案内所を任せてたしぃ？　あの子けっこう、建築系のデザインとかレイアウトとか得意だしぃ」

「えぇっ!?　あの双そう頭とうのオルトロスか!?」

「あら、知らなかったのぉ？」

「……ホントに、いっぱい産んでるのな」

「次は、オマエがパパになるんだよぉ？」

　どうやってパパになるんだよ。

　テキトーライフと妻子持ちは、両立しないんだよ。

「で、いいかな？　イクヤ」

「了解です。そっちはあとで連絡取ってもらうとして、あとは」

「まだあるの!?」

「やはりバウンサー用心棒は必要ですから、これはマコウさん自身が」

　それヤだ、絶対めんどくさい。

　夜の街は飲みに来るところで、ケンカするところじゃありません。

「あーっ、腕うでの立つヤツね！　いるいる、知ってるよ。おーい、グレコ！」

「なんスか、兄さん。『クラーケンのゲソ揚げ』食います？」

　それ、ただのタコだよ。

　そんなちっさいクラーケン、いるかよ。

「おまえ、この階層フロアでバウンサーやってくれないか？」

「いっスよ」

　いいぞ、その軽い感じ。

　剣けん道どうの腕うで前まえも確かだし、頼んだぞ。

「てことで、いい？　イクヤ」

「了解しました、勤務時間帯は後ほど。で、次なんですけど」

「まだぁ!?　もうカンベンしてくれよ、今日はもっと楽しく飲もうってば！」

「冗じよう談だんですよ。ほら、お神輿が入ってきましたから」

「えっ？　今日はお祭りな――――――んじゃコレぁッ！」

　どんどん、ぴーひゃら。

　そいやっ、そいやっ。

　ふんどし姿の暑苦しいゴブリンたちに担かつがれてきたのは、ピンクの巨きよ大だいなチ○コ神輿。

　上下左右に激しく揺れながら、地下３階の改修工事現場を練り歩いている。

「今日はめでたい、ダンジョン開き。竣工式や地鎮祭といえば、やはりコレですよね」

　真顔でなに言ってんの？

　あれ、どう見てもチ○コだよ？

　ねぇバカなの、ピンクだよ？

　突然のことに言葉を失っていると。

　聞き覚えのある可愛かわいい声が、あらぬ単語を連呼しながら駆かけ寄よってきた。

「マコーさーん、いぇーいっ！　ティンコ祭り、ティンコ・フェスティボーっ！」

「アリーヌちゃん！　そんなこと叫さけんじゃダメっ！」

　しかも、手に持ってるのはナニ！

　それってもしかして、アレの形をしたチョコバナナじゃないか!?

「ほらほら、マコーさんも一いつ緒しよに！　ダンジョン開きなんて、めったにないんだから！」

「ねぇ、酔ってる？　もう飲んじゃってる？」

「マコーさんも『チョコばなチン』食べる!?　うちこれ、大好きなんだよね！」

　フツーのバナナじゃダメなのかよ。

　ていうか、誰だれか地鎮祭とチ○コの関係を説明してくれないかな。

「あれ、マコーさん？　そのエロっぽい人って、もしかして――」

「えっ!?　あ、いやその……このお母様はですね」

「――エキドナさんですか!?」

「知ってんの!?」

　エキドナはぬるぬると下半身を絡めたまま、ドヤ顔で髪かみをふぁさーっとかき上げた。

　あー、いい匂いがするなぁ。
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　なんかもう、ロリ多産でもＯＫかな。

「あら？　こんにちわぁ、子羊ちゃぁん」

「はじめましてー。今日はマコーさんと子作りですか!?」

　なに言っちゃってんの、アリーヌちゃん！

　なんでそんな、キラキラした瞳ひとみで言えるわけ!?

「そうなのよぉ。そろそろ次が欲ほしいなって、思ってたからねぇ」

　なに言っちゃってんの、エキドナまで！

　なんでそんなに、ぬるぬるした下半身を絡めてくるわけ!?

「やっぱマコーさん、人気出ちゃったなー。地下３階の組合長だもんなー」

　ぽすんっ、と背中からもたれかかってきたアリーヌちゃん。

　前からゆるふわ子羊、後ろからぬるエロ半蛇。

　ふたりに挟はさまれて、最大濃度の幸せホルモンが体内を駆け巡っていく。

「子羊ちゃんさぁ。明日でよかったら、マコウくんを貸すけどぉ？」

「えっ!?　いいんですか!?」

　キミら、なんの話してんの？

　誰を貸し借りするの？

　どうしても今日はエキドナと、なんかしなきゃならないの？

「ダンジョン開きの日ってぇ、ほぼ確実に妊にん娠しんするしぃ」

「よかった！　あたし、今週末ぐらいが発情期なんですよっ！」

　いやいや、良くない良くない。

　妊娠とか発情期とか、わりと人生について考えるレベルの重い単語だけど。

　それともアレかい？

　やっぱ半はん獣じゆう人じんっていうだけあって、性的な部分は野性っぽい感じなの？

　まだオレ、心の野性を解き放ってないんだけど。

　激しく打ちつける動どう揺ようの波に呑のみ込まれていると、イクヤが手をパンパン叩たたいて勝手に話をシメ始めた。

「はいはいマコウさん、子作り話はそれぐらいにして。そろそろ出番ですよ？」

「……出番って、なにが？」

「ダンジョン開きの主役が御神輿に乗らないと、お祭りが始まらないじゃないですか」

「冗談だろ!?　あのピンク・チ○コに乗るの!?」

「日没から日の出まで、このダンジョン歓楽街を練り歩くんです。さぁ、ほらほら」

「ほらほらじゃないって！　あんな恥はずかしいモンに、ひと晩中乗ってられるかよ！」

「慣れてないだけですよ。ちょっといいかな、バウンサーのグレコくん。マコウさんを肩車してあげてよ」

「うぇーい」

「コラてめ――バカグレコ！　ヤメろってば！」

「遠えん慮りよしなくていいんスよ、兄さん。名誉なことじゃないスか」

「ぜんぜん名誉なんかじゃ――ッ！」

　ガチムチのグレコにムリヤリ肩車され、周囲のアツい視線を浴びながらピンクの巨大なチ○コ神輿に乗せられた。

　なにが悲しくて、チ○コにしがみつかなきゃならんのよ。

　なにが組合長だよ、バカヤロウ。

「さぁ、マコウさん！　新しいダンジョン歓楽街の幕開けですよ！」




　けっきょく股ずれができるまで、さんざん神輿に揺ゆすられて。

　肝心のマナールに会いに行ったのは、次の朝日が昇のぼってからだった。
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　ダンジョン歓楽街からレンゾの町まで。

　ペリュトンで移動すると、馬車よりもだんぜん速かった。

　ここに戻って来るのはずいぶん久しぶりな気もするが、こんなに寂さびれていただろうか。

　ラティリほどではないにしても、人通りはまばらでお店に活気はなく、覗のぞいてみた町営ギルドも閑かん散さんとしていた。

　ここの町民も風俗通いで身を崩くずしたのではないかと疑ったが、移転してきた地下３階はまだ工事が始まったばかり。

　だとするとあの女町長、町作りシミュレーション系のゲームは間ま違ちがいなく苦手だろう。

「……左遷されて来たのは同情するけど、これはちょっ手を抜ぬきすぎだな」

　町をひと通り見てから向かったのは、もちろん町役場の町長室。

　受付ではかなり嫌いやな顔をされたが、名前を出したらすぐに通してもらえた。

「ちょっと南なん部ぶさん！　今までどこに隠かくれてたのですか！」

　ドアを開けて久しぶりにご対面すると、執務机から立ち上がるや否やこれだ。

　報告・連絡・相談をしなかったのは申し訳ないが、そもそも難癖つけてきたのはそっちが先だろうに。

「いやいや、がんばって魔ま法ほう使つかいを捜してたんですよ」

「またテキトーなことを！　あいつら夜よ逃にげしたって、町の噂うわさだったのですから！」

　表向きは夜逃げに見えるかもしれないが、あれは辛つらい現実からの自己防衛。

　がんばりすぎて疲つかれ果て、ボロボロになる人が多かった前の世界の教訓です。

　がんばらなくていいんだよ、っていうのが流行はやってたんです。

「それで!?　その捜してきたっていう魔法使いは、どこにいるのですか!?」

　ずいぶんカリカリしてるなぁ。

　そんなに慌てなくても、お目当ての「物」はちゃんと持って来たから。

「まぁまぁ。少し冷静に、カームダウン的な感じで話をしませんか」

「……なんですかもう、みんな私のことをバカにして」

　乱れた髪をプンスカ整えながら、マナール町長は向かいのソファーに座すわった。

　そうだよなぁ、脚あしの長い人がソファーに座るとスカートの中が見えるよなぁ。

　でもプリプリの太ももに挟まれて、極めて細いゾーンになるんだよなぁ。

「その前に確かく認にんなんですけど、『チート』を使うやつが現れたって言ってましたよね」

「えっ？　あぁ、それが……どうしたのですか？」

「それ、剣道でした」

「……つまり『チート使い』には会えたのですね？」

　そうか、やはりチート使いに「会った」ことが問題なのか。

　チートの内容がなんであろうが、あまり興味はないんだな。

「それから『ハーレム』を作ってるやつがいる、とも言ってましたよね？」

「そうなのですよ。まったく、風紀の乱れは性の乱れですよ」

「あれは、ハーレム・ダンジョンのことでした」

「ダンジョン規模のハーレムを!?　ホントもう、これだからテキトーな世界は」

「いやいや、有料ハーレム。ダンジョン風ふう俗ぞく街がいのことでしたよ」

「……え？」

　我ながら、予想から斜ななめ45度ズレた解答だと思う。

　けど、チートもハーレムも結局なかったことが問題なんだよ。

「ここからが本題なんですけどね。捜していた『魔法使い』も見つけたんですが」

「そいつ、どこにいるのですか！」

　ばーんとソファーから立ち上がると、ばーんとおっぱいも揺れる。

　もし機会があれば、一緒にフラフープでもやりたい気分だ。

　いや、ツイスター・ゲームの方がお互いを理解し合えていいかもしれない。

「そいつも魔法使いじゃなくて、ただのコミュニケーション下手のいいヤツで――」

「いいヤツとか、どうでもいいのです！　そいつの所へ、すぐ案内してください！」

「――防ぼう御ぎよ魔ま法ほうだと言い張りながら、これを守ってました」

「それはッ！」

　テーブルの上に取り出した魔ま道どう書しよっぽい帳簿を見たマナールは、目の色を変えて手を伸のばしてきた。

　手が届く前にさっと引っ込めると、ぷくーっと膨れた顔が真っ赤に染まる。

「まぁまぁ、話はこれからなんで」

「ちょっとッ！　それ見せるのです、今すぐ見せるのですよッ！」

「いやこれ、魔道書っぽいですけど帳簿ですから」

「そんなの、見てみなきゃわからないですね！　それは大事な証しよう拠こ品ひんで」

「証拠品？」

「えっ!?　だから、魔法使いの……ルーン文字的なヤツなのですから」

「普ふ通つうの字でしたけど」

「もうっ、わかりました！　そういうことなのですね!!」

　ジラしすぎたせいか、マナールがブチ切れて立ち上がった。

　無理難題をふっかけられた仕返しは、このあたりにしておこう。

「あ、すいませんでした。じゃあ、ここからは本題に入らせてァ――ッ！」

　テーブルに脚をかけたまま、腰を突つき出してストッキングを脱ぎ始めたマナール。

　ためらいなく一気に足首までずり下ろし、ヒールごとひっぺがしてしまった。

　なにこれ、色仕じ掛かけ的なヤツ？

　なんでこのタイミングで脱ぐの？

　ムリだからね、こういうのはもう効かないからね。

　この程度のエロスなんて、エキドナのぬるぬる攻撃に比べればね。

　こんなタイトスーツにプリプリの素足をテーブルに乗せられたって――くそうっ、強気で迫り気味の着エロ最高かよ。

「……これで、譲ゆずって欲しいのです」

「ハァ!?」

　ぽてっとテーブルに落とされた、魅惑の柔らかな生地。

　なんてことだ！

　脱ぎたてストッキングで買収する気かよ！

　すげーな、政治家って！

「これじゃあ、足りないのですか……それなら」

「おいおい！　どこまで脱ぐ気だよ！　ってか、必死すぎるだろうよ！」

　まったく、落ち着けって――オレ。

　生着替えストッキングぐらいで動揺するなんて、新兵じゃないんだからさ。

　エキドナのぬるぬる攻撃に耐えてきたんだぞ？

　これぐらい大丈夫だ、問題ない。

　ちょっと深呼吸だ。

　そう、これはＡＶじゃない。

　ＯＫ、大だい丈じよう夫ぶ。

　とりあえず、このストッキングはもらっておこう。

　よし、少し落ち着いてきた。

　スーハーしなかったのはエライぞ――オレ。

「あのさぁ、マナール。いつまでも認めないから、もう言っちゃうけど。クレービング・ストーンのこと、知ってるよね」

「えっ……？」

「ほら、いま女子の間で大人気の。龍りゆうの涙なみだやカーバンクルの宝玉の総称で、願いが叶かなう渇望の石クレービング・ストーンってやつ。あれ、買ったでしょ」

「……知らないです、けど」

　やり場のなくなった居い心地ごこちをソファーに戻もどして、所在なくもじもじするマナール。

　このシーンだけを切り取れば絵になりそうだが、実際にはとても残念な人だ。

「剣道を『チート』と勘かん違ちがいしたグレコはそのクレービング・ストーンの偽にせ物ものを売るサギグループ『フェアリー商会』の一員で、『ハーレム』・ダンジョンを中心に売りさばきながら借金取りをしてたの。そしてその弟のギヨームはコミュニケーション下手の『魔法使い』として、この帳簿を守ってたんだよ」

「そ、そんな石のことなんて……ほんと、知らないのですから」

「聞きたいのはさ。『チート』も『ハーレム』も『魔法使い』も存在しないって最初から知ってたくせに、なんでわざわざオレらに捜させたのかってこと」

「……私は、なにも知らないのです」

　真っ赤に染まっていたマナールの顔色は青く変わり、言葉を失った。

　どうしてこの世界には、可愛いのに残念な人しかいないのだろうか。

「捜してたのは『ヨルゴスの禁きん忌き破り』じゃなくて『フェアリー商会』だよね？」

「……なんで私が、この世界の詐さ欺ぎグループなんかを」

「こっちが聞きたいよ。なんで境界裂孔ハイエイタスの転生面接官なのに――」

　テーブルの上で帳簿を開き、ギヨームが分類した項こう目もくで【レンゾの町】を探す。

　ネデルカの名前を探していて見つけたのは、丁てい寧ねいな字で記き載さいされたその名前。




【町長　マナール・ヴィーシュレク】




「――渇望の石クレービング・ストーンなんて買ったんだよ」

　なにを観念したのやら。

　マナールはソファーにどさっ崩れると、急にボロボロと涙を流し始めた。

　その姿は人生と仕事に疲れ果てた、妙みよう齢れいのオトナ女子そのものだが。

　せめて、めくれたスカートは直していただきたい。

「……私、あの人に騙だまされたのです」

「え……なんの話してんの？」

　おいおい、あの人って誰だよ。

　ていうか話が急な角度すぎて、ついていけないんだけど。

「転生面接官も辞めさせられたのではなく、自分で辞めてきたのです」

「ちょ――なんかそれ、めんどくさそうな話じゃない!?」

「聞いて」

　ヤだよ、かんべんしてくれよ。

　そういう話、一番聞きたくないんだよ。

「あの人、私と結婚しようって言ってくれたのです」

　あーっ、これＭＡＸめんどくさい話だよね！

　いつまで聞いても結論が出ないまま、元に戻る感じの話だよね！

　ダメ、そういう話はムリだからヤメて！

「こっちの世界で一緒に暮らそうって言うから……私、それで……貯めてた貯金もこっちの通貨に換かん金きんして……」

　幸せのニセ石いしも買わされちゃったと。

　そいつもまさか、ヨルゴスまで来るとは思ってなかったんだろうな。

　けどそれ、結婚詐欺ってやつじゃないか？

「それなのにぃ!!」

「なんでしょう!?」

　がばっと身を起こしたマナールの目は、血走っていた。

　明らかに泣き腫らしたのとは違う、殺意にも似た色を瞳に宿している。

「いざこっちに来てみたら音信不通で連絡もくれなくて地理も全然わかんないのにどうやって捜せばいいのですか！」

「知らんがな！」

「魔法使いの帳ちよう簿ぼ係がかりがいるってわかったからそれに載のってる名前の人たち全員に聞いてまわれば誰かひとりぐらいはあの人の居場所を知ってると思うじゃないですか！」

「目が怖こえぇよ！　ストーカーかよ！」

「こっちに来て頼たよれる人って南部さんぐらいしかいないじゃないですか！」

「あれは頼ったって感じじゃなかったな！」

「私の純情と前の職場、返して欲しいのですよォ――――――ッ！」

　なにやってんだよ、この人。

　しかも転生面接官を辞やめたこと、後こう悔かいしてるし。

　中途ハンパだなぁ。

　どうせならそこは割り切って、突っ走って欲しかったよ。

　再びソファーに泣き崩れたマナールを見ていると残念を軽く通とおり越こして、かわいそうになってくる。

　今回のは勉強代だと思って、次は悪い男に騙されないようにしてもらいたい。

「いいじゃないか、深く考えるなよ」

「……え？」

「長い人生、そういうことも１回ぐらいあるって。オレはヤだけど」

「そんなこと言ってもですね、私どうすれば……」

「ちゃんと本人に会って、ケリをつけるんだな。ギルドにクエストとして貼れば？」

「だって、町に人がいないのですもん」

　スネるなよ。

　あんたが男にウツツを抜かして、町の管理をちゃんとしなかったからだろ。

「じゃあ、個人的に探偵でも雇えよ」

「だって、お金ないのですもん」

　いい歳としして、ぷくっとほっぺを膨らますんじゃないよ。

　あんたが男に貢いで、スッカラカンになったんだろう。

「じゃあ、クレービング・ストーンに祈れ」

「だってこれ、ニセモノですもん！」

「オレにどうしろっていうんだよ！」

「だから、あの人を捜してきてって言ってるのですよ！」

「誰だよ、あの人って！」

「妖よう精せいガンコナーですよ！」

「妖精から結婚詐欺を喰らってんじゃないよ！」

　あ、またソファーに泣き崩れた。

　これは、めんどくさい。

　非常にめんどくさい。

「じゃあオレ、帰るわ」

「ちょっと！　帰るのですか!?　なんか可哀かわいそうだから手伝ってやろうみたいな発想には、ならないのですか!?」

「ヤだよ。このあとダンジョンに戻って、めんどくさい管理方針会議にァ――ッ！」

　ついにマナールは、タイトスーツを脱ぎ始めた。

　無心にボタンをはずし、ばいんばいんの胸むな元もとがレースの襟からこぼれ落ちそうだ。

「わかりました」

「待て待てッ！　絶対わかってないだろ！」

「好きにしていいのです……あるいは、して欲しいことがあれば」

　この人、マジで短絡的だな。

　問題解決のためには手段を選ばないってのは、ある意味すごいとは思うけど。

「あのさぁ。もっと自分を大切にしなさいって」

「飲み屋でキャバ嬢じように説教するみたいなのは、嫌きらわれるのです」

　なんで知ってんだよ、ハラ立つなぁ。

　けど、説教なんてしたことないもんね。

　モテる『３ない』行動、守ってるもんね。

「いいから、ほれ。服を着て」

　脱ぎ捨てたスーツの上着を拾ってかけてやると。

　マナールはじっと上目遣いで、なにか言いたそうだった。

「どうしても……捜してくれないのですか」

「オレはマコウ・エルフィラリ。身内以外の相談には決してのらないことで有名な男だ」

　ぱっ、とマナールの表情が明るくなった。

　え、なんで笑え顔がおなの？

　人の話、ちゃんと聞いてた？

「ですよね！　だと思ってたのですよ！」

「……なにを？」

「だって私たち、もう身内みたいなものですものね！」

「ねぇ……大丈夫？」

　なんか、危険な薬物やってない？

　今までの流れでその発想にいくの、おかしくない？

「反省を促すためにまず下げて、そのあとから助けるのが身内ってものですよね！」

「身内の定義が、あいまいだったかナ？」

　なぜか謎なぞ理論で気を取り直したマナールは、急にお茶を淹れてくれた。

　これは絶対、危ない人の行動だ。

　思考が究極を突とつ破ぱして、パァッとお花畑になった感じではなかろうか。

「南部さんって、最初の面接からいい人だと思ってたのです」

「だから、うん……オレ、帰ってもいいかナ？」

「私、子どもの頃ころに両親を」

「あ、そういう話はいいから」

「ですよね！　前を向いて歩けってことですよね！　ポジティヴ・シンキンですよね！」

　すげー、ポジティヴだな

　そのあたりは、見習うべきものがあるけど。

「違ちがう違う。そんな深イイ話じゃなくて、言葉通りの」

「ですよね！　深く考えるのはヤメました！」

　超セクシーで大好きな痴ち女じよＯＬ系の人だけど、これはムリ。

　ぜんっぜん、ムリ。

「じゃあオレ、帰りまーす」

「今日は、何時に帰ってくるのですか？」

　キラキラした瞳で、マナールが見あげてきた。

　なにこの新婚さんみたいなヤリトリ。

　どうやったら、ここへまた帰ってくる流れになったと判断できるのだろうか。

「あーっと、そうねぇ……遅くなるかな」

「ごはん作って、待ってますね！」

　ダメだ、この人。

　たぶんまた、悪い男に騙されて貢ぐわ。

　もう、いい加減に疲れたよ。

　ダンジョンには寄らず、みんなのいる森へ帰るかな。

　あー、結局そうかもしれない。

　帰る場所があるから、飲みに行くのが楽しいのかも。

　などと考えていると、ノックと共に秘書のような人が町長室に入って来た。

「失礼します。マコウ・エルフィラリ様に、急ぎの伝言配達が入っておりますけど」

「あら？　なんでしょうね」

「おいおい、身内かよ」

　マナールから伝言を奪い返すと、今までのお気楽な気持ちが一気に吹ふき飛とんだ。

　差出人はグレコだったが、その文字はひどく慌あわてている。

　そして伝言の内容は最悪だった。




　――ネデルカ、ピオナ、マリエラが誘拐された。




「お仕事ですか？」

　思わずマナールの顔を、まじまじと見つめてしまう。

　異世界ヨルゴスにも、避けて通れない道というものが存在するらしい。

　なんでこう、次から次へと負の連れん鎖さが起こるのだろうか。

「逆わらしべ長者、ってヤツかな……」

　頭の中がお花畑になったマナールを町長室に残し。

　指定された場所へと、急いでペリュトンを飛ばした。




　こんなに忙しくて充じゆう実じつした生活が、したかったワケじゃない。

　ましてやネデルカたちを危険に巻き込むなど、もってのほかだ。







▽　▽　▽







　呼び出されたラティリの町に着くと。

　相変わらず町は閑散としていたが、それにしても人がいない。

　この風景はすでに、ゴーストタウンと言っていいだろう。

　途と中ちゆうで合流してくれたグレコとギヨームと共にペリュトンを繋つないで中央広場まで急ぐと、力なく縛しばられて無造作に横たえられた３つの人ひと影かげが目に入ってきた。

　それはグレコが知らせてくれた通り、さらわれたネデルカ、ピオナ、マリエラ。

　みんな奇き妙みような形に縛られて、力なく地面にうなだれている。

「おいッ！　大丈夫かッ!?」

「マコー兄さん、待ってください！　あいつが！」

　引き止めたグレコが指さしたのは、広場の片かた隅すみ。

　そこには小洒落たジャケットに帽ぼう子しをかぶり、意識高そうなマフラーまで巻いた腹立たしいほどのイケメンが立っていた。

　こいつが人間でないのは、背中に生えたキラキラの羽でわかるとしても。

　なにがイラッとするかといって、小金持ちの都会住みが全力でファッションに金を注いだ感じをプンプンさせている以上のものはない。




「キミが、マコウ・エルフィラリくんだね？」




　そのスカした声だけで腹が立つ、いわゆる生理的に嫌いな男の典型的なやつだが。

　ネデルカの双そう剣けん、ピオナのライフル、姐ねえさんのキノコをもってしてもこの有様。

　詐欺グループのボスをしていたのはダテではない、ということだろう。

「いや、違うけど」

「おいおい。ボクの元部下をふたりも連れて、それはないだろう」

「オレの名前なんて、どうでもいいよ。帰るぞ、ネデルカ」

「ちょっと待ってくれ。知ってるんだろ？　このセレブでイケメンな妖精ガンコナー様が、詐欺グループのボスだって。それを無視するのは、どうかと思うんだけど？」

　思わずそのめんどくさい感じに、溜ため息いきがこぼれた。

　帳ちよう簿ぼはここへ来る途中の沼に捨てて来たから借金なんてもう知らないし、ともかく生理的に嫌いだからこれ以上かかわりたくない。

　みんなを連れて帰れば、それで十分。

　楽しくテキトーな生活に、誰もこれ以上は干渉しないで欲しい。

「あー、そう。知らんけど」

「それだけ？　なんか他にも、言うことあるんじゃ」

「そういうのに興味ないんで、もういいか？　おいっ、ピオナ！　姐さん！」

　近づこうと一歩踏ふみ出だした鼻先を、ヒュッと奇妙な弓矢がかすめた。

　矢の軌跡がピンクに染まり、ガンコナーの弓から放たれたものだと主張している。

　あー、なんかハラ立つ。

　いちいちハラ立つわ、コイツ。

「なんで無視するわけ？」

「嫌いなものはスルーする主義なの」

「なにを言うんだい。ボクの大事な部下と顧こ客きやく名簿を奪うばったのは、そっちの方が」

「みんな起きろよ、帰るぞ！」

「なんで無視するのかって、聞いてるんだけど？」

「くっそ……なんだよ、この縄。妙みような縛り方しやがって」

　キツく縛られた縄は、不思議と少しも弛まない。

　イケメン妖精がＳＭっぽくみんなを縛っているだけで、ハラが立つというのに。

「ムリだね。ボクが締しめた愛の亀甲縛りは、そう簡単には解ほどけない――いや、正確には自らその呪じゆ縛ばくを解こうとせず湧わき上あがる耽美な感情に身をゆだね」

　カチン、と頭の中でスイッチが入った。




「うるせぇなコノヤロウ――ッ！」




　前の世界でもこっちの世界でも、怒いかりという感情は持たないようにしてきた。

　そのエネルギーは非生産的で、かつ無駄なものが多い。

　その分、他の楽しいことに回した方が明らかに有意義だ。

　限られた人間の生活エネルギーをどう振ふり分けるのか、それを決めるのは自分。

　それならば、おもしろおかしく生きていた方がいいに決まっている。

　しかし、これはダメだ。

　こういう悪ふざけは、見知らぬ第三者がやっていいものではない。

　親しい間あいだ柄がらでのみ許されるものだ。

「オレの身内に、ずいぶんなことしてくれやがったな」

「あの娘むすめらはキミの親族なの？」

「いいから、さっさとみんなの縄を解け！」

「ふふっ、イヤだね。返して欲しければボクの顧こ客きやく帳ちよう簿ぼを」

　聞き終わる前に、力一いつ杯ぱいハンマーで地面を叩き切っていた。

　ガマンにも限界があることを痛感する。

「ニセモノ売ったり、お人ひと好よしの兄弟を騙したり……結婚詐欺とか、挙げ句の果てには誘拐とか――おまえ、やることが全部セコいんだよ！」

「うおぉぉっ！」

　驚おどろいたことに、いきなりガンコナーに飛びかかったのは気弱なギヨームだった。

　今まで騙されていた怨みを晴らすような形相。

　とはいえ、ギヨームはローブに杖つえの魔法使いスタイル。

　弓矢の懐ふところへ飛び込むのは無謀だ。

「待て、ギヨーム！」

　射撃系の武器使いが欠点を補うには、これがベストだろう。

　ガンコナーは短いモーションで、矢を束にして射った。

「かはっ――」

「優秀な人材だったのに残念だよ。退職金の代わりに、いい夢を見させてあげるから」

　避さけることもできず、ギヨームはピンクの矢を３本受けて地面に沈しずむ。

　その顔が苦悶に歪ゆがむことなく、恍惚としていることが唯ゆい一いつの救いだった。

「ギヨーム！」

「安心して。ボクは紳士な妖精だから、リスポーンできない半獣人は殺さない主義なの。あ、当然だけど？　お金に余よ裕ゆうがあるボクは、町に特別獣人税を払はらってるけど？」

「ここの住民に借金を背負わせた分際で……町役場が納税を受けるわけないだろッ！」

「いやぁ。町の人たちは、素す直なおにボクを受け入れてくれたよ――いい夢と引き替えにね」

　キザっぽく指をパチンと鳴らすと。

　町のいたる所から、虚ろな瞳ひとみをした住人たちが武器を手にぞろぞろと出て来た。

　その中にはもちろん、あのハゲ町長の姿もある。

　人垣は次し第だいに輪となり、遠巻きにあたりを取り囲み始めている。

　その瞳はすべて虚ろで、焦点が定まっていない。

「あーっ、気をつけてあげてよ。中にはまだ、今月分の税金を払ってない人もいるから」

　すっと正中に長ちよう剣けんを構えたグレコが、横に陣取って並んだ。

　その顔つきは凛々しく、ダンジョンで飲み食いしていた時とは別物。

　この剣けん道どう使いを味方にすると、頼たのもしくてならない。

「マコー兄さん。あいつの弓、【誘惑チヤーム】がついてんスよ」

「ネデルカたちは、それで？」

「ガンコナーの言われるがままっスね。姐さんたちが縛られてんのは、たぶんそれでも暴れたからじゃないスかね」

「ギヨームは大だい丈じよう夫ぶなのか」

「あいつは意志が弱いんで、縛っときました」

「そうか。オレら、ふたり……か」

「ガンコナーの弓さえ折れば、【誘惑チヤーム】は解けます。ケンドーは切っ先が届けば無敵っスから、任せてくださいよ」

　すると残りの大勢は、このヘビ防具とハンマーを信じて相手をするしかないのだが。

　手加減しながらこの数を相手にするのは、かなり厳しいものがある。

「マコウ・エルフィラリくん！　おとなしく顧客帳簿を返せば３０００万クロナで見逃してあげなくもないが、どうするかね!?」

「捨てたよ」

「なッ――捨てた!?」

「持ち歩くには重すぎるからな」

　ガンコナーのイケメン面がみるみる赤く染まり、両りよう肩かたは震ふるえていた。

　悪党が「見逃す」と言って、約束を守るような映画を観みたことがない。

　さぁ、やり合うおうか。

　最悪、相討ちでもいいぜ？

　やったことあるし。

「クッ――町の皆さん！　やっちゃっていいですよォッ！」

　考える間もなく、クワや斧を振りかざした町民たちが襲おそいかかってきた。

「いくぞ、グレコ」

「せいやァァァァッ！」

　グレコは怒声一発、気合いを入れた。

　相変わらず手元の小さな動きだけで、切っ先を上下左右にコントロールしている。

　両りよう刃ばの長剣に峰打ちはないので、これはグレコなりの気き遣づかいだろう。

　そこからモーションなく振ふられる長剣は、その「腹」で住民たちを打ちつけていた。

　今まで防具に頼ってクエストに出ていた程度では、とてもその剣けん速そくには対応できない。

　振り出されたクワは届く前に斬り飛ばされ、手にした鎌は小手で落とされている。

　なんとか武器を手放さずに済んだところで、胴どうを抜かれて苦悶に崩れる。

　振り切れたところで、かわされて面が入る。

　間合いに入れたとして、剣道の鍔迫り合いに勝てるものではない。

「ふん――っ！」

　あとはハンマーを振り回まわしながら、グレコの手て薄うすな背後をガードする。

　こっちは当たっても当たらなくてもいいので、ともかくグレコが剣の間合いに入るまで耐えるだけ。

　問題は飛んでくる、ガンコナーの矢だ。

「兄さん、危ないッ！」

　どかっ、と体当たりされて間かん一いつ髪ぱつで矢をかわす。

「サンキュ――後ろだ、グレコ！」

　体勢を崩くずしたグレコの背後に迫る住民に、なんとか起き上がりのハンマーが当たった。

　恐おそらく防具が、ぐにょんと伸びてくれたおかげだろう。

「いけそうっスね！」

「だなっ！」

　打ち据え、ハンマーで払はらい、弓矢をかわす。

　武器を落とした住民に飛びつかれても、防具のぬるぬるでツルンとすり抜ぬける。

　圧あつ倒とう的てきな数の優位を崩されて、次第にガンコナーの表情が険しくなっていった。

「クッ――」

　たとえ何本の矢をつがえようと、弓の攻こう撃げきは単調で直線的。

　止まらず動き続ければ当たるものでもなく、モーションも大きいので予測しやすい。

「左だ、グレコッ！」

「りょッ！」

　その右側は、ハンマーを振ってガードする。

　気づけば中央広場には、呻きながら横たわる住民たちの山ができていた。

「ガーンコナァー。よくも俺おれら兄弟を、チーターだ魔ま法ほう使つかいだと騙してくれたなァ」

　グレコの間合いは、弓を引くより有利な距きよ離りまで詰まっている。

　つまりここからは、一刀一足の間で圧倒的にグレコが優位だった。

「チッ――」

「武器が弓ひとつじゃ、話にならねぇなァ――ッ！」

　ガンコナーの動きを察知したグレコが、待ったなしで踏み込んだ。

　待てよ、武器がひとつ!?

　弓の単調な攻撃を、あまりにも繰り返しすぎじゃないか!?

「ダメだ、グレコ！」

　止められない打ち下ろしモーションの切っ先が届く先に、ガンコナーの姿はなかった。

　正確には、ガンコナーが後ろ「上空」で剣をかわしたのだ。

「なッ――飛んだァ!?」

　剣道に空中回避はない。

　あまりにも剣道に自信を持ち、あまりにも剣道に頼りすぎた結末だろう。

「待っていたよ、単純バカな半はん獣じゆう人じん――ボクには羽があるんだ」

「グレコォッ！」

　打ち下ろされた矢がグレコを射るのに、時間はかからなかった。

　恍惚と苦悶に挟はさまれながら、それでもグレコはなにかに逆らって地面に崩れる。

　どうあっても、ガンコナーの【誘惑チヤーム】に屈するつもりはないらしい。

「あーあぁ。残りは安やつすいハンマーだけになったけど……それって、ここまで届きそうかな？」

「なんだと、コノヤロウ……」

　身長の倍程度しか浮ういてないガンコナーだが。

　たとえ防具が少し伸びたところで、さらに飛ばれてしまえばハンマーは届かない。

　せめて、地面に叩き落とせれば。

「ボクも、つまらないヤツにやられたもんだ。キミは死んでも大丈夫なんだろうから、みなさんでヤッちゃってくださいな」

　それを合図に、生き残っていた住民たちが飛びかかってきた。

　武器を折られて素手になっても、タフな何人かはガンコナーの意のままだ。

「くそッ！」

　横殴りの一発は当たったが、そこから反対にハンマーを振り返すには重すぎる。

　暴徒と化した住民の伸のばした手が防具を――

　――つるん。

　相変わらず、ヘビ防具のぬるぬるで掴つかみ損ねている。

　待てよ？

　このスーパー潤滑効果、使えないだろうか。

　非現実的だろうが、今は他に選択肢がない。

　ならば重すぎるハンマーは捨て、両手を広げて全ぜん身しん全ぜん霊れいでお出で迎むかえするしかない。

「バッチこいやァッ！」

　ありがたいことに、煽られた住民たちが一いつ斉せいにタックルを仕し掛かけてきた。

　――すぽん。

　抱え込まれた力がぬるぬる効果で上向きに変換され、ガンコナーめがけて飛んでいく。

　ぜひこれには【ぬるぬるスポーン】というスキル名を付けたい。

「バカなッ!?」

「バカはおまえだ、イケメン妖精ガンコナー！　野や郎ろうふたり分の体重を、そのキラキラする羽で支えられるかなァ!?」

　妖精の飛行は、それほど俊敏ではないらしい。

　掴んだガンコナーの体を離はなさないよう、にゅるんと手足を巻き付けた。

「放せ！」

「イヤじゃ！」

　男に絡からみつくなど二度とゴメンだが、なにがあっても放すつもりはない。

　そのまま高度を下げ、地面に引きずり込んでやった。

　ここから先はヘビらしく、締め落とすことにしよう。

「くっ、苦し……」

　アゴを引いても、にゅるんと腕うでは簡単に首元へ入り込む。

　あとはどんな防具にも付いているパワー補正全開で、頸動脈を締め上げるだけだ。

　サイコーの防具をありがとう、エキドナ。

　あの頃のオレには、この良さがわからなかったよ。

　けどこれには、なんてスキル名をつけようかな。

　あ、スキルじゃなくて技名として【ぬるぬるアナコンダ締め】ってのはどうだろうか。

　――ペキッ。

　弓の折れる音がした。

　まだ締め落としてはいないが、とりあえず目的は達成。

　野郎に抱だきつくのは、もう十分だ。

「けっ。イケメン妖精なんて、しょーもない」

　ぐったりしたガンコナーから手を離すと、【誘惑チヤーム】の解けたグレコとギヨームが駆かけつけてきた。

「兄さァん！」

「アニキ！」

「おー、ふたりとも。大丈夫だったか？」

「すいませんしたァ！　俺、なんか無様にやられちゃってェ！」

「ぼくも、役立たずで……」

「なに言ってんだよ。おまえらとは、わりと真しん剣けんにパーティーを組めるんじゃないかって思ったぐらいだぞ？」

「まじスかァ!?」

「ぼくが……兄さんとアニキと、クエストに？」

　剣道使いのトラに、ペリュトン使いのライオン。

　あとはなんか強そうな半獣人を見つければ、チーム【ワイルドハンター】みたいな感じの無双パーティーが組めるのではなかろうか。

　あ、ヨルゴスでは無双も禁忌だったな。

　いや、確かライセンス制だったような。

　などと和なごんでいると、向こうの方からいつもの聞き慣れた声が響ひびいてきた。

「ちょっと、マコーッ！　あんた、なに縛ってんのよ！　今まであたしたちのこと、性のはけ口として見てたわけ!?」

「マコりん軍ぐん曹そう！　これは噂うわさに聞くＳＭプレイでありますけか!?」

「キノコ……欲ほしい」

　やっぱ、こっちの方が和むな。

　パーティーってのは効率重視じゃないよね。

「いま行くから待ってて」

　亀甲縛りがあっさり切れたのは、縄にもガンコナーのなにかが付与されていたのだろう。

　個人的には姐さんのゴスロリ亀甲縛りは、もう少し見ていたかったけど。

「なんてことしてくれんの！　放置系ＳＭとか、心の準備ってもんがあるでしょ！」

「いやこれ、ガンコナーに縛られたんだぞ？」

「……誰だれそれ」

「誰それって……ほら、あそこでうなだれてるスカしたヤツ」

「あーっ！　あいつ!?」

　ライフルで狙ねらわないようピオナをなだめるのも大変だが、姐さんの取り出したいかにも危険そうなレインボーのキノコを収めてもらうのはもっと大変だった。

「しかし３人まとめてやられるとは、珍めずらしいこともあるもんだな」

「あたしもさぁ、なんか怪あやしいヤツがこっち来るなーとは思ったんだけどね。あの距離からいきなり弓を射てくるとは、思ってなかったからさー」

「イケメンに騙だまされたんじゃないのかよ」

「まさか。顔のいいヤツに、ロクなのいないから。ねぇ、マリエラ」

「腐くされろ」

「ピオナはイケメンを見たらわりとすぐ撃うつ方ですけど、タイミング悪くちょうど銃じゆうの分解清掃をしてたところでしての」

　キミら昔、なんか辛つらいことでもあったの？

　よかったわぁ、イケメンに転生しなくて。

　いや、できればイケメンが良かったけど。

「姐さん方、ご無事でェ!?」

「ケガとかないすか？」

　心配したグレコとギヨームも駆け寄よってきた。

　ぜんぶで６人の大家族。

　それもなかなか悪くないな、と思っていると。

　意識高い系のファッションをボロボロにしたガンコナーが、ゆらりと立ち上がった。

「くくくっ……勝手に終わらないでくださいよ」

　とりあえず全員が武器を構えたものの、ガンコナーの弓はすでに折れている。

　飛び上がるためのキラキラ羽ばねはしおれ、隠かくし持っているものはなさそうだ。

「もうやめろ、ガンコナー。こっちには双剣、ライフル、最狂キノコ使いがピンピンしてるんだ。今度は地面も空中も、空気さえもおまえには不利だ。グレコの腕うで前まえはさっき見ただろうし、次はギヨームにもペリュトンをけしかけてもらうからな」

「マコー、マコー。あんたのハンマーは？」

「疲つかれたからノーカウントで」

　それを聞いてもガンコナーは、怯むことなくゆっくりと歩いて来る。

　間ま違ちがいない。

　こいつはまだ、なにか切り札を隠し持っているのだ。




「フェアリィィィィ――バァァァァストッ！」




　不意に天を仰あおいで叫さけんだガンコナーは、もの凄すごい勢いで反り返った。

　そして前にかがみ込み、再び強く反り返る。

　それを何度も繰り返す姿は奇妙というよりも奇怪で、とても妖精のイメージではない。

「おい、グレコ……あいつ、なにやってんだよ」

「……いや、俺も見たことないスわ」

「まさか姐さん、なんかキノコ投げた？」

「……まだ投げてない」

「じゃあ、なんだよあのキモチ悪い動き――」

　突然ぼんとグレコから爆風が広がり、砂すな煙けむりをまき散らした。

　視界を奪われて警けい戒かいしていると、聞いたことのない獣の咆ほう哮こうが響き渡った。

「ちょっと、マコォー……ちゃんとトドメを刺さしときなさいよ」

「人型の息の根を止めるのって、イヤじゃない？」

「これって、そんなこと言ってられない状じよう況きようだと思うんだけど……」

「ズルくないか、妖精の第２形態とかって」

　砂煙の晴れた町の中央広場には、巨きよ大だいなマングースが立ちはだかっていた。







▽　▽　▽







　それが立ち上がった姿は、建物の２階を軽く越すだろうか。

『ゴフッ、ゴブォ――』

　すでに人語を発することも理解することもなく、ただ天を仰いで咆哮をあげる巨獣。

　あたりの空気をビリビリと叩き、振動が鼓膜に突つき刺さってきた。

「ヘビ柄防具対巨大マングースか……前の世界じゃ、これも禁きん忌きなんだけどなぁ」

　ひと目でマングースとわかったのは、防具の囁きだった。

　うまく言えないが心が震えたというか、股こ間かんが締め上げられたというか。

　そしてダイレクトに脳内へと浮かんだ言葉――それがマングース。
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　これで遠えん慮りよなく討とう伐ばつできる姿になったとはいえ、さすがにこの大きさは問題だった。

「どうすんのよ、こんなデカいネズミ！」

「いや、だからネデルカ。これはマングースだと」

「うっそだぁ！　マングースって、羽とかトゲとか付いてたっけ!?」

　そう、それがどうも心配のタネで。

　本当にこれをマングースだと言い切っていいのか、確信が持てない。

　俗ぞく悪あくなドブネズミ顔にゴワゴワの毛むくじゃらで、太めの尻尾しつぽまではいいとしよう。

　しかし両腕には釣り針の返しみたいな太いトゲが無数にあり、背中には妖よう精せいの名残なのか昆虫のような羽が生えている。

　この図体で飛ばれると悪夢なのだが、実際にやりあってみないと分からない。

「マコりん、これはマングースで間違いないですてよ」

「ピオナ、見たことあるの？」

「猟りよう師しの間では有名な、駆除対象の特定外来生物ですっけ」

「外来生物って、どこか別の世界から来たって意味か？」

「……観賞用？」

「きっと悪あく趣しゆ味みな金持ちが、育てられなくなって捨てたんだろうな」

　思わず溜め息をついていると。

　すでにネデルカは双剣を抜ばつ刀とうして、臨戦態勢だった。

「ふたりとも、のんきなこと言ってないで！　来た来た、あいつ来てるから！」

「仕方あるまい。理不尽な借金と共に、ヨルゴスから消えてもらうとしよう」

「どこからそんな余裕が出て来るわけ!?」

「まぁ、だいたい姐さんのキノコがなんとかしてくれるよ。ね？　姐さん」

「……キノコ、足りない」

「え……」

「あれ、デカすぎ」

「なんか、シュッと効くやつないの!?」

「血中濃度が上がらない」

「マジかよ！　じゃあどうすんの、なにが効くの!?」

「……燃やす」

「燃やす!?　なんでもいいけど、そのキノコ探せる!?　この辺に生えてる!?」

「たぶん、でも……いっぱい必要」

　いつも姐さんに頼りすぎていた罰ばつだろうか、まさかのサイズオーバー宣言。

　心の余裕が凍りついた瞬しゆん間かん、ごわっと目の前を妖精マングースの爪つめが薙いでいた。

「ふぉわッ！」

　姐さんを抱きかかえたまま、横っ飛び。

　辛うじて直ちよく撃げきは避けたが、デカい図体のクセに見えない速さだった。

「姐さん、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「ぎゅっ」

「ハグはあとで！　それより、どっかでキノコ拾って来られる!?」

「ふふ、あとで……あとで……」

　あとでなにをする気なのか。

　姐さんはゴスロリ・スカートの裾すそをつまんで、ひょいひょいと消えていった。

　キノコが間に合わないとすると、ライフルはどうだろうか。

　動く的には当てづらいとはいえ、これだけデカければピオナの腕なら当たりそうだが。

『ゴボァァァァッ！』

　待てこら、マングース！

　こっちはまだ話が済んでないんだよ！

「なにやってんの！　とりあえずあたしが足止めしとくから、なんかいろいろ決めるなら早くしてよね！」

　ネデルカがわざと大きなモーションで引きつけている隙すきに、ピオナの腕を引いてマングースから距離を取った。

「ピオナ！　あの大きさなら当たるだろ!?」

「この口径じゃ、効かないですっけ」

「いきなり全否定!?」

「目か鼻でも狙えば多少は怯むですけど、そんなの当たるワケないですけに……まぁ、ダンジョンのワンオフ武器ショップ『ガンナーズ・ハイ』に行けば」

「ワーウルフ店長のとこ!?　すぐ行ってきてナウ！」

「けど、ピオナは金欠ですっけ」

「あーっ、もうっ！　大丈夫、店長にはオレが後でなんとかするって言っといて！」

「ここから走って行けと？」

「あーっ、もうっ！　もうっ！　ギヨーム、ギヨ――――――ムッ！」

　どうしていいかわからないギヨームは、広場の隅っこに隠れていた。

　大丈夫、おまえにしかできないことがあるんだ。

　いいから速く！

　頼むから、こっち来てくれって！

「なんですか……アニキ」

「出番だ！　おまえのペリュトンで、ピオナをダンジョンまで連れてってくれ！」

「わ、わかりました」

「ちょっとマコーッ、あたしはどうすんの！　はやくなんか考えてよ！」

　妖精マングースの攻撃は、ネデルカが一身に受けている。

　というか、必死で避よけている。

　リーチの短いネデルカの双剣は当然ながら圧倒的に不利で、なんとかボンデージ防具の性能ですり抜けているだけだ。

「ネデルカ姐さんには、俺が助すけ太刀だちしますわァ！」

　そこへ飛び出して、マングースの爪をなぎ払ったのはグレコだが。

　ネデルカの双剣よりリーチがあるものの、相手が巨大すぎてそれも頼りにはならない。

「グレコ!?　おまえは死んだら、リスポーンできないんだぞ!?」

「兄さんがなんとかしてくれるって、信じてるっスからァ！」

　真正面からキラキラした瞳で言われると、心が痛くてならない。

　なにせ今までの人生、すべて運勝ちしているだけなのだから。

「だよなぁ……オレだけ、なんにもしないってワケには――あぁっ!?」

　いつの間にか、防具の尻尾が垂れ下がっていることに気づいた。

　確かエキドナが、尻尾はこの防具のエネルギー・メーターだとか言っていたような。

　そういえばエロ・チャージは、ダンジョンの地下でチラッとしか受けていない。

　第１形態のイケメン・ガンコナーとやりあっただけで、使い切ってしまったのだろう。

　なんて燃費の悪い防具だ。

　これはすぐにでもエキドナの風ふう俗ぞくぬるぬるスキンシップをチャージしないと、ただの悪趣味なヘビ柄スーツに成り下がってしまう。

「ちょま、ギヨーム！　戻もどって来い、ギヨ――――――ムッ！」

「なーんでーすかぁー」

　上空から、かすかな声が戻って来た。

　ピオナを乗せた２体のペリュトンは、幸いにもまだ旋回している。

「エキドナッ！　あいつ地下３階にいると思うから、一いつ緒しよに連れてきてくれッ！」

「わーかりまーしたぁー」

「ダーッシュ！　ハリア――――――プぁあああッ！」

　間一髪で、妖精マングースの一撃をかわせたものの。

　案の定、ぐにょんと防具は伸びる気配がない。

　それどころかぬるぬるが減ったせいで、ひっかかれた一部が裂さけかかっている。

「マコーッ！　集中しなさいよ！」

「いま大事なことに気づいて、動どう揺ようしてたの！」

「兄さん、姐さァん！　俺を正面に、逆三角の陣形でェ！」

「マングースを取り囲むのね!?」

「固まってたら、爪のひと振りでもってかれますぜェ！」

　待て、グレコ。

　今のオレって、初期のペラ防具よりペラいかもしれないの。

「了りよう解かい、あたしは左へ！　マコーは右をお願い！」

　ちょ――せめてエキドナが来るまで退かないか!?

　あーっと、グレコはもう気合い入れちゃうのかな!?

「来いやァァァァッ！　化けネズミィィィィッ！」

　ふたりとも退く気はないし、ひとりだけ逃にげるわけにはいかないし。

　死んだらリスポーンして戻って来るまで、こっちの時間で７日かかるんだよ？

　あれ、もしかして戦力外通告なの？

「ねぇ……ちょっと、ふたりとも聞いて？」

　真正面で長剣を揺らすグレコに威い嚇かくの牙を剥き、マングースはその両腕を広げる。

　それでなくても大きな体が、より大きく見えて威圧感がハンパない。

「どこ見てんのよ、バカネズミ！」

　そんなマングースの足元に、平気で飛び込むネデルカ。

　それに合わせて、グレコも踏み込む。

　マングースも素す速ばやく体を捻るものだから、当然こちら側には尻しりが向くわけ――

「――でぶしゃらあァッ！」

　べちーんっ、とデカい尻尾に弾はじかれる始末。

　なにこれ、めっちゃカッコ悪くない？

　ホントこの防具、ぬるぬるが切れたらなんの役にも立たないな。

「兄さん!?　大丈夫スかァ!?」

「あーっ、こっちはいいから！　おまえは前に集中して！」

「あたしが死んでもマコーは守るから、ムリしないでね！」

「お気遣いはありがたいけど、できればネデルカは死なないでくれるかな!?」

　うわー、なにこの足手まとい感。

　オレ、要介護？

　なんか役に立ってんのかよ、これ。

「……どうすっかな」

　マングースの攻撃は基本的に、引っかきで体勢を崩してからの噛かみつきと単調だ。

　しかし驚くほど速いので、目視できるのはヤツが動き終わったあと。

　巨体のわりにモーションが短く、２択に絞っても回避できそうにないのだ。

「せいやァァァァッ！」

　グレコはそれを見切り、横殴りの引っかきは長剣で弾いて同じベクトルに流す。

　爪だけでも危険なのに腕には太いトゲがいくつも付いているのだから、まともに正面から打ち合うよりこっちの方が無難なのだ。

「甘あまいぜェ！」

　噛みつきに関しては間合いを見切り、横ではなく後ろに下がってかわしている。

　直線の攻撃ではあるが口を開いた分だけ面積が大きいので、これが正解なのだろう。

「すげぇな、あいつ……」

　グレコのスキルは、間違いなく【回避見切り＋２】だろう。

　いったいあれに、どうやって勝てたのか。

　あっ、ウンコ踏ふんだのか。

「ほらほら、あたしが相手よ！」

　そしてネデルカは、ボンデージ防具の【締しめ上げ効果】で安定の俊敏さ。

　マングースの注意がグレコに向いている時だけ、足首を狙ってヒット＆アウェイ。

　決して仕留める攻撃ではないが、チクチクとマングースのフットワークを削――

「――げふあァァァァッ！」

　またもや、気づけば地面の砂利を舐める始末。

　ふたりが攻撃するたびに、こちらへ振られるマングースの太い尻尾。

　回避もできずに叩たたきつけられるのだけは、なんとかしたいのだが。

「あァ!?　また兄さんだけを狙いやがってェ！」

「卑ひ怯きよう者もの！　あたしが相手するって言ってるでしょ！」

　いや、別に狙われてるんじゃないの！

　ただ単にオレが回避できてないだけなの！

　ホント申し訳ない、どうすっかなチクショー。

　せめて注意だけでも惹けば、なんかの足しになるかな。

「――今はこれが精せい一いつ杯ぱい！」

　ちょっとだけ近づいて、思いっきり地面をハンマーで叩いてみると。

　どーんと大きな音がして、マングースの気を引くことができた。

「今でェァッ！」

　その隙にグレコが打ち込む。

「そこねッ！」

　マングースが真後ろに身を引いた足元へ、ネデルカが転がり込む。

「よいしょォ！」

　ひとり悲しく、エア餅つき。

「さァッ！」

「甘いわッ！」

「よいしょォ！」

　なにこれ、ダッサ。

　注意を惹いて足止めにはなっているが、ラティリの町はどんどん破は壊かいされていく。

　おまけに取り囲んでいるのが３人なので、後ろに下がられたら攻撃は当たらない。

　みんな疲れるばかりで、まったくダメージを与えられないまま。

　最初に限界が来たのはネデルカだった。

「クッ――」

『グボァァァァッ！』

　マングースも元は妖精だけあって、バカではないらしい。

　次し第だいに尻尾を振り回し、攻撃パターンを変えて距離を取り始めた。

「大丈夫か、ネデルカ!?」

「まずいよ！　防具が軋んでるもん！」

　攻撃回数も減り、モーションには明らかに疲れが出ている。

　それを補うように、グレコの負担も増えていった。

「兄さァん！　相手がデカすぎて、決め手が入らないっスわァ！」

　問題はこいつの図体で、攻撃も防ぼう御ぎよもこちらが圧倒的に不利だ。

　しかも大きさ相応に高い体力が、より一層マングースを有利にしている。

　まったく疲れた素そ振ぶりもなく、いまだに牙を剥いてこちらの隙をうかがっているのだ。

『キシャッ――シャァァァァッ』

　グレコは半獣人だから、やられてしまえば本当の死を迎える。

　そのくせ人語も理解できなくなった元ガンコナーの巨大マングースは、特別獣人税を払はらっているので恐らく死んでもリスポーンできるだろう。

　金さえ払えばなんでもアリかと思うと、その理不尽さを感じざるを得ない。

「これ、なんのために戦ってるんだよ……」

　そんな無力感に襲われていると。

　遠くの空から鳥の――いや、ペリュトンの群れが飛んできた。

　その数は軽く10体を超こえ、先頭にはなんとピオナが乗っていた。

「なんだ、あの肩かたに構えてる筒みたいなヤツは」

「全員、離れるすけやぁっ！」

「ちょ、えっ!?」

「ロケ――――――ット！」

　しゅばっと一閃、ピオナからまっすぐ伸びた白はく煙えんの筋がマングースに直撃。

　爆風とともに、辺り一面へ火の粉と煙をまき散らした。

「熱あつっ！　ネデルカ、グレコ！　下がれ、さが」

　ふたりとも、すでに爆風から離れている。

　だよね、一番オレが反応遅いよね。

「おい、ピオナ！　それ、危なくないか!?」

　あれ、なんかペリュトンの背中でぐったりしてるな。

　ケガでも――違ちがうな。

　あれは今まで経験したことのない発射に、軽くイッてしまったんだな。

　あーもう、こういう時ぐらいその性癖はなんとかならんモンかね。

「アニキ！　お連れしたす！」

　遅れて到着したペリュトンには、ライオンとヘビが乗っているという絵面。

　どの角度から見ても、最強のパーティーが組めそうだ。

「もぉー、マコウくぅん。ちゃんとチャージしなきゃダメって、言ったでしょお」

「エキドナさぁ！　この防具って、エネルギーが切れたら本気で使えないんだけど！」

「チャージ、するぅ？」

「そのために呼んだんだ！」

　しかし何度考えても、この防具のシステムは謎なぞすぎる。

　お触り寸止めプレイが、どういう機序で防具に作用しているのかサッパリわからない。

　長年エキドナが蓄積してきた性的エネルギーを、防具のぬるぬる粒りゆう子しに擦り込むのか。

　まさかとは思うが、ただ単にエキドナの趣味ではないだろうか。

　そんな疑問など、お構いなしに。

　背後から抱きついてくると、脇わき腹ばらから胸むな元もとに伸ばした手を防具の中に滑すべり込ませた。

　なぜいつも、後ろからなのか。

　やはり、エキドナの趣味ではないのか。

「ちょちょ、乳ち首くびをつまむ理由は!?」

「えぇーっ？　この方が、いっぱい溜まるからでしょうよぉ」

　しかしその謎理論は見事に発動し、防具にはぬるぬる感が戻ってきた。

　それに伴い、垂れ下がっていた尻尾も元気を取とり戻している。

　この防具、とても正直者らしい。

「待て待て！　耳は弱い――かはぁっ！」

「うふふ、知ってるぅ」

　あぁっ、チロチロ舐めるな甘噛みするな！

　揉もむな、さするな、つまむな危険！

　しかし体が脱力するのに反して、妙みような力が込み上げてくる。

　気持ちとは裏腹に、ぬるぬる具合はどんどん活性化されていく。

　尻尾など、なんの使い道もないのに元気いっぱいだ。

　ガッデム、なんと悲しい防具だろう。

「さすが兄さん！　こんな時まで風俗遊びとは、真ま似ねのできねェ余よ裕ゆうの荒あら業わざだァ！」

「違うぞ、グレコ！　今これ、防具に」

「マコーッ、あんたねぇ！　討伐中に風ふう俗ぞく嬢じようを呼びつけるとか、さすがに引くわ！」

「違うから！　これはそんな宅配健康デリヘルとは違う――んはぁ！」

　爆撃に怯んでいたマングースが正気を取り戻し、激しい咆哮を上げている。

　もう少しで終わるから待ってくれ、ガンコナーの第２形態。

「ネデルカ姐ねえさァん！　俺おれらは兄さんがナニかを入れてる間、なんとかあいつの注意を惹いておきましょうやァ！」

「もぅっ！　なにやってんだか知らないけど、はやく終わらせてよね！」

「だから！　防具のチャージだって！」

　なんて説得力がないんだろう。

　でも、なんでこんなにキモチいいんだろう。

「マコウくぅん、どうするぅ？　今から、あのマングース野郎を討伐するんでしょお？」

「仕方なしにだけどなはぁぁぁん！」

　おいおい、どこに手を突っ込んでんだよ！

　さすがに人前でそこはダメだろ！

　人が見てなくてもダメだけどなぁ！

「じゃあこの防具、フルチャージしないとダメねぇ」

「なんだよそれ！」

「ヘビ本来の【能力解放】だけど、やってみるぅ？」

　このうえ、どんな責めに耐えなければならないのだろうか。

　しかしまた途と中ちゆうでエネルギー切れになっては意味がないし、この姿を見られるのは一度にしたいというのもある。

「ううぅ……なんか知らんけど、やってくれ！」

「いただきまぁす」

　恐ろしいほどのぬるぬる感で、エキドナが体に巻きつき始めた。

　はたから見れば絞め殺されているようにしか見えないだろうが、この回転はヤバい。

　しゅるんしゅるん、ぐるんぐるん。

　アチコチをまさぐりながら、体中を這いずり回る。

「ホントは寝ねてやると、ラクなんだけどなぁ」

「バカ言ってんじゃないよ！　いいから、さっさと終わらせてくれ！」

「終わっちゃダメだよぉ。限界まで溜めなきゃ、スキルが発動しないからねぇ」

　込み上げてくる衝しよう動どうを抑おさえ、爆ばく発はつしそうなマグマをねじ伏せる。

　そうか、これがフルチャージか。

　これが寸止めＭＡＸというものか。

　でもムリ、全然ムリ。

　いやダメだ、ダメダメ。

　ガマンだマコウ、注意一秒ケガ一生。

　バキン――。

　とヘビ柄がら防具が鳴って、体中が熱くなった。




「うひょぉぉぉぉおッ――効っくゥゥゥゥッ！」




　心の奥おく底そこに潜んでいた獣ケダモノが解き放たれたというか、野性に支配されたというか。

　理性が切り離され、本能が全身をコントロールし始める。

　ぴーんと立った尻尾が、わりと尻尾らしくないのも気にならない。

　頭も体も冴え渡り、お目当てのエロ画像を探してひと晩中起きていられるだろう。

　あえて言うなら、なんかもう別人という感じ。

　オレの体をオマエに貸すけどオマエは誰だ、という感じ。

「いえーい、フルチャージ完了だよぉ。最終兵器は、その尻尾だからねぇ」

「これがァ!?」

「チンピク反応がきたら、ばーんとやっちゃってぇ」

「チンピク!?　なんか知らんけど了解したァ！」

「がーんばってねぇ」

「まーかせとけっ――しゃぁぁぁぁおうッ！」

　こぼれ落ちるエネルギーがもったいなくて、それを拾いながらもそれに振ふり回まわされる。

　ムダに落ち着かないこの感じは、前に姐さんから食べさせられた脳筋キノコ以上。

　気づけばペリュトンにまたがり、上空のピオナと合流していた。

「起きろ、ピオナ！　いつまでイッてんだ！」

「……んむ？　どうしたですけや、マコりん」

「あのマングース、なんか弱点はないのか!?」

「マングースは基本、水が苦手ですけど」

　上空から見渡すと、町の西側には幅はばの広い川が流れていた。

　ならば、退路を断ってやろうじゃないか。

「よーし、いま決めた！　あそこの川にあいつを追い詰つめるぞ！」

「どうやって？」

「ピオナが持ってるその、なんだか凶きよう悪あくそうなバズーカで」

「これはロケット砲。ワーウルフ店長の謹製ですけ」

「あーっ、もう！　なんでもいいから、それを上空からぶち込んでやれェ！」

「けどこれ、一発１００万ですけよ？」

「心配するな！　金ならあるんだ、たぶんある！」

「了解コピー、軍曹サージ！」

「ポジションはマングースの右側！　頼たのむぜセクシーロリ巨乳！　帰ったら体に貼はりつく系のキャミソール買ってやるからよォ！」

「……それは別に、いらんですけども」

「じゃあ一緒に抱いて寝られる、デカいライフルも買ってやるよォ！」

「Ｈｏｏｏａｈフーアッ！」

「次はギヨームだ！　いるかギヨーム！　どこだ、ギヨ――――――ムッ！」

　地面にいたギヨームが、慌あわててペリュトンで昇のぼってきた。

　すまんがこの衝動、止められないんだ。

「な、なんすか……アニキ」

「あの川までヤツを追い詰めるからおまえはペリュトンをありったけ連れて左手のネデルカとポジションを代わって上空から威嚇してくれ！　圧をかけるだけでいいから絶対ムリせずマングースの爪が届かない高さを維い持じしろよわかったか大丈夫かネデルカも心配だけどお前のことはもっと心配なんだよォッ！」

「え、っと……は、はい！」

　これで両りよう翼よくは押おさえたからあとは正面だけど姐さんのキノコは準備できただろうか、なんだこの思考がマッハで回転しながらダラダラと外へ漏もれ出ていく感じは！

　かぁーッ、体がそわそわするッ！

　これがオレの第２形態かァッ！

　なんか怪しい薬物じゃないだろうなァ！

「姐さぁん！　マリエラ姐さ――――――んッ！」

　広場の隅すみっこにいた姐さんが手を振っていたので、急降下。

　風圧でめくれ上がるゴスロリ・スカートを押さえる仕草が今日は特にたまらんからもう１回着地するかなそれとも姐さんを背中に乗せてフライ・アウェイ！

　あーっ、落ち着けオレの大脳！

「姐さん、キノコは!?」

「集めてきた」

「どうすんのそれ、食わせるのぶち込むのまき散らすの!?」

「ふふ、これはね――」

　メカニカル・キノコ・パラソルの柄に粉末の詰まった弾のようなものを詰めると、バフッとパラソル傘がさを開いてガシャンと閉じた。

「――発火キノコの圧搾式火か炎えん放射器」

　閉じた傘を腰こしだめに構えて、カチンとなにかを引いた姐さん。

　バフッと開いた傘の先せん端たんから、もの凄い火柱が走っていった。

「うっひょーっ！　パラソル部分で熱の跳ね返りをガードするんだな！」

「いいでしょ」

「さーいこーだなァ！」

「あ、マコウ……いやん」

　思わず姐さんを抱きしめたのは、抑えられない衝動なんだ！

　サイコーなものは、サイコーなんだよ！

　火炎放射器も姐さんのゴスロリも、サイコーさぁッ！

「グレコ、グレコはいないかァ！」

「なんスか兄さん！　めっちゃハイじゃないですかァ！」

「おー、グレコか！　姐さんのガード、よろしく頼むぞ！」

「もちろん了解ですわァ！」

「オレの大事なマリエラ姐さん、絶対を付けて任せられるのはお前ぐらいだからなァ！」

「まじスか!?　それ、俺のこと頼ってます!?」

「……わたしのこと、大事？」

「大事、大事！　超ちよう大事だって！」

「あ………………愛して、る？」

「みんなサイコーに愛してるっての！」

　姐さん、そんなビックリした顔すんなよ！

　いいものはいいと口に出すんだ！

　思ってるだけじゃ、伝わらないゾ！

「右側はピオナ、左側はギヨーム！　姐さんは、まっすぐこの射線で火を吐いてくれ！」

「マコウは？」

「ネデルカとその射線の左右に分かれてそのままマングースを向こうの川縁まで追い込んでやるつもりだから！」

「……危ないよ？」

「大だい丈じよう夫ぶだ、当たる気がしねぇッ！」

　そして落ち着かねぇ。

　次の瞬間にはもう、マングースの前に飛び出だしていた。

「おうおう、ネデルカ！　上空のピオナとギヨームは、がんばってくれてるぞォ！」

「ちょっと、大丈夫!?　なんか目がイッちゃってるけど!?」

「全然まだイッてないから！」

　と言う間に、背後から火炎放射器の火柱が走った。

　しかし今なら、ノーモーションで反復横跳びができる。

　これは、あれか!?

　ヘビで言うところの、サイドワインダーってヤツか!?

「な――なによこの炎！」

　真正面のマングースもザマぁみろだ。

　ピオナのロケランは飛んでくるし、反対側にはペリュトンの群れ。

　そして今度は真正面から火柱だぞ！

　逃げろや逃げろ、マングースさん！

「ヒャッハーッ！　どうだネデルカァ、うちのパーティーは圧あつ倒とう的てきじゃないかァ!?」

「ちょ、ほんとに大丈夫？　あたしは、どうすればいいの!?」

「忘れたのか!?　オレらは前衛アタッカーのペアだ！　言葉は無粋、押おし通る！」

　ブンッと振られたマングースの爪も、にゅるんと防具が歪ゆがんでかわす。

　ネデルカにとっては火を嫌いやがりながらの攻こう撃げきなど無力に等しく、余裕を持ってかわすことができている。

「確かに大丈夫そうだけど、押すってどこまで!?」

「なぁ、ネデルカ！　結婚するかァ！」

「ハァ!?」

「向こうの川まで一気に押し込むぞ！」

「ちょ、今……えっ、結婚って……あたしにプロポーズしてんの!?」

「やや違うなァ！」

「あんた絶対ヘンなクスリやってるでしょ！」

『ゴォォォォパァァァァ――ッ！』

　走る炎にマングースは押され、苦悶の表情を浮うかべて後ずさる。

　いいぞピオナ、ぶっ放せ！

　ギヨーム、横に逃がすなよ！

　燃やせ燃やせ、姐さん燃やせェ！

　ほら見ろ、あっという間に後ろはもう川だ！

　上と下から集中砲火を浴びて、後ろに下がるしかないじゃないか！

　どうした、俊敏にその川を渡れば逃げられるぞ？

　その羽は飾りか!?

「飛んでみろよ、元妖よう精せいのガンコナーッ！」

　たとえこのハンマーが折れたっていい。

　効かなくてもいい。

「けどおまえだけは、一発殴ってやらなきゃ気が済まないんだよッ！」

「待って、マコーッ！」

　ネデルカが叫さけんだ時、ブウンッと周囲の空気が高速で震動した。

　マングースは動きを止め、背中の羽に集中している。

「なッ――」

　まさか飛ぶのか!?

　その瞬間、マングースの背中から大量の噴煙が爆発的にまき散らされた。

　もうもうと立ちこめる煙は、あたり一面の視界を遮さえぎる煙えん幕まくとなる。

　ネデルカの姿さえ見えず、目標を見失ったロケランと火柱攻撃も止まってしまった。

「マコりーん！　これは妖精の粉ですっけーっ！」

　煙幕の彼方かなたから、ピオナの叫び声ごえが響ひびく。

　このマングースにも、まだ妖精の名残があったということか。

「これ吸い込んだら、どうなるんだ!?」

「ラリッてしまうすけや！」

「マジかよ!?　ネデルカ、大丈夫か!?」

「マコーっ、どこにいるの!?」

「くっそ、視界が」

　不意に、ばくんと心臓が血液を激しく吐はき出した。

　今まで全身を駆かけ巡っていた高こう揚よう感かんは消え失せ、ギリギリと感覚が一点に集中し――最後にぽつんと、体の中に波紋が広がっていった。

　ネデルカの場所が、わかる。

　違う、これは匂においだ。

　間ま違ちがいない、ネデルカのいい匂いだ。

　あ、なんか汗あせと混じって素敵な感じだな。

　左か!?

「見えたッ！」

「マコーなの!?」

　ぐっと掴つかんで見事にボンデージ防具を引き寄せると、あたり一面がネデルカの匂いで一いつ杯ぱいになった。

　それは嗅覚だけで軽くイッてしまいそうなほど、甘美でたまらなかった。

「ネデルカって、相変わらずいい匂いだな」

「ちょ、キモいこと言わないでよ――げふっ、ごふっ」

「あとはこの粉を、どうするかだが……」

　足の裏を伝う気配と言えばいいだろうか。

　ん、右斜ななめ後ろ？

「この歩幅、この微弱な震動は……姐さんか!?」

　振り返かえると、煙幕の中に人ひと影かげが見えた。

　いや、見えたのではない。

　まるでそれは、赤外線熱感知器サーモセンサーの映像だった。

「ふたりとも、これ」

　差し出されたのはガスマスク。

　これを渡すために、危険な煙幕の前線に出て来るとは。

「サンキューだけど、危ないから下がってなよ」

「大だい丈じよう夫ぶ……グレコがいる」

「面を付けた俺は、もっと強くなるっスよォ！」

「ガスマスクと長ちよう剣けん、意外に似合うな」

　ごふごふとむせ込みながら、ネデルカもなんとかガスマスクを付けているが。

「助かったけど、マコー。あたし、なにも見えないよ……」

「いや、大丈夫。あいつの居場所がわかるんだ」

「なによ、さっきから。ほんとに危ないクスリとか、やってないでしょうね」

「うーん……残念だけど、なんかさっきまでのハイな感じは抜ぬけちゃったというか」

「ハァ!?　あんた、マジでヤバくない!?」

　先ほどまでの異常な脳内物質は消え去り、今は異常に感覚が研ぎ澄まされている。

　この煙幕の中では、視覚に頼りすぎている人間は圧倒的に不利なはずだが。

　おかしなことに、それ以外の感覚がもの凄すごい勢いでフル回転し始めたのだ。

　これがエキドナの言っていた【能力解放】なのだろうか。

「みんな、さがってろ。ここからは、オレだけで決着を付ける」

「そんな……どうやって!?　マコーのハンマーじゃ、なんともならないでしょ!?」

「シッ！　あいつも自分の煙幕のなかで視界を失ってる。気づかれるから、静かに後ろへさがっててくれ」

「けど……」

「ネデルカ。オレのこと信じてるか？」

「な、なによ……こんな状じよう況きようで告こくられても、困るんだけど」

「やや違う」

「なんで毎回違うのよ！」

「みんなを頼んだ」

「ちょ、マコーっ!?　それ、どういう意味!?」

「なぁに。今回はちゃんと税金払ってるんだから、大丈夫だ問題ない」

「死ぬ気なの!?　あたし……マコーが死んじゃうのは、見たくないよ！」

「１回ぐらい、オレにもいいカッコさせてくれって」

　最初に理解してくれたのは、グレコだった。

「姐さんたち。ここは兄さんに任せて、下がってましょう」

「けど」

「大丈夫スよ。きっと兄さんには、なにか考えがあるんスよ」

「サンキュー、グレコ」

「兄さん、ご武運を」

　この途切れることのない煙幕の中で、策もなしにカッコつけたりはしない。

　間違いなく、今この防具は能力のＭＡＸを迎えている。

　マングースの強い獣臭が鼻を突つき、ヤツのうろつく振動は足の裏に伝わってくる。

　遠くにぼんやり見える赤っぽい巨体は、視覚が赤外線熱感知器サーモセンサーに切り替わって縁取ったものだろう。

　そして防具が直接、脳に語りかける。




　――おまえは毒どく蛇へびだ、毒蛇なのだ。




　ぴいん、と尻尾しつぽが固くなった。

「……なるほど。エキドナの言ってた『最終兵器』ってのは、そういう意味だったのか」

　研ぎ澄まされた毒蛇の感覚で、視界のなくなった煙幕の中を進んでいく。

　その足音は消え、ガスマスクから漏れる呼吸の音が気になるほど。

　マングースの巨体に忍び寄り、足元を狙ねらう。

　そう、この攻撃は一撃で決まる。

　ヤツの体なら、どこでもいい。

　たとえそれが、つま先でも構わない。

　なぜならオレは今、毒蛇なのだから。

『ゴアッ――』

　気配に感づいたマングースが俊敏に下がった。

　この致ち命めい的てきな一撃への警けい戒かいは、頂点に達しているようだ。

「フンッ、腐くさっても野生ってことか」

　あいつの爪つめが速いか、こっちの尻尾が速いか。

　ん、待てよ？

　尻尾が最終兵器だってのはいいとして、これはどうやって使うんだ？

　ちょ、えっ……待って待って！

　ここに来て、それはないだろ!?

　あれっ、エキドナはなんて言ってたかな。

　なんかチンピクとか、ワケのわからん指示じゃなかったか？

　やっべ、あの時は妙にハイだったからロクに聞いてなかったし！

　おい、ヘビ防具！

　この尻尾、どうやって使うんだよ!?




　――おまえは毒蛇だ、毒蛇になるのだ。




「人が真しん剣けんに聞いてんのに、ワケわかんねぇこと言ってんじゃねぇよ！」

『ゴボ――ッ！』

　バッカ、気づかれたじゃないか！

　マジやばいって、くっそ！

　待ったなしの爪をかわし、牙を剥いた噛みつきを回転回避。

　これはもう、静かにつま先を狙っている場合ではなくなってしまった。

　いいだろう、ヘビ対マングース！

　ここでは動物愛護団体の「待った」は入らないからなぁ！

「なんか知らんけど、やってやるよォォォォ――ッ！」

　体中を血液が駆け巡り、尻しりに意識が集中した。

　尻？

　そしてピンと張っていた尻尾は、あろうことか銭湯で風ふ呂ろあがりにオッサンがパーンと後ろから股こ間かんを叩くが如く。

　はぁ？

　股をくぐってくるや否や、恥はずかしい感じで前にビヨーンと伸び切りやがった。

「な――なんじゃ、こりゃァッ！」

『ゴボアァァァァ――ッ！』

　その動どう揺ようをマングースは見逃さず、短いモーションで爪を振る。

　上半身を引きちぎられる、その前に！

　せめて尻から股間に回って伸び切った、この毒々しい尻尾のひと突きを！

「なんでこんなにカッコ悪いんだよォ――ッ！」

　応援団の旗持ちみたいに抱えた尻尾が、マングースの腕うでに刺ささった直後――




　ぶちゅん、と視界がブラックアウトした。
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　そこは真っ暗だったが、どこなのかは想像がつく。

　周囲も足元も、すべて漆黒に塗りつぶされた空間。

　そしてなぜか存在する、円いちゃぶ台と２つの座布団。

　確か今回は、目の前に迫せまったマングースの爪におっ立てた毒尻尾をブッ刺した直後。

「くっそ、また死んだのかよ……」

　あ、来たな。

　遠くでクルクルと、バレリーナのように回っている人――じゃないヤツ。

　マイク片手にしゅたっと回転を止めてキメポーズを取ったのは、首から上が馬で下は腰布１枚のガチムチなあいつ。

「レイディース＆ジェントルメン！　さぁ始まりました魂たましいの再生番組『境界裂孔ハイエイタスを超こえて』！　司会はわたくし、トウ・走馬ソウマで」

「よぉ」

「ちょ、また来たの!?　ねぇ、クエストに向いてなくない!?　生き方変えたら!?」

「うるさいな！　好きで何度も死んでるワケじゃないし！」

「また相討ちとか、向いてないとしか言いようがないって！」

「……ん？　相討ちって、そうだったのか？」

「だって、ほら」

　走馬が指さした、ちゃぶ台で。

　小金持ち全開のファッションに身を包つつんだ腹立たしいほどのイケメンが、背中の羽をパタパタさせながら正座でお茶をすすっていた。

「なッ――ガンコナー!?」

「あっ、卑ひ怯きよう者ものが来た」

「卑怯者はどっちだ！　第２形態で巨きよ大だいなマングースになるとか、聞いて呆あきれるわ！」

「チ○コに毒を仕込んで刺す方が、どうかと思うけど？」

「チ○コじゃねぇよ、尻尾だよ！」

「股間からそそり立つ尻尾なんて、聞いたことないね」

「おまえだってマングースのくせに、トゲとか羽とか怪あやしい粉とか使っただろう！」

「そっちがロケット弾だんを撃うち込んだり、火で炙ったりしたからでしょ？」

「コノヤロウ……ここで決着をつけてやる！」

　全力で殴りかかったつもりだったが、異常に体が重い。

　防具のパワー補正が効いていないどころか、泥の中を歩いているような抵てい抗こうがある。

「お兄さん、ちょっと！　境界裂孔ハイエイタスでケンカしたって意味ないから！」

「うるさいな！　弓も持ってないマングースでもない、今がチャンスなんだよ！」

「なんで武器がないかとか、ちょっとは考えて行動したら!?」

　言われてみれば、ハンマーもない。

　ここで殺やり合ったら、次はどこへ行くんだという話にもなる。

「あー、確かに……」

「境界裂孔ここは中立地帯なの！　下界のモメごとを持ち込まないでよね！」

「はいはい」

「だいたい死後の世界でケンカしようなんて、どうかしてるよ！　みんな穏おだやかに理解し合ってひとつの魂になるのが、フツーなんじゃないの!?」

「へいへい、わかりました。知らんけど」

　まさか、馬頭に説教されるとは。

　少しお茶でも飲んで、頭を冷やすかな。

「それで？　ふたりとも、なんか観みたいヤツあるの？」

　コポコポとお茶を淹れてくれる走馬ソウマが言う「観たいヤツ」とは、いわゆる走馬灯のような人生のプレイバックで。

　前回はこの古いブラウン管テレビで、死ぬ直前の状態を確かく認にんしたのだが。

「あー、そうだなぁ……今回は、どうやって決着がついたかだけ確認すっかなぁ」

「ボクは汚いチ○コが手に刺さるところなんて、観たくないけど」

「なんだと、コノヤロウ……」

　いちいちカドの立つヤツだ。

　どうやってお前が死んだか、わかったけどな！

「……ねぇ、ふたりとも帰ったら？」

　テレビのリモコンをいじりながら、もの凄くイヤな顔をされた。

　ほんとにコイツ、マナールと同じ転生面接官だろうか。

　どうせカニやプラナリアの転生先しか、担当してないクセに。

「よーし、ガンコナー。さっさと戻もどって、もう１回勝負だ」

「勝負なんて冗じよう談だんでしょ。ボクはまた、１から顧こ客きやくを集めなきゃいけないんだから」

「てめ、またヨルゴスで詐さ欺ぎを働くつもりか!?」

「なにして生きようが、ボクの勝手だろ？」

「はいはい、はい！　ふたりとも、続きは下で！　妖精のお兄さんは、ヨルゴスに戻るでいいんだよね!?」




「――そんなの、私が許さないのです」




　ガンコナーの背後に、腕組みをした女が立っていた。

　タイト・スカートにメガネのセクシーＯＬ風といえば、他にはいないだろう。

　しかし境界裂孔ここは、元面接官なら出入りは自由なのだろうか。

「キ、キミは……」

「私のこと覚えてますか？　言い寄り魔まの結婚詐さ欺ぎ師し、妖精ガンコナーさん」

「も、もちろん、忘れるはずがないだろう……その、えっと」

　忘れたな。

　サイテーだなこの男、あまり人のことは言えないけど。

　しかし動揺したのは、ガンコナーだけではない。

　ちゃぶ台の隣となりで、さっきまで威い勢せいの良かった走馬が小さくなっていた。

「ヴィーシュレク……課長？」

「久しぶりですね、走馬くん。担当は増えましたか？」

　えーっ！

　マナールって、走馬の上司だったの!?

　この業界も、ずいぶん狭せまいな！

「だって、辞められたんじゃ……」

「今日はこの男に用があって来たんですけど、お邪じや魔までしたか？」

「いえいえ！　どうぞ、どうぞ！」

　走馬のビビり具合もかなりアレだが、ガンコナーもかなりのもので。

　凶悪なマングースの勢いはどこへいったのか、冷え切ったマナールの瞳ひとみに見下ろされて凍りついている。

「ガンコナーさん。私がなにしに来たか、わかります？」

「んっと……もしかして、結婚式の相談……かな？」

「ふざけないで欲ほしいのです！」

　激げき昂こうマナールはちゃぶ台にバーンと脚あしを乗せ、逃にげようとしたガンコナーを止めた。

　けど、走馬まで小さくなってるのはナゼだ。

　あいつ、マナールが苦手なのかな。

「いやいや！　ボクは、ふざけてなんかないヨ!?　これからヨルゴスに戻って、キミとの結婚式場を」

「そういう単語を並べて――」

　マナールはガンコナーの襟をつかんで、ぐいっと軽く立たせた。

　嫌な汗を滝のように流しているガンコナーに、為す術はない。

　あーこれ、結構な額の詐欺をやらかしたんだろうな。

　けど怖こえぇ。

　純情を踏ふみにじられた妙みよう齢れいの女子って、怖こわいわぁ。

「何人の女を騙だましてきたのか知らないですが――」

「な、なにを言うんだい……そんな、ボクが？　キミ以外の女性を」

「またヨルゴスに戻って、罪のない女性をその毒どく牙がにかけることなど――」

「ちょちょっ、毒牙はないんじゃない？　それを言うならこの男の尻尾の方が」

「黙るので――――――すっ！」

　キレたよ。

　まさか境界裂孔ハイエイタスまで来て、昼ドラ以下の痴ち情じようのもつれを観るハメになるとは思ってもいなかったね。

　まぁ、他人ひと事ごとだからいいけど。

「ヨルゴスにおけるあなたの財産は、その一切を凍結したのです！」

「えっ!?　なんの権限があって」

「転生の約款【第６条】【転生先世界での刑けい事じ事件に関する規定】【その８】転生先の世界において著しく刑法に抵触する行為を繰り返した場合、その再転生の可否は転生面接官と当該異世界との協議による合意が必要である。【その10】協議により再転生の合意が得られない場合、当該異世界での経済活動ならびに動産不動産はすべて凍結処分とする」

　なにそれ！

　そんな極小文字で書かれた保険の契約みたいなヤツ、知らなかったんだけど！

　ていうかマナール、やっぱ怖ぇよ！

「……ん？　つまり？」

「あなたをヨルゴスの世界に戻すことはできないのです！」

「は？　なに言ってんの？」

　あ、ガンコナーもキレたぞ？

　いいぞ、やれやれー。

「転生面接官マナール・ヴィーシュレクの名の下もとに、別の世界へ転生させるのです！」

「はんっ。そんな契約に、誰だれがハンコを押すもんか」

「あなたのハンコなら、ここにあるのです！」

「待てっ！　それをどこから！」

「ヨルゴスの資産は、すべて凍結したと言ったのです！」

　いやいやマナール、それはやっちゃダメなヤツじゃない？

　凍結って、勝手に使っていいことじゃないよね？

「ヤメろッ！　ボクはマングースの未来を背負った希望の転生者で」

「うるさいうるさい、うるさ――――――いッ！」

　ベチッとテーブルに転生契約書を出したマナールは、怒いかりを叩たたきつけるように大きめのハンコを勝手にドーンと押した。

「なはァ――ッ！」

　一方的かつ強制的にハンコを押されたガンコナーは、残像と共にぶちゅんとその姿をちゃぶ台から消した。

　マナールの激しい息づかいだけが残った、境界裂孔ハイエイタス。

　結論として「女子にはテキトーなこと言っちゃダメよ」ということがわかった。

「マナール、これでスッキリしたか？」

「……真ま晃こうくん、ありがとう」

「いや、オレは別になにもしてないけど……あれ？　ん？」

「でも、こんなことでもないと……私きっと、なにもできなかったと思うのですよ」

「そう、だね。うん……そうなんだけど」

　待ってくれ、急に「真晃くん」てのは距きよ離りを間違ってないか？

　あれ？

　オレら、そんなに仲良くないよね？

　ちょっとイヤな空気を感じるので、さっさとヨルゴスに帰りたいのだけど。

「これで私も、今までの弱かった自分をリセットできたと思うのです」

「うん、まぁ……それはいいけど、結局ガンコナーをどうしたの？」

「ニホンのオキナワに送りました」

「えっ、まさかオレがいた時代の!?」

　沖縄のマングースって、確か害がい獣じゆうとしてかなり駆除されてなかったか!?

　それってある意味、死し刑けい宣告じゃないの!?

「あの人ならきっと、どこでも生きて行けると思うのです」

　だから怖ぇって！

　マナールって、わりと真剣にヤバい系の女子だわ！

「あー、そうね……そうかもね。じゃあ、あれだ。オレはそろそろヨルゴスに」

「そうだ。今日の晩ごはん、エビピラフにしましたので」

「……はい？」

　これはいけません、今まで近くにいなかったタイプの女子です。

　なんとか逆鱗に触ふれないよう、距離を取らなければいけません。

「いいかげんにしてください、ヴィーシュレク課長！」

「どうしたのですか？　走馬くん」

　ぷるぷると肩かたを震わせ、怒りを噛かみ殺している走馬。

　えっ、今度は職場のモメごとみたいな感じ？

　なにこの大連続狩しゆ猟りよう、見てるだけで疲つかれる。

「課長ってもう、転生面接官は辞やめたんですよね！」

「そうですけど」

「じゃあ、人の部署で勝手なことしないでくださいよ！」

「部署って、走馬くんは別に面接するつもりはなかったのですよね？」

　確かに、前回もそのままスポンと落としてくれただけ。

　担当は節足動物と扁形動物だと言っていたし、契約書もヘチマもないのだろうが。

「そういうことを言ってるんじゃないんです！　ヨルゴスから来た人は、ボクの担当なんです！　それを勝手にどこかに飛ばしちゃって、どういうつもりなんですか！」

　うーん、走馬の言うことはもっともだな。

　けど、そういうのはオレのいないところでやってもらえるかな。

「どういうつもりって、私は約款に沿って」

「ここはヨルゴスなんですから、それもボクの仕事です！」

「そんなことにこだわるから、いまだに担当が節足動物と扁形動物なのですよ」

「なッ――」

　あーっ、それ言っちゃダメだって！

　あいつ、けっこう気にしてるんだから！

「真晃くん。彼のことはいいですから、帰りましょう」




「……そのお兄さん、ヨルゴスには帰れませんよ」




　突然、走馬が恐ろしいことを言い始めた。

　怒りに任せて、オレもどこかにスッ飛ばす気じゃないだろうな。

「いやぁ、走馬。おまえの気持ちはわかるけど……そういう職場の問題は、ちゃんと税金を払はらってる人間には関係ない話だから」

　なぜか走馬は、不敵な笑えみを浮かべている。

　怒りの矛先が、間違った方に向いていないだろうか。

「お兄さん、ほんとに税金を払って来ました？」

「ハァ!?　オレだってバカじゃないんだから、そう何度も滞たい納のうしたまま」

「どこの窓口に払いました？」

「だから、レンゾの町役場に」

　その時、一抹の不安が脳裏をよぎる。

　確かに今月分の税金は、レンゾの町役場で町民課の窓口に払ったはず。

　なのに、この走馬の自信に満ちた黒い笑いはなんだ。

「ウケる……いま、どこに住んでるんでしたっけ」

「……えっ？」

「手元の資料だと、ラティリの町に転入届けを出してますけど」

「えっ……えぇっ!?　なにそれ、ちょっと待て！　どういう意味だよ！」

　走馬は壊れてしまったのだろうか。

　悪の組織が最後を迎える時のように、高らかに笑い声を上げている。

「転入先に税金を払ってないのに、どうやってピッカーに拾ってもらう気なんですか！」

　しまった！

　リスポーンを拾うピッカーって、確かその町の役人だったよな！

　それじゃあラティリの町に税金を払ってないと、拾いに来てくれるワケないよな！

　してやったりの高笑いを続ける走馬とは対称的に、今まで余よ裕ゆうのあったマナールが隣で青ざめている。

「け、けど走馬くん？　真晃くんは、レンゾには税金を納めているのですから」

「レンゾの町役場には、転出届けを出してないですよね」

「でも、ラティリの町には転入届を出しているのですし」

「それって引ひっ越こし手続きの不備で、どっちの町からも行政サービスは受けられないですよねぇ――マナール町長」

　走馬が、悪の総統もビックリするような顔で睨みつける。

　言ってることは屁理屈のようだが、こういった手続きに不備があるとお役所が取り合ってくれないのは、どこの世界も同じだろう。

「……マジかよ、どうすんだオレ」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですからね、真晃くん。私はレンゾの町長なのですから？　これは特例……そう、町長の権限で特例として真晃くんのピックアップを」

「そんなテキトーだから課長は結婚詐欺に遭うんですよッ！」

「なッ――それとこれとは関係ないのですよッ！」

「課長はもう、転生面接官でもヨルゴスの担当でも――ボクの上司でもないんです！」

「そんな勝手は許さないのですから！」

「それはボクのセリフですよ――ッ！」

　いきなり走馬に、ドーンと突き飛ばされ。

　気づけば座布団の上に立っていた。

「あっ……」

「真晃くん!?」

「カニでもプラナリアでも――好きな方に転生すればいいんだァァァァッ！」

「ちょま」

　伸のばしたその手は空を切り。

　がこんと足元の空間が消失して、急激な重力とともに落ちていく。

「二度と来んなよ、バーカバーカ――」




　最後に聞こえたのは、憎たらしい走馬の罵声だった。
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　雲を突き抜けると、眼下にはヨルゴスの世界が広がっていた。

　山や森、その向こうには町も見える。

　あれはレンゾか、はたまたラティリか。




「ど、どうすんだよこれ――」




　ごうごうと風が顔を叩き、目を開けるのも精せい一いつ杯ぱい。

　車の窓から顔を出すのとはワケが違ちがう。

　風圧で唇はめくれ上がり、歯茎が乾く。

　髪かみがズラのように飛んでいきそう。

「――なに職場のモメごとに巻き込んでんのよ、なんでまた落ちてんのよ、他に方法あっただろうよ、なにしてくれちゃってんのよ走そう馬まァァァァッ！」

　地平線はどんどん迫り、森の木々や平原が目前に近づいてくる。

　相変わらず気を失う気配もなく、このまま地面に叩きつけられる感がハンパない。

　しかも最悪なことに、カニかプラナリアへの転生が確定しているというオマケ付き。

　境界裂孔ハイエイタスから落ちるのはこれで３度目とはいえ、今回は状況が違いすぎる。

　１回目はドラゴンに食われ、２回目は『神秘のアミ網あみキャッチャー』に着地したが。

「待て待て待て、考えろ考えろッ――」

　さすがにアリーヌちゃんもカタリンちゃんも、マングースと戦って相討ちになったことなど知るはずもない。

　ということは、ドラゴンや『神秘のアミ網キャッチャー』のヘルプは望めず。

　いや待てよ、下界では７日経ってるはずだからもしかすると伝わってないかな。

「それ、すっげー低確率ッ！　次ぃ！」

　そんなものに期待して、迫り来る地面を迎むかえ撃つ勇気はない。

　するとヤラれたことを知っているのは、ネデルカたちやグレコとギヨームだから。

「ハッ！　ギヨームのペリュトン!?」

　しかしペリュトンに食われて時間稼ぎをしたところで、肝心の『神秘のアミ網キャッチャー』は準備できるだろうか。

　そもそもペリュトンに命を奪うばわれたら、境界裂孔ハイエイタスに行けないという話だったはず。

「ダメッ、これパスッ！　次ぃ――」

　エキドナは空を飛べず、グレコは剣けん道どう、イクヤは黒服で、大将はケットシーで、店長はワーウルフで――

「ダメじゃん!?　他力本願、全滅じゃん!?」

　くそう、プラナリアの生活って揺ゆれてるだけでいいのかな。

　カニに転生したら、ベーリング海のカゴ漁には気をつけないとダメだな。

　けどいいなぁ、ガンコナーはマングースなんだろ？

　沖縄のサバイバル生活、うらやましいなぁ。

　せめて、ほ乳類がよかったなぁ。




「真晃く――――――んッ！」




　なかば諦めかけた頃ころ。

　空からメガネ女子が全ぜん裸らで落ちてきた。

　え、なにこれ。

　垂直飛び込みの勢いでグイグイ近づいてくるけど、全裸だよね？

　ビックリするぐらいおっぱいがブルンブルンしてるけど、それ痛くないの？

　ていうかメガネだけ外してないのはサービスなの、それともゴーグル代わりなの？

「ちょ、マナール!?　なにやってんの!?　なんで裸はだかなの!?」

「真晃くんも脱ぐのです！」

「ハァ!?」

「はやく脱ぬいで！　ぜんぶ脱いでと言っているのですよッ！」

　この人、真剣にヤバいな。

　こういうのは、さすがに引いてしまう。

　全裸で追いかけてきておまえも脱げなど、イカレているとしか思えないのだが。

　そもそも今は、打つ手のなくなった非常事態。

　カニに転生するのを待つよりは、落下しながら全裸になる方が――

「マシかどうか知らんけど、なんか助けてくれる感じなんだろうなァ！」

　ブーツを脱ごうとして風にあおられ、ぐるんぐるん回る。

　激しい抵抗を受けながら、引きちぎるようにスーツ防具を脱ごうとして頭が抜ぬけず。

　逆回転で、ぐるんぐるん。

　横回転でも、ぐるんぐるん。

「オェッ――きもち悪ッ！」

　吐はきそうになりながらも、とりあえず全部脱ぎ捨てると。

　もの凄い勢いで、顔におっぱいが激げき突とつしてきた。

「つかまえたッ！」

「ふぐっ！」

　むぎゅっと抱きしめられて、息苦しくも心地ここちよい。

　落下の恐きよう怖ふとリビドーが混ざり合い、経験したことのない電気が体中を走る。

　全裸でスカイダイビングをするヤツの気持ちが、かなり理解できた。

「時間がないから、言う通りにするのですよ!?」

「マナール!?　これ、どういうこと!?」

「いいから、もっと小さくなって！」

「おいおい、裸で抱き合ったまま落ちてる興奮状態で小さくできるはず」

「それじゃなくて、体を小さく丸めてってことです！」

「丸くって!?」

「このまま私と一いつ緒しよにヨルゴスの世界線にぶつかれば、なんとか戻れるはずなのです！」

「ホントに!?」

「私は元転生面接官だから世界線には引っかかります！　その時、お腹なかに赤ちゃんがいれば一緒に引っかかるのと同じ原理です！」

「ハァ!?」

「だから、私が真晃くんを産むのです！　真晃くんはヨルゴスへ生まれ落ちる、新たな命となるのですよォ！」

　なにその謎なぞ理論、正気か？

　ホントに任せて大丈夫なのか？

「つ、つまりその……擬似的な出産状じよう況きようになるために、裸になったってこと!?」

「だから胎児のように小さく、丸くなるのですってば！」

「り、了りよう解かい！」

「私の体からはみ出た部分は、引きちぎられて持っていかれるかもしれないので！」

「マジかよ!?」

　マナールは母親のように抱かかえてくれ、自らの体を下にして緩衝材となる準備をした。

　もっと小さく、丸くなるように膝を抱えてさらに頭をうずめる。

「真晃くん、イクですよッ!?　いいですか!?　一緒にイクのですよッ!?」

「お、おうっ！」

「はぁ――――――んッ、生まれるゥゥゥゥッ！」




　ぶちゅん、と視界がブラックアウトした。




　なんだこれ。

　誰か説明してくれ。
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　いつものペラ防具すら着ていないが。

　ベッドで膝枕をされたまま、パンツ一丁でごろごろしながら賃ちん貸たい平屋の天てん井じようを眺める。

　マナールのタイトスーツを抱き枕にして色々と思い出だしてみても、レンゾの町に帰ってきたんだなと実感できなくて困っているのが現状だ。

「真晃ちゃん。今日は、なにかクエストにでも出てみるですか？」

「ん？　いや、まだいいかなぁ……」

「そうですか。体が馴染んでいないのなら、ムリをしない方がいいのです」

　マナールの言ったとおり、ヨルゴスの世界線には無事に引っかかったものの。

　すべての記き憶おくが曖あい昧まいというか、どこか他人事になってしまった。

　出来事は覚えているけど、わりとどうでもいい感じ？

　スキンシップを超こえた心理的な結びつきなのか、それともこれが母の愛なのか。

　ともかくマナールとこうしていると心が穏やかになって、外に出る気が失せてしまう。

　マナールはマナールで母性が爆ばく発はつしたせいか、もともと性格がアレなせいか。

　レンゾに戻っても町長室には顔も出さず、ずっと世話をしてくれている。

　さすがに「ほ乳ビン」でミルクを飲まされるのは本能的に拒きよ否ひしているが、これもいつまで耐えられるか自信がない。

　もしかすると毎日やっているおっぱいマッサージのおかげで、いつか本当にマナールから母乳が出てしまうかもしれない。

　その時はきっとなにかを失うだろうが、自分の心に素す直なおでいようと思う。

「なんかこれ、危険な感情だよなぁ……」

　マナールの下した乳ちち越ごしに、ぼんやりと天井を眺ながめていると。

　聞き覚えのある声と共に、勢いよく玄げん関かんのドアがぶち破られた。

「ちょっと、マコーッ！　あんた、なにやってんのよ！」

「おー、ネデルカじゃないかぁ。久しぶり」

「久しぶりじゃないでしょ！　無事に戻って来たんなら、さっさと教えなさいよ！」

「心配かけたねー」

「……なにそれ、境界裂孔あつちでボケたの？　ていうかあんた、なんで諸悪の根源と朝からイチャコラしてんの？」

「え？　最近、ずっとこんな感じだけど」

「ハァ!?」

「そんなにカッカするなよ、美人が台無しだぞー」

「ちょ……マジで、なんかいろいろ大丈夫なの？」

　ネデルカは相変わらずだけど、他のみんなも変わらないなぁ。

「マコりん。まさかピオナらのこと、忘れたですけや？」

「いや、覚えてるけど」

「よかったですてよ。ピオナが撃ちまくったロケット弾の代金、忘れたのかと」

「いくらだった？」

「８００万クロナ」

「おー、撃ったなぁ」

「あのさぁ、マコー。わかってんの？　８００万だよ？　クエストにも出ず、どうやってワーウルフ店長さんに返すつもりなのよ」

「オレ、ダンジョン地下３階の組合長なんだよね」

「ちょっ、初耳なんだけど!?」

「だから、なんとかなるんじゃない？」

「……なにそのダメな人の発想は」

　わりと大丈夫じゃないかと思う。

　ほんと、不労所得ってありがたいよね。

「マコウ……わたしのこと、忘れた？」

「どうしたの姐ねえさん、そんな顔して。忘れるわけないだろ？」

「そう……なら、あれは？」

「あれって？」

「……言ったやつ」

「なにそれ。オレ、なんか言ったっけ？」

　カッと目を見開いて、止まってしまったマリエラ姐さん。

　えっ、どうしたの。

　そこで、なにを調合し始めたの？

　それ、危なくない？

「ちょっと入口ぃ、通してねぇ」

　また来客で、入口はどんどん狭くなる。

　ほらほらネデルカ、ちょっと寄ってあげなさいって。

「よー、エキドナ」

「持って来たよぉ、新しい防具ぅ」

　あの防具はヨルゴスの上空で脱ぎ捨ててしまったと言ったら、エキドナが新しいヤツを買って来てくれるというので任せたのだが。

　これまた以前にも増して、ヘビ全開のスーツ防具だこと。

　柄がらと尻尾しつぽの太さ以外は、前のヤツとなにが違うのか分からないけど。

「あら、エキドナさん。こんにちは」

「マナールさぁん、ちょっとマコウくん貸りるねぇ」

「どうぞ、どうぞ。抱だっこしてやって欲しいのです」

　マナールには不思議な「母としての自信」が生まれたらしく、その影えい響きようで赤ん坊を自じ慢まんするかのようにあえて人に抱っこさせることが多い。

　客観的にはいい大人が順番に抱っこされるのもアレなのだが、それすらわりとどうでもいい感じになってしまっている自分が怖い。

　膝枕がマナールからエキドナへと代わり、寝ねたきりのまま新しい防具を着せてもらう。

　あー、これ楽だわ。

　赤ちゃんが穏おだやかな顔になるの、わかるわぁ。

「似合うよぉ、マコウくぅん」

「そうか？」

「今度は、しっかりチャージしとかないとねぇ」

「え？　また、ぬるぬるするのか？」

「今度のボア・アナコンダ式はねぇ、全身を舐めてチャージするタイプなんだよぉ」

「うーん、耐えられるかなぁ」

「こらこらこら――マコォォォォッ！」

　ばんばんっと床ゆか板いたを踏み抜く勢いで、ネデルカがキレている。

　そうだった、ネデルカはこういうところがチャームポイントだったな。

　けどマリエラ姐さんは、そこでなにを調合してるのかな？

　今は別に、そういうキノコ粉が必要な場面じゃないよね？

「なにその要介護な感じは！　いくらなんでも、魂たましいを抜かれすぎなんじゃないの!?」

「そうかなぁ」

「……いったい境界裂孔あつちで、なにがあったのよ」

「生まれ直した感じ？」

　ネデルカから哀れむような視線を浴びるのは、なぜだ。

　これは、そんなにダメな生活スタイルなのだろうか。

　えっ、姐さんもこれには反対なの？

「マコー、クエストに出よう」

「え、なんで？」

「ダメダメ、外に出なきゃダメだって。このままじゃ、部屋の中で腐くさっちゃうって」

　ネデルカはこんなマジメなヤツだったかな、と思っていると。

　代弁してくれたのは、マナールだった。

「ネデルカさん？　うちの真晃ちゃんに限って、そんなことあるわけないのですよ？」

「あんた、どこの毒親よ！」

「マコウくぅん、舐めるよぉ」

「あんたも朝っぱらから舌をチロチロだして、人前でエロいことしてんじゃないの！」

「まぁまぁ、ネデルカ」

「あんたの話をしてるんでしょォォォォ――ッ！」

　ネデルカが臨界点を突とつ破ぱした時。

　また誰か、ぶち破られた玄関のドアを踏んで部屋に飛び込んで来た。

「マコー兄さァん！　一緒にクエスト行きましょうよォ！」

「アニキ！　友だちにジャガーの半獣人がいるんすけど、誘さそっていいすか!?」

　狭い狭い、もの凄すごく部屋が濃密になってきたぞ。

　空気が薄うすくなってる気がする。

「ちょっと、あんたら！　マコーは最初から、あたしたちとパーティーを組んでるの！」

「けど、ネデルカ姐さァん。兄さんはマングースと戦ってる最中、俺おれらとならパーティーを組めるって認めてくれたんすよォ？　なぁ、ギヨーム」

「そうなんす。ぼく、すごく嬉しかったす。だからグレコ兄さんと一緒に、特別獣人税も払ってきたすから」

　あ、ネデルカが怒おこってる。

　いや、あきれてる？

　だから姐さん、さっきから一心不乱になにを調合してるんだよ。

　もしかして姐さん、なんか怒ってるの？

「ねぇ、マコー……あんたこれから、誰とパーティーを組むつもりでいるわけ？」

「まさか、マコりん!?　ピオナらを捨てる気ですてか!?」

「兄さん、俺らっスよねェ!?」

「アニキ!?」

「あら、みなさん？　うちの真晃ちゃんは、残念だけどまだ療養中なのですから」

「マコウくぅん、防具のチャージは絶対お風ふ呂ろの方がいいよぉ」

　ボンデージ女王、ミニスカポリス、ゴスロリ、メガネＯＬ、エロ白はく蛇じやだけでもお腹いっぱいなのに、ガチムチのトラと魔ま法ほう使つかいのライオンが加わるとか。

　ヨルゴスの世界ってサイコーだな。

「あ、みんなで鍋でもする？」




　モンスター？

　狩からない、狩らない。

　この世界には他に楽しいこと、いっぱいあるから。




「……わたしは、マコウの身内」

　みんなをかき分けて、マリエラ姐さんがゆらりと立ち上がった。

「えっ？　急にどうしたの、姐さん」

「……マコウは、わたしの身内」

「ちょま、なにそのキノコ！」

「ゆえにマコウはわたしの夫となり――」

「ハァ!?　身内だとは思うけど、そういう」

「――わたしはマコウの妻となる！」

「姐さん!?　待って、姐さん！　そのキノコは、もしかして!?」

「孕ませよ――――――ッ！　ムキムキノコ――――――ォ！」

　口に突っ込まれたキノコには覚えがあった。

　熱いっ、体中が熱い！

　特になんか、股こ間かんが熱い！

「姐さん！　熱いよ、姐さぁぁぁ――んッ！」




　人生ナメるが勝ちって言うじゃない？

　でもこれだけは守った方がいい。

　女子にはテキトーなこと、ぜったい言っちゃダメだね。




〈了〉







あとがき







　本作も買っていただいたようで、本当にありがとうございます。

　買ってくださる方が一番大事、それがすべてのはじまりです。

　あの洪水のように毎月あふれ出る本の中から、あえてこの１冊を手に取られた。このサーチ＆レスキューは、もうすでに運命です。切っても切れないけど、目に見えないので気づいてもらえないご縁かもしれません。

　私が部下なら一生ついていきますので、どうか先に部署からいなくならないで下さい。




　実はデビューするまで、本屋さんで本を探すことが年々減っていました。

　発売日を知ることも試し読みも、在宅捜査官としての能力だけである程度はできます。ライトユーザーな読み手なので、ポチッて終わることが圧倒的に多かったわけですね。

　しかし発売日に書店さんを回ってみて、その膨大な出版物にあらためて驚きました。

　読み手ではなく書いた側の人間になって初めて感じた、この重なり、うねり、流れていく本の渦。ここから１冊、どうやって手にとってもらうのか。

　わりと運、ですかね。

　編集さん、イラストレーターさん、デザイナーさん、校正さん、営業さん、書店員さんなど、複数の複雑な要因が絡み合って因果律となり廻ってくる。言ってしまえば他力本願ですね、プリーズ愛してｍｅ的なヤツです。

　そんな本作にたずさわった皆さんには、もれなくスキル【運気】が付くようあの人に頼んでおきますね。

　だからどうぞ、これからもよろしくお願いします。




　そんなデビュー作が出版されて。

　次に驚いたのは、書店員さんの存在の大きさです。もの凄い熱量を「売る＝広める」ことに傾けてくださっている方々がおられるのです。

　本を仕入れて売っている人、ぐらいに思っていませんか？

　本の発売日に詳しい人、ぐらいに思っていませんか？

　ぜんぶ、デビューする前の私ですね。これはもう滝壺に飛び込んで、ローリング洗浄してくるレベルの反省が必要です。

　愛だけでこの熱量。

　無償の愛に近くないですか？

　これはＳＮＳなどで検索して初めて知ることができたもので、日常生活だけでは決してふれあうことのなかったものだと思います。

　エゴサはわりと平気な私ですが、そもそも感想なんてヒットしない。ほとんどが自分のツイートで、２件ほど違法ＤＬサイトが引っかかったぐらいです。

　そんな中で、書店さんに並べられている自著の画像を見つけた時の高揚たるや。並べられた画像だけでこれですから、推しのあった日には天に拳を突き上げる勢いです。私の中で書店員さんが輝き始めた瞬間でもありました。

　ありがとう全国のラノベ担当の書店員さん、わりと一方的に愛しています。




　そんな様々な感情が押し寄せたデビュー作、の続巻である本作。

　産みの苦しみ――などという言葉があるようですが、私にとって産みの苦しみとは物理的な腰の痛みでした。

　本作の執筆中は、仕事机では常にコルセット着用。あやしい違和感が腰に走れば、すぐにボルタレン内服。しかも歳のせいか、コルセットで縛ると胃食道逆流が起こる始末。はい、ガスター追加で。

　わりといいイスでもこの調子ですから、どんだけ高いイスを買わなきゃならんのかと、生活の中の優先順位を根底から覆されました。

　以来、腰の痛みを訴える方々への眼差しが優しくなりました。

　人って宇宙に出なくても、意外にわかりあえるのかもしれませんね。




　そうやってできあがった本作ですが。

　あとがきから読まれる（私も含めた）方々のために、本書をひとことであらわすと、アジシオさんの前作にも増してパワーアップしたエロ可愛いイラストです。

　もう、ぜんぶ説明してくださっています。口絵から順に見て、モノクロの挿絵ページだけを見ていけば十分かもしれません。本文はイラストとイラストを繋げる補完にでもどうぞ的な立ち位置でもかまいません。

　ちなみにマコウさんの防具に尻尾が付いたのは、アジシオさんのインスピレーションによるものです。つまりあのギミックは、アジシオさんあってのものなのです。

　こういう相互作用、ひとりで書いていると絶対に得られない貴重なものですよね。

　ひとりじゃない、っていいですね。




　ひとりじゃないといえば。

　三萩せんや先生と妹尾尻尾先生、いつも飲んだり食ったりするのにつきあってくださってありがとうございます。もちろん御堂筋線の大国町駅から徒歩すぐの異世界で超絶おいしいドイツ料理屋さんのシェフをしている永島裕士先生＆最高にロックなパパン、ひと区切りついたのでまた絶品ハンバーグを食べに行きたいと思います。




　そしてなにより、ひとりじゃない証拠に。

　こうやって本書を手にとっていただいているのですから。

　それだけで、わりと幸せな人生だと思います。

平成30年　腰痛再燃と戦いながら
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